

































































本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。







　ＣＯＮＴＥＮＴＳ








序章　休息の終わり

一章　一人の従者候補

二章　新しい従者

三章　戦闘開始

四章　公爵の決断

間章　サンサ・デニング

五章　力の指輪

終章　旅出

あとがき


















口絵・本文イラスト　nauribon




















序章　休息の終わり









「ぶほ、ぶひひひひい」

　豚ぶたが追いかけてくる。

　真っ黒い皮ひ膚ふのでかい奴やつ等らだ。

「ふ、ふごー！　ぶ、ぶひい！」

　俺の声でもあるし、あいつらの声でもある。

　あいつらは俺が持っている熱々の肉にく串ぐしを狙ねらってくるんだ。

　碌ろくにご飯を食べていないのか、鼻息が荒あらい。

　追い付かれたら、俺まで食べられてしまう勢いで迫せまってくる。

「ふごうーご！　ふご！　ふご、ふごーっ！」

　必死で逃にげたさ。

　道は一本道。暗くて、ジメジメと湿しつ度ども高い。

　俺よ、何でこんな場所に入ってしまったんだよ。

　それに何でお腹なかを空すかせたあいつらの前で肉串なんて食おうと思ったんだよ。

　ギラついた目の豚が数十匹ぴき。

　あいつらの前でそんな旨うまそうなものを見せたら、追いかけてくるに決まってるだろ！

「ほら！　お前らにやるから、もうついてくるなって！　ほら、やるよ！」

　後ろに向かって、肉串を放り投げた。

　あいつらが食べ物に気を取られている隙すきに、この場から逃げてしまおう。

　そう思っていたのに。

「まて、スロウ」

　予想だにしないことに、奴等の先頭を走っていた巨きょ大だい豚の上に父上が乗っていた。

「げ！」

　もう顔すら思い出すこともなくなっていた父上の姿がそこにある。

　最近の夢に家族がよく出てくるようになった。

　理由は……分からない。

「お久しぶりですね！　父上！」

　サーキスタ大迷宮ダンジョンで骸がい骨こつになったルイスに出会ったからか？

　ルイスとの思い出を皮切りに、夢の中で昔の記き憶おくを思い出すことが増えた。

「わははスロウ！　活かつ躍やくしているようだな、そろそろ公こう爵しゃく家に帰ってくるか？」

　ちょっと待て。

　あの厳格な父上がそんな豪ごう快かいな笑い方をするかよ！

「お前のことだ！　どんな顔で公爵家に戻もどればいいのか、分からないのだろう！」

　最悪なのは、俺の身体からだが昔の真っ黒豚公爵のようにおでぶなことだ。

　真っ黒豚公爵の身体は残念ながら、走ることに向いていない。

「待て、スロウ！　折角こちらから歩み寄ろうとしているんだ、逃げるな！」

　わざと減速をして、捕つかまってやることにした。

　夢の中の父上が、俺をどうするのか興味があった。

「……」

　なのに父上は、俺に何を言うでもなく、巨大豚の上からすうっと消えてしまったんだ。




「何もないのかよ……」

　夢であることを理解する。

　心臓がバクバクとなっていた。

「……てっきり、公爵家の当主になれとか言われるのかと思ったよ」

　公爵家の当主として生き続けることがどれだけ大変か。

　陛下の要望にも応えないといけないし、大貴族の名を背負う重圧もある。

　俺には到とう底てい、無理。だから、夢の中でも逃げ続けていたのに……何も言わないのかよ。

「しかも夢の場所ってあそこだよな……」

　俺が豚に追われていたあの場所はクルッシュ魔ま法ほう学園。

　父上が魔法学園にやってくるわけもないのに、何であんな夢を見るんだよ。

　率そっ直ちょくに言って、不ふ吉きつすぎた。

「はあ……俺だって、父上には言いたいことが山ほどあるっての」

　俺の知らないところで始まっていたアリシアとの婚こん約やく騒そう動どう。

　騎き士し国家の超ちょう大物、女王陛下エレノア・ダリスをも巻き込んだ俺達の旅。

　目的の物を持って帰ることに掛かかった時間だけを見れば、僅わずかな時間で最高の結果を手に入れたと言えるだろうけど……。父上だって、知っていたはずなのだ。

　父上に会ったら、アリシアとの婚約を勝手に進めるなって文句を言ってやらないとな。




「今いま頃ごろ、サーキスタとダリスは大おお騒さわぎしてるかなあ」

　何て言ったって、二属の杖ダブルワンド。

　大陸南方の大国である俺の故郷とアリシアの故郷。

　二国の友好を願って、光の大精霊レクトライクルと水の大精霊ホルトグレイスが作り上げた逸いっ品ぴんだ。

　その効果はとうに失われているけれど、あれがあのマジックアイテム好きのスライムに奪うばわれてから、二国の関係は急速に悪化していった。少し前まではドストル帝てい国こくに対たい抗こうするために二国は一時的に纏まとまったこともあったけど、これから先の二国の関係は不ふ透とう明めい。

　まあ、国同士の関係なんて偉えらい人が考えればいいさ。




「ふうー……もう身体の方は回復したと思ったんだけどなあ」

　まだ俺の身体は、あの場所で起きた困難を忘れてはいなかったらしい。




　身体が、柔やわらかみに沈しずんでいる。

　俺はベッドの上に寝ねころんでいた。知らない部屋って、わけじゃない。

　俺は悪夢のようなサーキスタ大迷宮ダンジョンから逃げ帰ってから、ここで数日間、生活している。

　冒ぼう険けん者ギルドサーキスタ支部『矢や切ぎりのボイド』、そこは山脈の麓ふもとに造られた砦とりでだ。




　サーキスタ大迷宮ダンジョンの傍そばに作られた冒険者ギルドの村に俺はいた。

　窓にはシルクのカーテンが掛かって、外から差し込む光を遮さえぎっている。

「……っふ、ぶひはっくしょん！」

　アリシアを逃がすために、サーキスタ大迷宮ダンジョンの中層で起きた死し闘とう。

　冒険者ギルドが発行しているモンスター大全の最終ページに出てくるようなレアモンスターと一戦交えて……死にかけたんだ。

「ぶひはっくしょん！」

　つまりなんて言えばいいのか、俺は無茶がたたって風か邪ぜをひいてしまったわけである。

「あ！　スロウ様、起きたみたいですね」

　扉とびらが開いて、ひょっこりと顔を出したシルバーヘアーの女の子。

　疲ひ労ろう困こん憊ぱいになって、熱を出した俺をずっと看病してくれたのが。

「……おはよう」

「スロウ様、汗あせをかいてますけど……」

　俺の大事な、大事な従者のシャーロット。

　まだ頭の中に浮うかんでいる父上の影かげをぶんぶんと振ふり払はらう。

「何でもないよ。ちょっとした悪夢を見てね」

　俺は彼女と一いっ緒しょにいるために、公爵家の人間としての当たり前の生き方を捨てたんだ。

　嘗かつての俺が決断した選せん択たくに一いっ切さいの後こう悔かいはないけれど、ああいう夢を見るってことは……。

　俺の心の深いところでは、公爵家への帰属意識ってのがあるのかなあ……。




「スロウ様、調子はどうですか？　もう元気になりましたか？」

「ぶひ……」

「身体のどこかに違い和わ感かん、ありませんか？　だるさは取れましたか？」

「寝すぎて、少しだけだるいぶひい」

　シャーロットが心配そうに、ベッドに横になった俺の顔を覗のぞき込んでくる。

　サラサラのシルバーヘアーが俺の頰ほおをくすぐる。

　冒険者ギルドサーキスタ支部『矢切のボイド』。

　サーキスタ大迷宮ダンジョンへの入り口に近い冒険者ギルドの宿でゆっくり身体を休めていた。

　小さな街といってもいい規模の冒険者ギルド集落を見物したり、たまにシャーロットと散歩をして一日を過ごしている。

「スロウ様はとっても頑がん張ばったんだから、まだまだ休んでいいんですよ？　アリシア様もスロウ様にはとってもお世話になったって言ってましたし」

「シャーロット。アリシアはもう王都ダリスに着いたかな」

「あの勢いでしたから……もう到とう着ちゃくしてるかもしれないですね」

「だよね。ふぅ……甘あまいものが食べたいぶひい」

「そう言うと思って、フルーツを持ってきました！　はい、スロウ様。あーん」

「さすがシャーロットぶひねえ。気が利きくぶひい」

　なんて出来る子だよシャーロット。

　シャーロットがスプーンで俺の口にメロンを運んでくれる。

「うま、うまうまうま」

　サーキスタ大迷宮ダンジョンに潜もぐったことで身体に蓄ちく積せきした疲ひ労ろう。

　それもシャーロットが傍にいるってだけでじんわりと溶とけていく。甘々なシャーロットが身の回りのことを全部やってくれるから、俺はすっかりだらけきっていた。

「ほら、スロウ様。もう一口どうぞ」

「ぶひぶひぶひ」

　二属の杖ダブルワンド、奪だっ取しゅの事実。

　それは世界を！　とまではいかないが。

　でも、二国からすれば天地が割れんばかりの一大事である。

　俺の代わりにアリシアが騎士国家の王都に向かっている。

　自分の口で直接、サーキスタ大迷宮ダンジョンで何が起きたか女王陛下に報告したいらしい。

「スロウ様。あーん」

「ぶひい」

　もう、ここでシャーロットと一緒に住もう。

　このサーキスタならダリス程ほど、期待されることもない。

　公爵家のスロウ・デニングじゃなくて、ただのスロウとして平へい穏おんに暮らせる気がする。

　だけど、邪じゃ魔ま者ってのは突とつ然ぜん、現れるもので。




「……私の目の前で……いい度胸だな」

　出た、出たよ。

「スロウ、こちらを見ろ」

　昨日から、突然現れたお邪魔虫。

　凜りんとして、よく通る声。

　巨大な従者を引き連れて、きりっとした顔で部屋に入ってくるのは、俺の姉上。

　サンサ・デニング。

　黒くろ髪かみ長身で、シャーロットを超こえるクールビューティーさが売りの俺の姉上だった。

「スロウ。お前のことだ、もうとっくに体調は戻っているだろう？」

　突然のことだったので、顔をシーツの中に隠かくした。

　サンサだからってわけじゃないけど、俺は家族が苦手である。

　父上の夢を見て、滝たきのような汗をかくぐらいだ。

　父上に比べたら、姉弟きょうだいはましだけど、それでもだ。

「いえ、まだまだです……あと一週間は休まないと……」

「ほう。さらに時間が欲ほしいというのか」

　俺は絶対に、家族から軽けい蔑べつされているって自覚がある。

　兵士らは俺の最近の活躍で、俺に対する心証も変わっているみたいだけど、家族は別だ。

　みんな、俺の堕だ落らくした生活を何年も目まの当たりにし続け、心底から俺を嫌きらっている。




「さ、サンサ様！　スロウ様は本当にまだお疲つかれなんです！」

「ほう……そうかそうか……」

　サンサはいつも厳しい。

　他人だけじゃなく、自分にも厳しい。

[image: ]

　俺が真っ黒豚ぶた公こう爵しゃくだった頃は耳にタコが出来る程お叱しかりを受けていた。

　その涼すずしい声は少しだけトラウマである。

「何があと一週間も休む、だ。スロウ、お前。昨夜こっそり抜ぬけ出して、買い食いにいっただろ。それも私の隊の人間にばれないように魔法を使って」

「……え？　サンサ様、何の話ですか？」

「シャーロット、お前達の関係も分かるが、スロウを信じすぎるな。こいつは思った以上にずる賢がしこい豚だ。ほら起きろ。こっちは、お前の回復の早さを昔から嫌いやってぐらい分かってるんだ、ほら！　スロウ、起きろ！」

「ぶひいいいいいいいいいいいい」

　俺の身体からだを覆おおっていたシーツが魔法ではがされる。

　シャーロットのような力任せじゃない、魔法を使ったスマートなやり方。

　俺の姉であるサンサはいつだってこうだ。何でも上手うまくこなしてしまう。

　本人は器き用よう貧びん乏ぼうだとかいって謙けん遜そんしているが、能力は平均して全てが高い。




「ぐはは！　あの若様もサンサ様の前じゃ大人しいですなあ！」

　そして、サンサの後ろには僧そう衣いを着込んだでっかい奴やつ。

　体たい軀くは……サーキスタ大迷宮ダンジョンで出会った小さめの巨きょ人じんぐらい。

　あれはコクトウというサンサの用心棒、じゃなくて専属従者だ。

　つまり、俺にとってのシャーロットにあたる。

「サンサ様……スロウ様はまだ……お疲れで……」

　お。頑張れ、シャーロット！

　俺はまだ最後の抵てい抗こうとばかりにベッドの上で枕まくらを抱だきしめている。

「シャーロット。こいつと二人だけで話したい」

「は、はい！　分かりました！　サンサ様！　どうぞ！」

　……シャーロット、陥かん落らくはやすぎだよ。

　でも、無理もない。いつだってサンサは真面目、冗じょう談だんの一つも言わない堅かた物ぶつだ。

　サンサ・デニングという人はどんな時だって間ま違ちがえない、正しい人間。

　それが騎き士し国家ダリスにおける、俺の姉への評価だ。

　シャーロットが部屋から出ていくと、サンサは椅い子すに座っておもむろに語り出す。

「スロウ。お前と違って私は忙いそがしい」

「……いきなり何だよ。何が言いたいんだよ」

「特に今回は、私の判断でダリスを離はなれ、サーキスタへやってきた。立場ある人間として許されるものではない。私は、ヒマではないのだ」

「そんなの俺が知るかよ。誰だれも頼たのんでないだろ」

「なんだ、その口の利き方は」

　公爵家の直系と言われる人達は毎日が忙しい。

　しかも、サンサは将軍と言われている地位。軍隊を指揮する偉えらい立場だ。

　俺の想像以上にやることが沢たく山さんあるだろう。

　なのに俺達がサーキスタ大迷宮ダンジョンに向かったという話を聞いて、独断でやってきたのだ。

　正直、俺が知るサンサ・デニングという人間がやることじゃない。

　あの堅物のサンサがまさかって感じよ。

「が、女王陛下も父上も私の独断を不問にするということだ。お前達が手にした二属の杖ダブルワンド、あれの奪だっ還かんをサポートした、ということでな」

「……良かったですね姉上。また功績が出来て」

「ふざけてるのか」

　これまで俺は家族と向き合うのは出来るだけ避さけていた。

　面めん倒どうだからだ。嫌ってぐらい小言を言われるからだ。俺が真っ黒豚公爵になったことで、公爵家の高い名声を下げたことは事実だからなあ。

「それでだな、スロウ。お前に一つ、話がある」

「……」

「今回の件で、お前があれだけ苦労したのは、理由がある」

　理由？

　そんなの数えきれないぐらいあるって。

　そもそもあの少人数でサーキスタ大迷宮ダンジョンに潜るってこと自体が、あり得ないんだ。

「何が理由か、分かるか？」

「何だよ」

　一体、サンサは何を言い出すつもりだ。ちょっとだけ怖こわい。

　この人、たまにとんでもないことを言い出すからな。

「お前のために、新しい従者を一人、見み繕つくろったんだ」

「…………」

　……言葉が出なかった。

　俺が従者を替かえる？

　そんなの、あり得ないってサンサは分かってる筈だ。

　もう十年以上一いっ緒しょになる。何があってもシャーロットと一緒にい続けたんだ。

「スロウ。私もお前がシャーロットを高く信しん頼らいしているのは分かっているが、今回の件を受けて従者本人の力量がどれだけ大事かも分かった筈だ。シャーロットが魔ま法ほうに目覚めたと言っても、それはサーキスタ大迷宮ダンジョンに連れてはいけない程の力量でしかない」




　サンサの提案は考える余地がない。

　笑い飛ばしたいけど、サンサの顔は真しん剣けんだった。

　まあ、この人の真剣じゃない顔なんて家族の俺でも見たことがないけど……。




「スロウ。新しい従者を──」

「却きゃっ下か。俺の従者はシャーロットしかいない」

　でも、いつかくる話だとは思っていたのだ。

　まったく対策を打たなかったわけじゃない。

　これまで俺は真っ白豚公爵になって、国へ貢こう献けんをしてきた自負がある。

　だから、強気でサンサに伝えたのだ。

「そう言うと思ってな」

　シャーロットを従者の立場から外す？　そんなの、あり得ないって。ぶひ。

「既すでに魔法学園に、従者候補を一人向かわせている。完かん璧ぺきな従者候補だと自負している」











一章　一人の従者候補









「い、いやだああああ」

「スロウ様！　落ち着いてください！」

「うわああああああああああああ」

　街かい道どうを走る立派な馬車の中。

　俺達がサーキスタに向かうために利用した馬車とは違う高級仕様。

　乗っている者を分かりやすく示す公爵家の家か紋もんが外装に。

　先を走っている人や馬車があれば、俺達に恭うやうやしく道を譲ゆずっていく。

　サーキスタでも騎士国家の公爵家デニングの威い光こうは十分にあるらしい。

　まあ、馬車の周りを公爵家デニングの騎士が守っているんだからそりゃあ退どくよな！




「俺はまだあそこにいたいんだああああ」

　サーキスタ冒ぼう険けん者ギルドからダリスへ連れ戻もどされていた。

　いや、連れ戻されているなんて優やさしい表現じゃだめだな。

　これは連行と言っていいだろ。俺は実の姉から罪人みたいな扱あつかいを受けていた。




「スロウ様、そんなにあの場所が気に入ったんですか？」

「違う、そういうことじゃない。俺はただ、休養切り上げが早すぎって言ってるだけで！」

　同じ馬車に同乗しているのは三人。

　俺の目の前に姉上であるサンサ、その隣となりには姉上の従者であるコクトウ。

　そして俺の隣にシャーロットが姿勢正しく座っている。

　シャーロットは公爵家の中でもかなりのお偉いさんであるサンサが近くにいるもんだから、少し緊きん張ちょうしているみたいだ。

「おい、コクトウ。実の弟とはいえ、いい加減見苦しい。押さえつけろ」

「……サンサ様、よろしいんで？」

「手加減するなよ？　本気でやれ」

「では遠慮なく」

　斜ななめ前に座る大男が急に立ち上がったかと思うと、腕うでを引っ張られた。

「えっ、いっつ！」

　しかも、とんでもない力で！

　味わったこともない馬鹿力で抗あらがう気にもならなかった。

　ふかふかの床に顔を押し付けられて、シャーロットが小さく悲鳴を上げる。

「痛いって！　おいこら、コクトウ！　俺の上からどけ！」

「サンサ様の命令なので。若、我が慢まんしてください」

「ふざけるなよ！　サンサ、こいつをどけろ！」

「スロウ、さっき窓から逃にげようとしただろ？　これでも優しくしている方だ」

　当たり前だろ！

　何が悲しくて、こんな早くにダリスへ帰らないといけないんだ！

　俺はまだ休養を取ってもいい、それだけの偉い業ぎょうをサーキスタ大迷宮ダンジョンで成し得たはずだ！

　俺がどれだけのモンスターを倒たおしたと思ってやがる！

　だけど、床に組み伏ふせられた俺に向かって、足を組んだサンサが偉そうに言う。

「お前以外の姉弟きょうだいにとっては、あれは休養の取りすぎだ」

「俺の功績を考えたらあれでも少ないぐらいだろ！　二属の杖ダブルワンドだぞ！　サーキスタとダリスにいる大精せい霊れい同士が作り上げた平和の証あかしだぞ！」

　どれだけ祖国の平和に貢献したのか、こいつら分かってるのか？

　二属の杖ダブルワンドが両国のどちらかにある限り、二国の平和は約束されたようなものなのだ。

　それなのにサンサの俺に対する扱いときたら……断固抗こう議ぎだ！

　俺はシャーロットと仲良くサーキスタ観光プランまで考えていたっていうのに！




「スロウ！　もしお前の傍そばにコクトウがいれば、二属の杖ダブルワンド奪還も遥はるかに難易度が低いものになっただろう。違うか？」

「またその話かよ！　……おい、いい加減重いって！　コクトウ、俺の上から退け！　それにサンサ！　俺がダリスへ帰ったってやることないだろ！」

「もう忘れたのか？　スロウ、お前にはクルッシュ魔法学園で新しい従者が待っている」

「だから、それは散々、断っただろ！　俺の従者はシャーロット一人だ！　くどいって！」

　そう。新しい従者が、クルッシュ魔法学園で俺を待っているらしいのだ。




　シャーロットの代わりに新しい従者？

　そんなのあり得ないって断ったのに、サンサの押しが強すぎるんだ。

「シャーロットに関する報告は聞いている。勤勉でも、どうにも出来ないことはある。それが公こう爵しゃく家の専属従者という立場なら尚なお更さらだ。幾いくらシャーロットに強力な獣けものが懐なついているといっても、うちは本人の力量重視だ」

　懐いているのは強力な獣じゃなくて、モンスターだけどな！

「スロウ。何度も言わせるな。シャーロットと離はなれ離ばなれになるわけではない。シャーロットは……そうだな、お前専用のメイドとしてこれまで通り、仕えていればいいだろう」

「そういう話じゃない！　俺の人生を勝手に決めるなって言ってるんだ！」




　ていうか、ここでそんな話を出すなって！

「……しゅん」

　ほら！　シャーロットが悲しそうな顔してるだろ！

　シャーロットには従者交代の話をしてなかったのに、今日、突とつ然ぜんサーキスタからダリスへ帰るぞと馬車に押し込まれて、いきなりサンサにその話をされたんだ。

　あの時のシャーロットの悲しそうな顔ったら、なかったよ。

　それにシャーロットの膝ひざの上にいるやつは強力な魔物どころじゃなくて、大精霊なんだけどな。はあ、こんな感じでサンサは俺の気持ちなんて全く考えていないわけだ。

「別に従者交代なんてよくある話だろう。私だって、三人目だ」

　サンサの言う通り、従者交代なんて公爵家の中ではよくある話だ。

　けれど、俺に限っては一いっ貫かんして従者はシャーロット。

　というか俺の従者がシャーロット以外なんて考えられない。

「サンサ。父上だって従者を替えていないだろ」

「父上の従者は特別だった。グレイス様の代わりなんてそうそう見つかるものじゃない」

「ていうか、あれか？　俺がちょっと活かつ躍やくしたから、従者を与あたえてコントロールしようとでも思ってるのか？　だったら、意味がないぞ。従者を替えたぐらいで俺は変わらない」

「スロウ。私もコクトウを従者に据すえて、未来が開けた。お前も従者の力が私達の未来にどれだけ重要かは知っているだろう」

「うははは。名高いサンサ様にそう言っていただけるなんて、栄えい誉よですなあ」

　俺の上に乗っている僧そう衣いを着た大おお柄がらの男。

　確かにサンサは、コクトウという男を従者に得てから、急激に戦場で戦果を上げるようになった。サンサ・デニングとコクトウのコンビは、南方の力自じ慢まんの間じゃ知らない者はいないぐらい有名だ。

「しかしサンサ様。今や若様は国中から期待を受ける大人物ですぞ」

「コクトウ。本物のスロウ・デニングという男は名高いなんてものとは程ほど遠とおい。あまり期待しすぎるな、こいつの性しょう根ねは腐くさっている」

「サンサ様は実の家族相手でも、相変わらず手厳しいですなあ」

　俺の上に乗ったまま、というか、ついには俺の背中を椅い子すのようにして座り込むおっさん。本当にむかつく。この野や郎ろう、ダリスに戻ったら覚えておけよ。

　こいつはサンサを盲もう信しんして、北方の地からわざわざ南方にやってきた変わり者だ。

　家いえ柄がらも重んじる公爵家の中で、直系の専属従者って地位になれたのは、それだけコクトウの実力がずば抜ぬけているからだ。

「あの……サンサ様、スロウ様の新しい従者候補の人って……どんな人なんですか？」

　俺は聞くまい聞くまいと、話にも出さなかったのに。

　シャーロットは俺のために公爵家が用意した従者候補に興味深々のようであった。







　夜になると、途と端たんに冷え込む。

　俺はサンサの部下から外がい套とうを借りて、夕食が出来上がるのを今か今かと待っていた。

「サンサ様！　サーキスタで手に入れた秘蔵の肉も全部入れちゃっていいですか!?　スロウの若様も待ちきれないって顔してるので、ここは一気にいっちゃいましょうよ！」

　しかし、大おお鍋なべに具材を投入して夕食の準備をしている騎き士しさん達の手て際ぎわのいいことよ。

　皆みなさんシャキシャキと働いて、活気もいい。

　彼らを監かん督とくする者の教育が行き届いているからだろう。

　シャーロットもお手伝いをしているし、俺も見ているだけじゃ悪いので、少しは夕食のお手伝いをしようとするんだけど……。

「若様はそこでゆっくり休んでいてください。俺達が作りますんで！」

　ほら、この通り。腰こしを浮うかしたらこれだよ。

「デニーロ、サンサがこっちを睨にらんでるんだけど……」

「あれはポーズですから！　若様は気にしなくていいですよ！」

　騎士の何人かは俺も見たことのある顔だった。何だかんだでクルッシュ魔ま法ほう学園に行くまではずっと公爵領地の本館にいたからな。知り合いは多いのである。

　デニーロは俺よりも五歳ぐらい年ねん齢れいが上の騎士だ。公爵領地で騎士見習いとして過ごしていた頃ころからムードメーカー気質で、それは今も変わらないみたいだ。

　それに騎士さん達は意外にも、公爵家の問題児だった俺に好意的である。

「おい、デニーロ！　スロウを甘やかすな」

「サンサ様！　そんなこと言っても、スロウ様を休ませてやれって言ったのはサンサ様じゃないですか！」

「私はそんなこと、一言も言っていないぞ」

「俺達ぐらいサンサ様と一いっ緒しょにいると、雰ふん囲い気きで分かるんですよ」

　俺は公爵家の人間だけど、この場にいる最高権力者は俺じゃない。

　今は騎士達の中に混じって、働いている女性が、俺達のボスだ。きびきびと強面こわもての男たちに指示を出して、歩き回っている。

　彼女の名前はサンサ、俺の姉上だ。俺が言うのもあれだけど、人間が出来すぎている。

「……まだかなあ。腹、減ったなあ」

　大鍋の中に放り込まれる肉や野菜の数々。騎士達がせっせとかき混ぜる大鍋はぐつぐつと煮にえて、こっちにまで良い匂においが届くもんだから、たまんない。

　俺はたった一人。

　夕食が出来上がるのを、切り株に座って待ち続ける。

　あ、お腹なかがぐーって鳴った。

「スロウ様、そわそわしても、ご飯は逃げません。もうすぐですよ」

「鍋に足が生えるかもしれない、誰だれかが俺の分まで食べるかもしれない」

「……逃げませんって」

　シューヤの一件が片付いたから、目先の心配は何もない。

　シャーロットとも一緒になれたし、食欲は湧わく一方だよ。




「スロウ様の分。持ってきましたよ、わあ！　誰も取りませんって！」

　ふうふうしながら、一口ごくり。よし、スープにはしっかり肉の味が溶とけ出している。そして銀のフォークで皿に入った肉を口に運んでいく。

　肉だけじゃなくて、野菜も芋いももたっぷり入っている。

　嚙かみ締しめる度たびに旨うま味みが溶け出した。

「シャーロット、お代わり！」

「え!?　もう食べたんですか!?　一口じゃないです！」

「シャーロット、お代わり！」

　切り株の上で、隣となりにはシャーロット。

　大精霊さんはいない。

　大精霊さんはサーキスタ大迷宮ダンジョンで俺を助けた。あれは大精霊さんの流りゅう儀ぎに反するらしくて、何故なぜか落ち込んでいた。サーキスタで暫しばらく、己おのれを見つめなおすらしい。

「デニーロ、食え」

「サンサ様、どうして俺のにだけ野菜多めなんですか？　コクトウさん、笑ってないで助けて下さいよ！　スロウの若様の皿に肉ばっか入れたの俺、見てたんですからね。これは差別でしょ！」

「余計なことを言うな、お前は好き嫌きらいが多すぎる！」

　夕食を食べながら、和なごやかな談だん笑しょうがそこら中で交わされている。

　サーキスタ大迷宮ダンジョンに向かう途と中ちゅうは国境沿いにいたごろつきに馬車の荷物なんかを狙ねらわれたりしたけれど、今はそんな心配一いっ切さい無し。

　馬車には公爵家の家か紋もんが刻まれ、さらには公爵家の騎士であることを示すあの外套を着込んだ連中を襲おそう奴やつなんてこの世界にはいないだろう。

　サンサも部隊の騎士と楽しそうにしている。

　公爵家の中でもサンサは兵士連中から抜ばつ群ぐんに人気がある。

　分かるような気がする。サンサは何て言うか、オンとオフがしっかりしてるんだ。

　気を締める時は締めるし、気を緩ゆるめる時はしっかり緩める。

　ここだけの話、サンサのことを自分の娘むすめみたいに思ってる年輩の騎士や兵士は多い。




「……」

　しかしサンサと騎士達とのやり取りを見て、思い出すことがある。

　俺にも嘗かつて、あんな日々があったんだ。

　あれ程多くはないけれど、直属の二人の騎士。

　名前はクラウドとシルバ。昔は、あいつらとシャーロットを加えた四人で毎夜語り明かしていた。俺が道を外れなければ、サンサ達のような未来があったのかもしれない。




「サンサ様、人気ありますよね」

「シャーロット。実際のところ、俺とサンサ、どっちの方が兵士から人気あるかな」

「……」

「悩なやむところじゃないって。サンサ一いっ択たくだよ。あいつが次の公爵になれたらいいのになあ。そしたら、俺のことに構ってる暇ひまなんか無くなるのに……」

「若！　あの……折角だし、この場で若と一戦交えたいのですが！」

　やってきたのは紅色の外套を羽織る公爵家の騎士。

　サンサから食事の度に好き嫌いするなと怒おこられているデニーロだ。

「……いいよ。俺も、サンサの部下がどれぐらいのものか興味がある」

「さっすが！　若！　じゃあ、サンサ様の目が無いあっちのほうで……」

　おいデニーロ。そんなこと言うなって。

　そんなこと言ったら地じ獄ごく耳みみのサンサが……あーあ、ほら来た。

「スロウッ！　デニーロと一戦交えるだと!?　勝手なことをするな！」

「サンサ。勝負を持ちかけてきたのは俺じゃない」

　ゾロゾロと集まってくる公こう爵しゃく家の騎士達。

　この場にいるのはサンサがサーキスタ大迷宮ダンジョンに連れて行った直属の部下達だ。

　当然、腕うでには自信のある者ばかりだろう。

　サンサも騎士達の盛り上がりを見て、止めるのを諦あきらめる。

　多少の娯ご楽らくを与えるのも、上官としての務めだもんな。

　俺とデニーロは距きょ離りを取って、対たい峙じする。

「噂うわさがどれだけのものか！」

　デニーロが杖つえの先に炎の刃ブレイドを迸ほとばしらせる。

　公爵家の騎士の戦い方は近接戦せん闘とうが主体。

　その戦い方は遠距離攻こう撃げきを基本とする普ふ通つうの魔法使いとは真逆。

　ふうん。シューヤとは比べ物にならない、練られた魔法だな。

　あれぐらいの練度になると敵から魔法を受けたって、あの刃で受け止めることが出来る。

「若！　何考え事してるんですかッ！」

「ぶひ？　まあ、余よ裕ゆうだから」

「言いましたね!?　それじゃあ俺も本気で！」

　デニーロの背せ丈たけの倍ぐらいまで炎が燃え盛さかっている。

「……おい、待てよ。遊びじゃないのか」

　さすがにあの炎を見たら、顔色を変えざるを得ないって！

　遊びじゃないのかよ！　あれは直線上にある障害物もろとも敵を葬ほうむり去る力だぞ！

「若と戦える機会なんて有りませんから！」

　デニーロが刃を振ふるった直後、あいつの身体からだにさらなる風が纏まとわりつく。

「あのスロウ・デニングと戦えるんだ。遊びにしたら……勿もっ体たいないでしょうッ！」

　そうして、デニーロは一気に俺との距離を縮め、魔法の刃ブレイドを思いっきり振るう。

　炎の刃から、炎と風の刃へ威い力りょくを高めた力。

　風によって勢いを増した炎が俺に迫せまってくる。

　が、問題ない。炎と相あい性しょうの良い水の結界で受け止める。

「中々の威力じゃん、デニーロ！　お前、こんなに強い魔法撃てたっけ!?」

「さすがですねえ若様ッ！　微み塵じんも動どう揺ようしないとは！」

　噓うそだよ。内心、メッチャ動揺したって。

　ただの遊びだと思ったのに、本気でやる奴がいるかよ！

　それでも胸が高鳴る。やっぱり腕のある騎士との戦いは心が躍おどる。

　サーキスタ大迷宮ダンジョンの中層で出会った理り不ふ尽じんなモンスターとは違ちがう。

　純じゅん粋すいに高められた武力、これはいいもんだ。

「では、もう一度！　胸を借りるつもりで行きますよ！　風よエアロ──」

　──速ッ。

　デニーロが一歩で俺達の距離を詰つめてくる。

　さすが公爵家の騎士、それもサンサに直接鍛きたえられているだけはある。

　風の魔法で追い風を生み出し、風の流れに乗ったみたいだ。

　周りからはおおーって歓かん声せいが飛ぶ。

　魔法に明るくない商人でも、デニーロがどれだけの使い手か理解したんだろう。

「デニーロ！　躱かわされたぞ！　お得意の一撃だったのになあ！」

「折角の機会だ、デニーロ！　色々と試ためしてみろよ！」

　公爵家の騎き士しからもヤジが飛ぶ。

　ヤジの内容も高度だ。クルッシュ魔ま法ほう学園の学生とは違う。

　デニーロが何をしたか騎士達は正確に把は握あくしているな。

　俺はデニーロが生み出した炎の刃ブレイドをいなしながら、後ろに下がる。

　杖を剣けんに見立てて戦う技術、刃は魔法使いの力量によってどこまでも伸のびる。

「デニーロ！　若様に自分の魔法を利用されちまったなあ！」

「くっそ！」

　デニーロが生み出した風に乗って、俺も移動する。

　俺は利用出来るものは利用するスタイルなんだよ。

「……」

　その時、僅わずかに嫌いやな予感。

　舌打ちをしながらデニーロが微かすかに笑った気がしたんだ。

　空を見上げる。晴天の下に何十本もの氷柱つらら。

　先せん端たんが鋭えい利りに尖とがっていて、あれが刺ささったら痛そうだな！

　というか、氷柱は俺が下がる場所を正確に見み据すえていた。

　うそだろ！　俺が誘さそわれたのか！

「泡沫よ、凍れアフロース・ノヴァ」

「やば！」

　間かん一いっ髪ぱつでその場を回かい避ひ。冷たい冷気が首筋を撫なでる。

　さっきまで俺がいた場所を見れば、氷柱がぶっ刺さっていて、ぞわっとした。

「……さすがは若様です」

「いやいや、当たったら死ぬだろ！」

「公爵家の方はこれぐらいじゃ死にませんよ」

　駄だ目めだ、デニーロもサンサの部隊に入ってすっかり染め上げられている。

　サンサの方をちらりと見ると、悔くやし気に親指を嚙んでいた。

　あ、珍めずらしい。

　あれはサンサが本気で悔しい時にやる癖くせだ。もしかして、サンサが教えた技わざか。

「スロウ様ー！　頑がん張ばって下さい！　負けないでっ！」

　野太い騎士達のヤジの中で、シャーロットの声も聞こえる。

　元気百倍、やる気もみなぎって来た。

　よーし。じゃあ、そろそろ決めるか。




　デニーロが俺と再び距離を取る。今度は戦い方を変えるみたいだ。

　へえ、これから使う魔法は……火と水の二重魔法ダブルマジックか。

　残念だけどデニーロ、俺の目にはお前が何をしたいのか映っているぜ。

「デニーロ！　魔法を止めろッ！　スロウの魔法が来るぞ！」

　慌あわてたサンサの声。だけど、もう遅おそい。

　俺は既すでに魔法を放っている。

　身体強化で有名な光の魔法だが、闇やみの魔法と組み合わせるとこんなことも出来るんだぜ。

「……」

　デニーロが虚うつろな顔で、ぼけっと突つっ立っている。

　これまでのびしっとした顔はどこにもない。

　俺は余裕の表情で一歩一歩歩いていく。

「チェックメイト」




　杖で、デニーロの身体をとんと押す。

　するとあいつは目を覚ました。

「……え？」

「光と闇の二重魔法ダブルマジック、胡蝶之夢レヴィフラム。聞いたことはあるだろう？」

「いつの間に……参りました」

　胡蝶之夢レヴィフラムは、相手の意識を飛ばす魔法。

　高度な魔法を練りあげる瞬しゅん間かんは、誰だれだって意識が魔法の構築に向かうもの。

　失敗したら、昔ビジョンが二重魔法ダブルマジックを失敗した時のように魔法が暴発してしまうんだ。

　だから、二重魔法ダブルマジックを使う時は注意が必要である。

　もっとも、サンサには気付かれてしまったみたいだけど。

「やっぱり、スロウの若様は凄すげえなあ！　あのデニーロが手も足も出ないとは！　恐おそれ入った！　さすがはあのスロウ様だ！」

　その日の夕食は、何故なぜか大盛りだった。




　さて、サンサから教えてもらった俺の従者交代の話。

　サンサは公爵家の人間として理想に近い生き方をしているから、公爵家の人間に仕える専属従者としての在り方を持っているんだろうけど……それを俺達に押し付けるのはやめて欲しいところだなあ。

　敢あえて俺が聞こうとしなかった話に、今日シャーロットから切り込んだ。

「サンサ様があれだけ褒ほめるんですから、きっと凄すごいお方なんでしょうね……」

　新しい従者候補はクルッシュ魔法学園にいて、俺の帰りを待っているらしい。

　馬車の中では、その子がどれだけ俺の従者に相応ふさわしいかサンサは語り続けた。

　サンサの語り口はこれまで俺の従者だったシャーロットに十分、配はい慮りょするものだったからか、シャーロットは大きなショックは受けていないようだ。

　──俺の従者候補の名前は、ミントって言うらしい。




　しかし、あの厳しいサンサが太たい鼓こ判ばんを押す女の子はどんな人なんだろう……。

「あ、サンサ様だってニンジンこっそり除よけてるじゃないですか！　俺に好き嫌きらいするなとか言ってそれはないですよ！　スロウの若様を見て下さいよ！　好き嫌いせずに食べてますよ！　というか十杯ぱい目って若様、相変わらず過ぎませんかッ！」

　ダリス帰き還かんへの旅は、シューヤやアリシアと行った旅よりもずっと楽だった。

　何でもかんでも、公爵家の騎士さん達がやってくれるからだ。

　それに騎士達とサンサの絡からみも新しん鮮せんで面おも白しろかった。

　そしてダリス領に入って、俺は一つの違い和わ感かんに気付いた。

　サンサは俺と違って立場のある人間でとっても忙いそがしい。

　ダリス領に入ったらすぐにサンサは馬車を降りていなくなると思ったのに、ずっと俺と同じ馬車に乗っているのである。

　え……なんで？　俺がずっとサンサの顔を見つめていたからだろう。

「お前がミントを受け入れるのか、見届けるためだ。スロウ、お前は私がいなかったら適当なこと言って、ミントを公こう爵しゃく領地に追い返す気だろ」

　……バレていたか。




　クルッシュ魔法学園にまでサンサが付いてくる。

　そんなの考えただけで、溜ため息いきが百回ぐらい出そうになるって。

　クルッシュ魔法学園の男子生徒も、卒業後は一時的に軍隊に所属するものだって沢たく山さんいるんだ。サンサは、騎士国家の軍隊の中で最上位に位置する将軍だぞ？

　はあ、大おお騒さわぎになるだろうな……サンサは人気者だから。

「……はいはい、分かったよ。好きにしてくれ」

　だけどサンサの性格はよく知っている。

　俺が嫌だと言っても、サンサは引き下がらないだろう。

　サンサだけじゃなくて、俺の家族全員そうだ。我がが強い。

　止やめろと言われて、素す直なおに引き下がるような可愛かわいい人はデニングにはいないのだ。




　騎士国家の領内に入り、クルッシュ魔法学園に向かっている。

　さすがに公爵家の領内に入ってしまうと、俺達の存在は嫌って程ほど目立ってしまう。

　街かい道どうの脇わきに用意された休きゅう憩けい所でも、沢山の人に話しかけられた。

「まさかあの高名なサンサ・デニング様では!?」

　もっぱら、サンサ・デニングと繫つながりを持ちたい商人連中だったけど。

「うはは、若様はもっと嫌がると思っていましたが、意外と素直でしたなあ」

「俺が嫌だって言っても、サンサは絶対クルッシュ魔法学園にくるだろ……」

「サンサ様のことをよくご存じですな！　さすがサンサ様の弟君！」

「当たり前だろ、姉弟きょうだいなんだから……」




　こうして、僧そう衣いを羽織るコクトウとも話す機会が増えた。

　サンサを支える専属従者、これまで面と向かって話すことが無かったから新鮮だ。

　大人気アニメ『シューヤ・マリオネット』の中では戦うシーンは殆ほとんど無かったけど、こいつの実力がやばいって噂うわさは至る所から聞こえてくる。

「まあ、サンサは俺がクルッシュ魔法学園に行くって決まった時も、羨うらやましいって言ってたことがあるし、単純にどんな場所か興味あるんだろ」

「スロウ様の魔法学園行きが決まった時、サンサ様は陰かげで若のことを大層、羨ましがっておりましたぞ？　サンサ様に青春なんてものはありませんでしたからなあ」

「それが公爵家デニングに生まれた者の生き方だろ、コクトウ」

　さて、サンサ・デニング。その名前は他国にも知れ渡わたっている。

　現に俺達が数日前まで滞たい在ざいしていたサーキスタの冒ぼう険けん者ギルド支部では怖こわいもの知らずの高位冒険者達がサンサに腕うで試だめしの挑ちょう戦せんを行い、ボッコボコにされていた。

「……」

　デニーロを圧あっ倒とうしたことで、公爵家の騎士達とはさらに仲良くなれた気がした。

　やっぱり武ぶ闘とう派連中と仲良くするには、競きそい合うのが一番だよ。

　あれから何人かの騎士の相手をしたけど、負けることはなかった。

　途と中ちゅうからは絶対、サンサの入れ知ぢ恵えを受けただろって騎士の魔法もあったけど、誰からも一発も喰くらわずに済んだしな。

　そのたびにサンサが悔しそうな顔をして、少しだけストレス解消だな。




「おい、スロウ！　あれがクルッシュ魔ま法ほう学園か……！」

「サンサ様！　危ないですぞ！　それにみっともない」

　窓の外に身を乗り出して、サンサが大きく声を上げる。

　俺にとっては見慣れた光景だけど、サンサの奴やつには随ずい分ぶんと新鮮に見えるようだ。

「コクトウ、これが興奮せずにいられるか！　クルッシュ魔法学園だぞ！　軍に入ってくる者達がどのような環かん境きょうで学んでいるのか、ずっと興味があったんだ！」

　こうして、俺達は公爵家直系の有名人、サンサ・デニング。

　そして数名の公爵家デニングの騎き士しを引き連れて、クルッシュ魔法学園に帰ってきた。




　さて。俺の従者候補って奴はどんな人なのか。

　正直楽しみな俺であった。

　馬車を降りて長旅からやっと解放される。

　俺達をサーキスタから引っ張ってくれた馬達もよく頑張ってくれたよ。

　しばらくは清潔な馬小屋の中でゆっくりと休んでほしいところだ。

「ほら、シャーロット」

「……え。あ、ありがとうございます、スロウ様」

　馬車から降りてくるシャーロットに手を差し出しながら、帰って来たクルッシュ魔法学園を見み渡わたす。再建時に大金を掛かけて、さらに綺き麗れいに整えられた庭園や噴ふん水すい。

　なんか帰って来たって感じがするなあ。

「やっと帰って来たあ……」

「随分久しぶりな感じがしますね、スロウ様」

「サーキスタでは大変な目にあったからなあ……」

　たった一か月、されど一か月だ。

　それぐらいサーキスタ大迷宮ダンジョンへの旅は、俺の記き憶おくにまだこびりついている。

　もう暫しばらくモンスターはいいです。お腹なか一杯で、迷宮ダンジョンって言葉も聞きたくない。

　スライムって単語も嫌いやだ。

「さて、スロウ。お前の新しい従者だがな──」

　俺達に続いて馬車を降りてきたサンサ。

　澄すました顔で長い黒くろ髪かみをなびかせている。あいつ、さっきまでは馬車の中で、クルッシュ魔法学園だ！　ってはしゃいでいた癖くせに、この変わりようだよ。

「えっと、サンサ。俺の新しい従者……じゃなくて、従者候補ってどこにいるの？」

「む……」

　サンサの言葉を否定する。従者じゃなくて、まだ従者候補だからな。

　従者と従者候補、その違ちがいは余りにもでかいんだ。

「ミントなら、もう男子寮りょうに待機させている。だが、到とう着ちゃくの時刻は伝えていなかったからな。あいつのことだ。もしかすると朝から一日中、お前を待っていたかもしれないな」

「一日中ってさすがにそれはないだろ……」

　あんまり気が進まないけれど、待たせっぱなしも申し訳ない。

　いくかあ。

「デニーロ。あの趣しゅ味みの悪い銅像はなんだ？」

「サンサ様。趣味が悪いなんて言っちゃいけませんよ。あれはクルッシュ魔法学園の学園長を務めた歴代の方々の銅像ですよ」

「ふぅん。夜に見たら不気味そうだ」

「そういや、俺が学生だった頃ころは夜に勝手に動き出すなんて噂もありましたよ」

「へえ……楽しそうだなあ。学園の噂かあ……」

　おいサンサ。真面目な顔を取り繕つくろってる癖に、声に思いが出てるぞ。

　まあ仕方がないのかもな。

　俺達姉弟きょうだいの中で、一番学園生活ってものに憧あこがれていたのはサンサだろうから。

　サンサがクルッシュ魔法学園出身の騎士達にあれこれ質問をしている。

　答える騎士達もどことなく楽しそうだ。

　対して俺はというと。

「ぶひ……」

「スロウ様、何だか小さくなってませんか？」

「べ、別にそんなことないけど……」

　正直、割とびくびくしているさ。

　学園に長期休きゅう暇かの届けは出していたけど、日数を大幅に超こえてしまった。

　俺は無断欠席したわけである。

「ほんとですか？　あ！　分かりました！　スロウ様、学園を無断欠席してたこと、気にしてるんですね！」

「ちょ、シャーロット。俺の気持ちをズバズバ見み抜ぬかないでよ……その通りだけど……」

　ちょうと夕方頃。

　学生達は授業を終えて、校舎から外に飛び出してくる頃合いだった。

　紅色に染め上げられた公爵家デニングの外がい套とうを着た騎士達も一いっ緒しょにいるんだから、俺達の姿は割と目立つ。

　しかも、一人は公爵家の中でもとびきり有名なサンサだ。

「大だい丈じょう夫ぶです、スロウ様！　安心してください！」

「なんで、安心出来るのさシャーロット……だって俺って有名人じゃん。無断欠席していたあのスロウ・デニングが帰ってきたーって大騒ぎになったりしないかな」

「ならないと思いますよ？」

「そ、そう？　ほんと？」

　しかし、学園の中を歩けば分かった。

　シャーロットの言う通り、俺の心配は杞き憂ゆうだった。

　だって学園の生徒が気にしているのは、俺じゃなくて──。

「おい……噓うそだろ、噓だろ、噓だろ！　あれ……サンサ様だ」

「夢でも見てるのか、どうしてサンサ様がこんな場所にっ──」

　いやぁ、分かっていたけどさあ！

　やっぱり注目は、俺の姉上であるサンサに集中していた。

　サンサ・デニングがクルッシュ魔法学園にやってくる。

　その情報はモロゾフ学園長にしか伝えていないってサンサは言っていた。

「どうして、サンサ将軍がクルッシュ魔法学園へお越こしになられているのですかッ！」

　特に効果が絶大だったのが、やけに体格の良い先せん輩ぱい方がた。

　恐おそらくはクルッシュ魔法学園を卒業した後は、軍への入隊を希望している先輩方が俺達の目の前にやってくる。

　しかも、最敬礼！　うわあ、懐なつかしい。久しぶりに見たぞ、それ！

「私がクルッシュ魔法学園にいることが可笑おかしいか？」

　ちょっぴり悲し気なサンサの声に、直立不動の上級生達が慌あわてる。

「め、滅めっ相そうもありません！　サンサ・デニング様！」

　学園で一年間も生活していれば、名前を知らなくても生徒の生活態度とかは分かるもの。

　サンサの姿を見て駆かけ寄って来た先輩達はどっちかと言うと、普ふ段だんはだらしがないのに、今は見たことのない表情で、うわ、滅め茶ちゃ苦く茶ちゃ背筋真っすぐだなあ！

「もう少し楽にしていいぞ。苦しいだろ」

「毎日鍛きたえておりますからこれぐらいは全く問題ありません、サンサ様！」

　その後は集まって来た先輩らによる長い口上が続く。

「サンサ様！　クルッシュ魔法学園に滞在中、学園に関して問題がありましたらすぐに私をお呼び下さい！　私の名前はバイデン・アイザック！　旧エーデル領の流れを汲くむ軍属貴族でありまして──」




　よっぽどサンサに名前を憶おぼえて欲しいみたいだな。

　俺は辟へき易えきとするけど、長々しい話を嫌な顔せず受けるサンサも凄すごい。

　時折頷うなずき、お前の父親は知っているなんて声を掛けている。

「期待しているぞ、バイデン。私は用があるので、また後でな」

「は！　有あり難がたきお言葉であります、サンサ・デニング様！」

　その後もひっきりなしに声を掛けてくる生徒をいなしながら、男子寮に向けて歩く。

　しかしサンサの奴、凄かったな。

　俺以外の公こう爵しゃく家の人間にとっては当たり前なんだろうけど、話しかけてくる生徒に対するサンサの対応。忘れていたけど、公爵家の名前の重さを思い知ったよ。

「スロウ、お前。もう少し真面目に話を聞いてやれないのか」

　ほら、サンサの苦言。来ると思ったよ。

　サンサは完かん璧ぺきな軍人とか、聡そう明めいとかのイメージが強いけど、家族である俺はよく知っている。あれは仮面だ。元々のサンサは巷ちまたで知られている程ほど、大人びていない。

　むしろ、誰だれよりも子供っぽい。

　今は公爵家の人間として正しく振ふる舞まっているだけで、実際はもっと抜けた性格だ。




「あれは軍の上にいるサンサ相手だから先輩も畏かしこまってるんであってさ。俺なんか軍属志望の生徒には何とも思われてないって」

「スロウ。確かにお前は公爵家直系としては、外れた道を進んでいる。だが、未来は誰にだって分からない。お前がこの先、軍に入る可能性だってあるだろう」

「ない。絶対にない」

「……お前も今後は公爵家の人間として、相応ふさわしい態度をだな」




　その後もくどくどと続くサンサの説教。

　説教が始まると長い、これがサンサの性格でもある。

　そして俺はサンサの説教を受け流すことがとっても得意なのだ。

「……スロウ様、なんか新しん鮮せんですっ」

「そ、そう？　……なにが？」

　何故なぜかシャーロットにはクスッて笑われる。なんでだ。

　お、サンサの説教を受け流していると男子寮が遠くに見えてきた。

　寮の入り口から出入りをする生徒の姿。

　中には俺達の姿を見つけて、目を丸くする者もいた。

　その中、直立不動の女の子の姿がとても目立っている。

「サンサ。もしかしてあの子が──」

「あれが、お前の新しい従者だ」




　その子は男子寮の前に直立不動で立っていた。

　俺達の登場にあわあわと、声には出さずともかなり緊きん張ちょうしているみたいだ。

　俺はどうしたらいいんだろ？

　君を従者にするつもりはないけどよろしく、とか言えばいいかな。

　悩なやんでいると、サンサが一歩だけ前に出て、

「ミント。こいつがスロウだ。挨あい拶さつをしろ」

　肩かたにかかるピンク色の髪かみが風になびいて揺ゆれていた。

　ちびっ子だ。アリシアよりは少し高いか？

　太ももを露あらわにしたショートパンツ、弓使いらしく実用性重視の軽い服装。近くで見ると全体的にふりふりとした服装を難なく着こなしているのは、本人のほわほわとした雰ふん囲い気きゆえだろう。

「は、は、ははは初めまして、スロウ様！　み、み、ミントと申しますッ！」

　多分、絶対にドジっ子だ。それだけは間違いないと思ったんだ。







　ずっと学園をサボっていた俺が自分の家族を連れて学園に帰ってきた。

　しかも、本物の公爵家直系として活かつ躍やくしている有名人を引き連れて。

　誰だって一目見たいと思うだろう。

「見ろスロウ。何だか集まって来たぞ」

「当たり前だ。ここは貴族や平民が関係なく詰つめ込まれた魔ま法ほう学園。サンサ、お前自分がどれだけの有名人なのか分かってないのかよ！　ほら、話なら俺の部屋でも出来る。ここじゃなくて、俺の部屋に行こう。落ち着いて話もしたいからな」

　俺達全員が男子寮りょうの前に入ると見世物状態になってしまう。

　慌てて俺達は俺の部屋がある男子寮四階に向かうことになったのであった。

　俺を先頭にズンズン階段を上っていく。

「なあ、スロウ。これが男子寮か。思っていたよりも造りは単純なんだな。はあ、なんだか緊張するなあ。この階はどうなってるんだ？　誰が住んでるんだ？」

　なのにサンサの奴やつ、興きょう味み津しん々しんで階に上るとひょっこり廊ろう下かへ顔を出すんだ。

　頼たのむから止やめてくれ！

「変なとこ見物してないで早く俺の部屋に行くぞ」

「なぁ、スロウ。この二階にはどんな者達が住んでるんだ」

　物もの珍めずらしそうに廊下の向こうを眺ながめている。

　部屋の一つ一つに誰が住んでいるのか気になっているみたいだけど、本当に勘かん弁べん。

　サンサの後ろに続く紅色の外套を着たいかつい男達。

　あいつらの姿を見て、二階の貴族生徒が騒さわぎ出すんだからさ！

「どうでもいいことに興味を持つなよ！　疑問なら後でいくらでも答えてやるから早く階段を上ってくれ！　サンサは目立つんだよ！」

「ちょっと待て、大事なことだろう。お前も大貴族に生まれついた人間としては社交性というものをだな。思い出した、この階からは貴族が住んでいるんだろう？　ちょっと挨拶でもしようか。スロウが迷めい惑わくを掛かけているだろうから」

「大人しく付いて来いって！」

　俺はサンサの手を摑つかんで、上に引っ張り上げる。

　あーもう！　だからサンサと一いっ緒しょに魔法学園に戻もどってくるのがめちゃくちゃ嫌いやだったんだよ。昔からこういう風に世話焼きなんだ。

「はあ、スロウ。お前は強ごう引いんな奴だなあ」

「サンサ様！　こんなスロウ様、滅めっ多たに見られませんよ！」

「なんで楽しんでるのさ……シャーロット」

「だって、スロウ様がサンサ様を引っ張っていく姿なんてとっても久しぶりですから！　激レアです！」

「確かに、とっても久しぶりな気がする。スロウ、お前大きくなったな」

「ああもう、うるさい。やっぱりサンサ、お前は自分で歩いてくれ」

　そんな俺と姉上の様子をシャーロットはなぜか面おも白しろそうに見ている。




　こんな場面を学園生徒に見られたらたまったもんじゃないよ。

　俺のかっこよくてクールなイメージが壊こわれてしまうだろ。

「ほう、ここがスロウが住んでいる四階か」

　男子寮の四階、そこは貴族の中でも立場の強い上位貴族が住まう階。

　ここから上は王族しかいない。

　生あい憎にく、今のクルッシュ魔法学園に王族はいないから、五階に住んでいる者はいない。

「ここから先は家族の話になる。お前達はここで待て」

「は！」

　公爵家の騎き士し達は廊下で待機。

　といっても、そんなに物々しく立つなよ。紅色の外がい套とうを着た公爵家の騎士が数人もいると、高級感のある四階廊下が一気に戦場っぽくなってしまう。

　部屋の中で重要な話し合いが行われるからそれを守る騎士みたいな……。

「す、スロウ様、じゃぁ私も廊下で待ってます」

　急に遠えん慮りょするシャーロット。

「なんでだよシャーロットも当然こっち側だって！」

「だって、家族水入らずのお話をされるんじゃ」

「シャーロットは俺にとって家族同然だ！　それに今からする話は、そこにいるミントの話だ。ミント、君も来るんだ」

　俺とシャーロット、そして姉上であるサンサと従者コクトウ、そしてミント。

　今まで俺はサンサから新しい従者候補について聞くことを出来るだけ避さけていた。

　だけど実際に俺の従者候補である彼女が、幻じゃなくて実際に現れてしまったのだから、話を聞かないと失礼だろうさ。そして部屋に入ると、

「うわぁぁあああああ！」

「す、スロウ様！　どうしたんですか　モンスターでもいましたか!?」

「シャーロット、モンスターの話は暫しばらく無しって言ったよね!?」

「あ、ごめんなさい、スロウ様！　……それで、どうしたんですか？　オークでも紛まぎれ込んでいましたか……？」

「何がどうしたら俺の部屋がこんな滅め茶ちゃ苦く茶ちゃになるんだよ！」

　部屋の中があまりにもの惨さん状じょうだったからだ。




　まるで台風が過ぎ去ったかのような状態。

　荷物がごちゃごちゃになっていた。いやー確かにサーキスタの大迷宮ダンジョンに向かうにあたって物を出しっぱなしにしたけど、ここまで汚よごしてはいなかった筈はず。

「もしかして、俺のいない間に盗とう賊ぞくでも部屋に入ったのか!?　シャーロット、今すぐに寮りょう母ぼに連れん絡らくしてくれ！　俺の部屋に忍しのび込むなんて良い度胸だ……」

「わ、分かりましたスロウ様ッ」

　慌あわててシャーロットが部屋から出ていこうとするときに、大声があがる。
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「こ、ごめんなさい！　私が掃そう除じしようとして、やっちゃいました！」

　……や、やっちゃった？　何を？　それより今のは……。

　俺の視線の先は、今や廊下でサンサの後ろ、小さくなっている彼女。

　俺の姉が用意した従者候補、ミントだった。

「あー……スロウ。先に言っておくが、ミントはたまにやっちゃうことがあるが、欠点を補うぐらいの長所を持っている。お前が失望する前に、先に言っておく」

　サンサ。それ、全然フォローになってないから。

「ご、ごめんなさい！　あの、これは！　若様の部屋に入ったら、服が沢たく山さんあったので掃除しようとしたら、わけが分からないことになっちゃって……」

「ちょっと待ってくれ。それより、どうやって俺の部屋に入ったの？」

「入り口で鍵かぎを借りて……」

　おずおずとミントは手を上げて答える。

　その姿はなんか、教師に叱しかられて身体からだをぎゅっとする新入生みたいだ。

　第二印象は正直な子。

　ていうか、俺が気の弱い女の子を虐いじめている悪者みたいに見えるのは何で？

「おい、サンサ……俺の部屋はフリーパスか？」

　自然と俺の視線は彼女を推すい薦せんしたサンサに向かう。

　ミントはたまにやらかすらしい。

　うん。サンサが言うなら間違いないんだろう。

　だけど、勝手に部屋に入られるのは凄すごく困る。

「ミントは……スロウを綺き麗れいな部屋で出で迎むかえようとしたんだろう」

「この部屋の惨状を見て、出てくる台詞せりふがそれかよ」

　これだから公こう爵しゃく家の脳筋連中は嫌きらいだ。

「あの……若様、私はもう従者として失格ですか？」

「失格。だって君に部屋に入っていいよなんて許可出してないし」

「……はわわ。サンサ様、私。失格になっちゃいました……！　ごめんなさい、ごめんなさい、またやっちゃいました……！」

　でも、これで彼女を諦あきらめさせる良い理由が出来た。

　俺の許可無く部屋に入るとか従者として一発アウトだろ。まだ仲良くなってないし。ミントには悪いけど、やっぱりこの件はしっかり断った方がいいな。

「そういうことだから、サンサ。この子は公爵領地に送り返して──」

「ちょっと待てくださいスロウ様！」

「え？」

「これだけで判断するのはまだ早いと思います！」

　俺の発言に待ったをかけたのは、まさかまさかのシャーロットであった。

「……え？　え？　シャーロット、どうして？」

「だってスロウ様、私達、ミントちゃんの良い所をまだ見てませんから！　サンサ様が推薦するってことは、それだけミントちゃんが従者として優すぐれているって証あかしですから！」

「いや、それは……そうかもしれないけど……」

　俺の頭の中に混乱が浮うかぶ。

　どうしてシャーロットがそっち側なんだよ！

「ミントが俺の従者になったら……俺達がどうなるか分かってるよね……？」

「それとこれとは話が全く別ですから！」

　シャーロットも分かっている筈だ。




　ミントが俺の従者になったら、シャーロットの立場が奪うばわれてしまう。

　だからシャーロットには俺と一緒に反対の態度を取ってもらわないと困る！

　なのに、どうしてミントの肩かたを持つようなことを！

「スロウ。えーっと、そろそろお前の部屋に入ってもいいか？」

　ワクワクした顔でサンサが言う。

　男子寮の部屋。好こう奇き心しんが抑おさえられないようだ。

　その表情はとても公爵家直系であり、高い地位の将軍様とは思えなかった。

　俺はサンサ達を部屋の中に案内する。

　足元に出しっぱなしな俺の教科書やぐちゃぐちゃになった服を避よけながら。

「部屋の探たん索さくは後にしろよ。まずはミントについて説明をしっかりとしてもらう」

「そんな……そんなのいつだって出来るだろ」

「俺の部屋の探索だっていつでも出来る。サンサ、これは譲ゆずれない」

「く、くそ。分かった。今だけだぞ」

　何が今だけなんだよ。

　優先順位が可笑おかしいだろ。

　俺の部屋探検よりも、俺の従者交代の方がよっぽど重たい筈だ。

　間ま違ちがってるのは俺か??

　リビングの真ん中にどっかんと置いてある黒机の周りに集まって、サンサ達に席へ座るよう促うながした。

「父上から見所があるから、鍛きたえてやれとミントを頼たのまれてな。最初はミントを公爵領地を守る騎士に仕立てようとしたんだが、戦場を連れまわすと戦果を幾いくつも挙げた。ただの騎士にするには勿もっ体たいないと思ったわけだ」

「そんなサンサ様！　私が若様の従者なんて恐おそれ多いです……」

「……おい、サンサ。父上から頼まれたって部分を詳くわしく」

「詳しくも何もそれだけだ。暑い夏の早朝だったとか、そういう話を聞きたいのか？」

「いや、やっぱりいい。続けてくれ」

　父上から鍛えるよう頼まれたって、この子を？

　ミントは見るからに普通の娘で、戦場に連れていくなんてとんでもない。

　だけど、わざわざあの父上が彼女をサンサに預けたって所に引っ掛かかりを覚えたんだ。

「無論、最初からスロウの従者にしようなんて考えてはいなかった。が……スロウ。お前もいつまでもクルッシュ魔ま法ほう学園にいるわけにはいかないだろう。これを機会に公爵家の人間としてしっかり将来を見み据すえ、力のあるミントを従者にすることもありなんじゃないかと……ミントがいれば戦場ではとても楽になる」

「サンサ。お前が一から鍛え上げたのか？」

「私も暇ひまじゃない。ミントには私が作り上げた訓練計画を元にだな……」

「ふうん」

　まあ、父上がサンサに鍛えさせるぐらいだ。

　相応の見込みはあるんだろう。

　シルバの才能を理解したのも、公爵家の中じゃ俺に次いで父上だったからな。

「ていうか、サンサ。俺の部屋を見ながらじゃなくて、もっと真面目に話せ」

「……若様。こんな童心に返ったサンサ様が見られるのは貴重ですぞ？」

　コクトウは笑いを堪こらえ切れないといった感じだ。

　そりゃあ、分かるよ。

　サンサは真面目一いっ辺ぺん倒とうだ。

　昔から融ゆう通ずうが利きかなくて、だけど学生生活に憧あこがれるような普ふ通つうの感覚も持っていた。

　俺の姉きょう弟だい、公爵家直系の中じゃまともな感性を持っている。

「サンサ。ミントが強いってどれぐらいだ。王室騎士ロイヤルナイトぐらいか？」

　俺の中で王室騎士ロイヤルナイトってのは力を計るいい物差し。

　あいつら騎き士し団としては滅茶苦茶強いんだけど、個人になるとそこそこだからなあ。

　元王室騎士ロイヤルナイトのロコモコ先生に頭の中で謝っておく。

「並の王室騎士ロイヤルナイトよりは上だな。スロウ、お前が苦戦したサーキスタ大迷宮ダンジョンの龍りゅう人じんなら一対一、恐らく返り討うちにできる位には強いぞ」

「……さすがに冗じょう談だんだろ。サンサ、龍人がどんなモンスターなのか知ってるのかよ」

　俺がサーキスタ大迷宮ダンジョンで出会ったあの龍人に、このミントが勝てる？

　冗談だろ？

　今はニコニコして、こっちを見ている。

　あ、目が合ったらにこってしてくれた。くそ、可愛かわいいなあ。

「えーと、ミント？　今の話、どこまでが本当？」

　俺の問いかけに何も答えずに、ただニコニコとした笑えみを俺に向けたのであった。

「二人には、少し、競きそってもらおうと考えている。これから先、父上の来訪に向けてな。元々、スロウの新しい従者候補の話を持ち出したのは父上だからな」

「さ、サンサ。今、何て言った？」

　ありえない言葉が聞こえた気がして……確かく認にんする。

「父上の来訪に向けて、と言ったんだ」

「父上も来る？　ここに？　はは、あり得ない」

　はいはい夢だろ、これ。

　だって、この騎士国家で最も忙いそがしい人間と言われている俺の父親。

　公爵家デニングの現当主であるバルデロイ・デニングが魔法学園にやってくる？




「シャーロットがお前の従者に相応ふさわしいか、相応しくないか。最終的に御お父ちち上うえに判断を下して頂く。私の役目は、御父上が判断するための材料を提供することだ」











二章　新しい従者









　夢であって欲しい。頼む、お願いだ。

　俺は夢から覚めるために、自分の頰ほおを割と強めに引っ張った。

　だけど残念ながら、普通に痛くて涙なみだが出た。くそう。

　何度もサンサに確認した。けれど、あいつは真しん剣けんな顔で父上がその内、この学園にやってくるとしか教えてくれなかった。あのクソ忙しいおっさんが？

　ただ俺の従者を決めるためにクルッシュ魔法学園に滞たい在ざいする？

　はあ？　それってどんな冗談だよ。絶対にあり得ないと断言出来る。

「スロウ様、顔色がとても悪いんですけどどうしましたか？　賞味期限切れのパンでも食べましたか？」

「……嫌いやな夢を見たんだよ」

「ゆめ？　スロウ様でも夢を見るんですね」

「ビジョン、お前は俺のことを何だと思ってるんだ。……ほら、口を動かすよりも手を動かせよ。自習だからってサボっていいわけじゃないぞ？」

　突とつ然ぜん、授業が自習になった。

　自習時間として、大量の課題が与えられ教室の大多数が頭を悩なやませている。

　俺はすぐに解き終わったけど。

　てか、学園を守った俺の威い厳げんはどこに行った。

「スロウ様だってぼんやりしていたじゃないですか」

「俺はもう解き終わったんだよ。それよりビジョン……お前、俺の父上が学園に来るって聞いたらどう思う？」

　隣となりでみんなと同じように、ぶつぶつ計算問題を解いていたビジョンに話しかける。

　こいつは魔法演習の成績はそこそこいいが、こういう算術系は苦手だ。

「デニング公こう爵しゃく様ですか？　そんなの天地がひっくり返ってもあり得ないですね」

　あいつは手をひらひらとさせて言った。

「このクルッシュ魔法学園を戦場にするつもりですかって話です」

「だよなあ」

　俺の父上は誰だれよりもこの国の民たみのために尽つくしている。

　公爵家の当主として、現在進行形で人生を民に捧ささげているんだ。

「スロウ様、顔色が悪いですよ？　医務室に行ったほうがいいんじゃないですか？」

「そこまで重じゅう症しょうじゃないって。ほら、喋しゃべるより手を動かせよ」

「……スロウ様が喋りかけてきたんじゃないですか」

　公爵家の当主は敵が多い。

　バルデロイ・デニングいる所、血の雨が降るなんて通説が流れるくらいにな。

　あの人が来るって話が広がったら、この学園にいる平民の中には逃にげ出す者も出てくるだろう。まだサンサは父上来訪の話を学園に広める気はないようだが……。

　俺、逃げ出してもいいかな？

「スロウ様、何、外見てるんですか。そろそろ次の授業に向かいますよ」

「うっせ。分かった、行くよ」

　父上との相あい性しょう、悪いんだよなあ。

　いや、俺だけじゃないか。俺の姉弟きょうだい、全員が父上を尊敬しているけど苦手としている。それはあのサンサも例外じゃない。

「そういえばスロウ様。最近、よく一いっ緒しょにいるピンクの髪かみをした女の子は誰ですか？」

「ああ、ミントか。あの子は俺の新しい従者候補だよ」

「へ？　従者候補？　スロウ様にはシャーロットさんがいるじゃないですか」

「シャーロットが俺の従者として相応しいのかって疑問視している奴やつがいてな。強さ的な意味でだけど」

「でも、あのピンク髪の子、平民ですよね？　まさかあんな可愛い顔してるのにとんでもない実力の持ち主ってことですか？」

　らしい、と呟つぶやくとビジョンは青ざめた。

　何せ、あのサンサが従者として推すい薦せんしてくるぐらいだからな。

　最終的に俺が認めるって自信はあるんだろう。

　姉上、サンサ・デニングによる俺の従者、選せん抜ばつ試験。

　サンサの考えによると公爵家の従者として一番に必要な能力は、危機を察知する能力だという。俺達公爵家の人間はいつだって狙ねらわれているから、傍そばにいる従者は何があっても主人を守り切る力が必要だと言っていた。

　分からんことはないけど。

「スロウ様、が、頑がん張ばります！」

「若様！　今日はよろしくお願いしますッ！」

　シャーロットもミントも緊きん張ちょう気味。

　ミントは俺の部屋を滅め茶ちゃ苦く茶ちゃにしてしまった負い目もあるんだろうけど、ガチガチだ。

　よし、ここは俺が二人の緊張をほぐしてあげないとな？

「サンサ達も本気で襲おそってくるわけじゃないし、二人ともリラックス、リラックス。そう言えば、ミントってどこ出身なの？」

「えっと私は……」

　授業中を除いた纏まとまった時間。

　二人はできるだけ俺の近くにいて、サンサ達の奇き襲しゅうから俺を守るらしい。

　でも実際にあいつらが攻こう撃げきを仕し掛かけてくるわけじゃない。

　あくまで攻撃を行う予備動作まで。

　だから必要以上に気負う必要なんてない——と思っていた。

「ミントはさあ、サンサに強要されてるんじゃない？　俺の従者になったっていいことないよ？　苦労ばっかり掛けられて、見返りなんてないに等しいし」

「見返りなんて、そんな。国のために尽くしておられる皆みな様さまの傍に──」

「そんな教科書みたいな言葉じゃなくて、君の本心が聞きたいんだけどな」

　一つ気になっていることがある。

　俺の従者になるってのがミントの意思なのかどうかだ。

　今日一日、ミントの姿を学園で何度か見たよ。あの子はもう公爵家の関係者ってことが知られているから、生徒に余よ所そ余よ所そしい目で見られていた。

　どこか居い心ごこ地ちの悪そうなミントに俺は心が痛んだよ。

「……」

　これってもしかしてあれじゃない？

　サンサからは俺の従者候補なんて言われていたけれど、当の本人は納なっ得とくしていないんじゃないか？

　公爵家の専属従者なんてブラックもいい所だからな。

　だって、まず長生き出来ない。俺の父上の専属従者なんてもう何人目だ？




　でも、すぐに理解する。

　俺は君を舐なめていた。

　サンサが推薦した女の子、普ふ通つうじゃないことは分かっていたのに。

「若、ご容よう赦しゃを」

　何気なく放課後の学園を歩いていると、俺の左側を守っていたミントが俺の腕うでを取った。

「来ます」

「え？」

　華きゃ奢しゃな身体からだからは信じられない力。

　そちらに気を取られると、ミントに足を払はらわれた。足払いだ。

　ふらっと足が地面から離はなれて、顔が自然と上を向いた。

　俺の顔があった場所に、突つき出された誰かの太い拳こぶし。

　風圧に、目を瞑つぶってしまう。

「え？」

　どしんと俺の尻しりが地面に激げき突とつ。そして俺はその男を見上げる構図になった。

「若」

　僧そう衣いを着た大おお柄がらの男。

「ミントがいなければ、死んでおりましたぞ」

　サンサの専属従者、コクトウ。

　北方の鬼き人じんと呼ばれた男が、校舎の屋上から飛び降りてきたのだ。

　そして、俺はこいつの攻撃に気付けなかったんだ。

「……コクトウ。今、俺を本気で殺す気だったろ」




　クルッシュ魔ま法ほう学園は今、俺の姉上であるサンサに夢中。
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　この騎き士し国家の軍属のトップに位置するサンサに気に入られようと、男子学生がサンサが立ち寄りそうな場所に偶ぐう然ぜんを装よそおって居合わせたり、女子学生が女性でありながら軍部で生き抜ぬいているサンサを称たたえたり、誰もがあいつの一挙一動に気を配っている。

　でも、サンサが俺を虐いじめているなんて誰も知らないんだよな。

「あいたたた……」

　俺は今、自分の部屋で、シャーロットから傷の手当を受けていた。

　別に魔法で治せばいいんだけど、これも立派なシャーロットとの時間だからさ。

「スロウ様、私が従者として相応ふさわしくないからボロボロになっちゃいましたね。ごめんなさい、私が全然役に立たなくて……」

「シャーロットのせいじゃないよ。俺もまさかコクトウの奴が本気で狙ってくるなんて思わなかったし」

　襲い掛かってくるサンサの従者であるコクトウ。

　あいつから俺を守り抜けなんて、シャーロットには悪いけど不可能だろう。

　あいつの力量は公爵家の中でも群を抜いている。

　それを戦いが苦手なシャーロットに何とかしろって無茶すぎる。

　俺は反撃せず従者に身を任せるって話になってるから、俺の身体はボロボロだ。

「あいたっ」

「ごめんなさい！　スロウ様、沁しみました？」

「だ、大だい丈じょう夫ぶぶひ」

　俺の従者として、シャーロットが相応しいのか。

　今いま更さら、そこをほじくり返すのってナンセンスじゃない？

　だって俺自身が自分の従者にシャーロットを指名しているんだから。

　でも、シャーロットの存在に納得いかない奴等が公爵家の中にはいるみたいだ。

　サンサだけの考えとも思えないし、そこにはきっと父上の意思も入っているんだろう。

　皮肉なもんだよな。俺が真っ黒豚ぶた公こう爵しゃくの時みたいに誰からも期待されない存在だった時は文句の一つも言われなかったのにさ。

　ちょっと立派になってしまえばすぐにいちゃもんつけてくる奴等がいるんだから。




「でも、コクトウ様ってあんなに強かったんですね……」

「あいつは特別。サンサが戦場で上げた武功の大半はコクトウのお陰かげって言っても噓うそじゃないし。だけど、ここまで本気でやる奴がいるかよ。ミントがいなかったら、全治一か月とかだったぞ……」

「そうですね……ミントちゃん、凄すごかったです」

　そう、圧巻だったのは彼女だ。

　今日だけでコクトウの攻撃から彼女に何度助けられたか分からない。

　彼女がいなかったら、俺はしばらく医務室の中で過ごすことになっていただろう。

　あの子は、未来が見えているのか？

　って、ぐらいコクトウの襲しゅう撃げきを察知するのがうまいんだよ。

　改めてお礼を言いたかったけど、今は俺達に気を遣つかってか部屋の外で待っている。

「シャーロット。あの子、本当に何者なんだろうね」

　父上がサンサに預けた逸いつ材ざい。

　一体、父上はあの子をどこで拾ったんだろう。




「……納得いかないなぁ。なんでサンサがあんな早くに人気者になってるんだよ」

　しかも今日は有志の学生が集まってサンサの歓かん迎げい会をするらしい。

　当然俺は呼ばれていない。

　サンサは今いま頃ごろ、数十人の生徒に囲まれて楽しいパーティだ。

　ぐぬぬ、サンサの奴。魔法学園の生活に興きょう味み津しん々しんだったから色々聞いてるんだろうな。もしかしたら俺の学園生活とかも聞いてるかもしれない。

　……なんだか家族に直接知られるって思ったら恥はずかしくなってしまう。







「あ！　スロウ様、こぼしてますから！」

「え……うわ、やっちゃった！　メイドさーん、何か拭ふく物ちょうだい！」

　今日は閑かん散さんとした夜の食堂で二人きりの時間を過ごしている。

　食べ物をこぼすなんて、何年振ぶりだ？　急いで二人で机を拭き拭きし、シャーロットがこっそり厨ちゅう房ぼうから貰もらってきた蜂はち蜜みつ漬づけの甘いお菓か子しを堪たん能のうしていると。

「スロウ様、ミントちゃんの様子はどうですか？」

　俺の従者候補として、突とつ然ぜん学園に送り込まれた彼女の話題へ。

　コクトウの攻撃から俺を守った初日、あれから数日経っても同様に活躍中だ。

「何とも言えないなあ。どう見てもあの子、本心を明かしていない気がするし……それよりシャーロットの方はどうなの？　今日一日あの子と一いっ緒しょにいたみたいだけど」

　授業と授業の間の時間や昼休みなんかで、ミントと連れ立って歩くシャーロットの姿を何度も見た。

「ミントちゃんが学園を案内してほしいって言うので、色んな場所に連れて行きました。それでですね……スロウ様、驚おどろかないでください」

「う、うん……」

「ミントちゃん、凄いです。私が教えるよりも先に秘密の抜け道、三つも見つけました」

　……ま、まあ、確かに凄いかもしれないけど。このクルッシュ魔法学園にやってきて一年以上が経たつ俺でも、まだ学園の全容を把は握あく出来ていないんだから。







　今日はコクトウの襲撃を警けい戒かいする余り、あの子と話をする時間もなかった。

　明日はミントと腹を割って、話をしよう。

　俺の従者になりたい理由は当然として、どうやって父上と知り合ったのかとか、聞きたいことは山ほどあるからな。

　公爵家は人材の宝庫だと言われていて、年がら年中、俺達の役に立ちたいって言う若者が集まってくる。それは剣けん術じゅつや魔法に自信のある貴族だけじゃなくて、平民もいる。

　だけど、ミント。

　あの子は自分から公爵家の門を叩たたくような女の子には到とう底てい、見えなかった。

「よお、デニング。お前、また物ぶっ騒そうなことをしているみたいだな。見ろよ、お前の周りだけがらんとしてるぜ？」

　そう言って俺の目の前に昼飯が載のったお盆ぼんを置いたのは黒いアフロのふざけた先生。

　この人が食堂にやってくるなんて珍めずらしい。

　大体、教師連中は昔の俺みたいに自分の部屋まで食事を届けさせているからな。

　ロコモコ先生が俺の前にどっしりと座る。

「公爵家に生まれた人間ってのは大変だな？　同情するぜ、デニング。お前の従者が替かわるかもしれないって噂を聞いたぞ」

「……」

「前から思っていたがな、あの子は戦う者じゃない。俺はどっちかと言えば、サンサ・デニングの考えに賛成なんだが」

「言われなくても、分かってますよ。シャーロットは武ぶ闘とう派じゃない」

「一年生の頃ころのお前なら、公爵家からの指示なんて無視するだけだっただろ？　何なら公爵家としての立場すら捨ててやるって心境だと思ってたんだけどな。今のお前は違ちがうらしい。どんな心境の変化だ？」

　確かにそうだ。

　昔の俺だったら、シャーロットと離れ離れになるぐらいなら公爵家を捨てていただろう。だけど、あの頃の俺と今の俺はちょっとだけ違う。

「ロコモコ先生、何を言いにきたんですか」

「デニング、その様子じゃお前知らねえんだな」

「何がですか？」

　すると、ロコモコ先生が身を乗り出して、俺の耳元で小声で囁ささやいた。

「お前の父親が遠えん征せい先で賊ぞくに襲おそわれた。相当な重傷だって、話だぞ──」

　それは、思わずフォークを落とすぐらいの衝しょう撃げきだった。




　ロコモコ先生が適当な話をするとは思えなかった。

　この人は確実な情報がないと動かない。アニメの中でも、ロコモコ先生は重要な情報を独自で集めていた。大半の出どころは、モロゾフ学園長だろうけどさ。

　ロコモコ先生は、モロゾフ学園長の考えを実行する役割も担っているんだ。

　でも、公爵家の当主に関する話題を俺に出すなんて。しかもかなりホットな話だ。

「ロコモコ先生！　今の話って──」

「おーい、デニング。席を立つのは、全部食べてからにしろよー？　ほら。お前が急に立ち上がるから人目を集めちまうじゃねえか。当然、聞かれたくねえ話だろ？」

「っ。急にとんでもないことを言い出したのは先生のほうじゃないですか」

　公爵家、それはこの騎士国家ダリスの中で特別な意味を持っている。

　規模も領地も、国家に対する貢こう献けんも他の貴族の追つい随ずいを許さない。

　デニングは、名実ともに騎士国家の大貴族であり、数ある小国を凌りょう駕がする軍勢を独自に所有している。そんな公爵家の中で最も偉えらい人間が、俺の父上だ。

「あの公爵ならそういう可能性があることはこの国の人間なら誰だれでも知ってるからな」

　ロコモコ先生の言う通り、公爵家には敵が多い。

　俺達を憎にくんでいるのは国外だけじゃなく、国内の貴族にも多いんだ。

　護国を貫つらぬくデニング公爵家。表には出せない闇やみの仕事だって俺達の仕事だ。

「お前の姉であるサンサ・デニング。あのクソ忙いそがしい公爵家の人間がこのクルッシュ魔法学園に日程も未定で滞たい在ざいし続けているこの状じょう況きょうは普ふ通つうじゃねえよ。お前は家族だから感覚が麻ま痺ひしているのかもしれないが、俺は元王室騎士ロイヤルナイトとして学園の外の世界の事情もよく知っている。これはな、有り得ないことなんだ」

「それは……」

「お前の従者が相応しい、相応しくないって公爵家の事情も分かるけどな、それがサンサ・デニングの貴重な時間と同等の価値があるとは思わねえ。デニング、お前も可笑おかしいと思わなかったのか？　お前の姉は将軍だぞ？　帝てい国こくとの関係がどうなるとも分からねえこの時期に、くそ忙しいサンサ・デニングが吞のん気きに学園滞在だと？」

　思わず、納なっ得とくしてしまった。

　俺はどうしてもサンサのことを昔から知っている家族としての目で見てしまう。

　だけど、サンサはもう昔のあいつとは違うんだ。

　あいつは既すでに国を引っ張っている軍人で、あいつのためなら命を捨てても惜おしくないって思ってる部下が大勢いる。

「それになデニング。お前の父親が襲われたのは、ここ最近の話じゃねえんだ。なのに、あのバルデロイ・デニングが襲撃者にお返しの一つもしていないって話だ」

「え。それは妙みょうな話ですね……」

　俺が知っている父上なら、攻こう撃げきを受ければ即そく座ざに反撃をする。

　そしてここで問題なのが、バルデロイ・デニングという男が行う報復が他国にも知られるぐらい徹てっ底てい的てきなことだ。

「俺はな公爵家の奴やつ等らがこの学園を使って何かとんでもないことをやるつもりなんじゃないかと思ってな──正直、不安だ」







「シャーロットー！　シャーロット、どこだー！　どこにいるー！」

　午後の授業をすっ飛ばしてシャーロットの姿を探した。探し回った。

　ロコモコ先生と俺の意見は一いっ致ちした。何かが可笑しい。

　父上が襲われ、忙しいサンサがクルッシュ魔ま法ほう学園に滞在中。

　サンサの滞在日程は未定、そして父上が襲撃者への報復もせずに大人しくしている。

　さらに、これはロコモコ先生も知らない話だけど……父上は魔法学園にやってくるのだ。

　ロコモコ先生の予想は当たっているのである。

「スロウ様！　授業はどうしたんですか、さぼったことがサンサ様にばれたら──！」

　シャーロットはメイドに交じってミントに洗せん濯たくのやり方を教えていた。

　聞いてみると、ミントが俺の従者になったとき、洗濯の一つも出来なかったら困るだろうって親切心らしい。

　ミントの役割は専属従者として俺と一緒に戦うことだ。だけどミントは特に異論を出すこともなく、素す直なおにシャーロットの話を聞いていたみたいで……。

　二人の相あい性しょうは意外と悪くないらしい。




　輪の中からシャーロットを連れだすと、俺のただならぬ雰ふん囲い気きを察したのかミントもついてきた。

　まあ、ミントも公こう爵しゃく家の関係者だ。それも公爵家直系である俺の専属従者候補、公爵家の中でもかなり深い所に食い込もうとしている人間である。

　聞かれたって構うものか。

「緊きん急きゅう事態だ、父上が──」

「公爵様がどうされたんですか？」

　シャーロットに父上が襲われたことを話すと、先に反応したのはミントだった。

「若様、その話をどこでお聞きになったのですか」

「ミント、もしかして知っていたのか」

「……」

　俺の父上が襲われたっていうのは、かなりのビッグニュースだと思う。

　なのに、サンサが送り込んできた俺の新しい従者候補は顔色一つ変えていない。

　対照的なのはシャーロットだ。びっくりして、言葉も出ないらしい。

「若様もご存じの通り、公爵家は敵が多い。公爵様が襲われることは、よくあります」

「よくあるって、公爵家はそんじょそこらの貴族とは違う。うちの人間を襲うってことは……それはもう戦争だ。ミント、知っているなら教えてくれ。一体、誰の仕し業わざだ」

「公爵様は無事です。手傷を負いましたが、日常生活に影えい響きょうを与あたえるほどではありません」

　裏の世界では、俺達公爵家関係者の首には高値がついている。

　だから女王陛下と同じように、公爵家の当主である父上には常に腕うで利ききの護衛が数人付いていた筈はずだ。なのに今回、父上を襲った賊は、護衛達を突とっ破ぱしたということだ。

　それってつまり、尋じん常じょうじゃない。

　俺はまだ現実が吞のみ込めていないシャーロットの手を取る。

　事態は切せっ迫ぱくしていた。

「シャーロット、今すぐに学園から逃にげよう──ここは、戦場になる」




　俺の勘かんが言っていた。

　バルデロイ・デニングは、このクルッシュ魔法学園を、報復の戦場として考えている。

「せ、戦場って」

「自分の父親だ、俺はあの男の考えをよく知っている」

「公爵様はちょっと変わった人ですけど、無茶なことはしませんよ？」

「無茶ばっかりだって……ていうか、無茶苦茶な奴じゃないと公爵家の当主なんて務まらない。俺は密ひそかにあの人は心臓が二つあるんじゃないかって疑ってる。シャーロットも俺の父親がどんな人間かは知ってるでしょ？　父上なら危険な奴等をこの魔法学園に連れてくるぐらい朝飯前だよ」

　バルデロイ・デニング。

　戦場こそが自分の生きる世界だと信じて疑わない男。

　国のために全てを捧ささげ、女王陛下やマルディーニ枢すう機き卿きょうとはまた違うタイプの愛国者だ。

「……スロウ様の言う通りなら、公爵様はきっとスロウ様に期待しているんだなって気がします」

　お、俺に期待？

　……確かに父上は昔から俺に期待していた。期待し過ぎていたと言ってもいい。

　本来は公爵家当主なんて立場、簡単に決めていいものじゃない。

　だけど、俺が真っ黒豚ぶた公こう爵しゃくになるまでは、スロウ・デニングが公爵家の次期当主ってのは確定路線だった。

「公爵様は昔からスロウ様を溺でき愛あいしていたじゃないですか。今は公爵家の次期当主って期待されている方々がサンサ様を中心に何人もいますけど、昔はスロウ様一人だけ。今のスロウ様を見て、きっと公爵様も嬉うれしがってると思います」

「それで敵をこの魔法学園に連れてくるって、愛情歪ゆがみ過ぎだと思うんだけど」

「それは……公爵様なりの愛情表現というか……」

　まあ、俺は危険極きわまりない公爵家当主になって、シャーロットと離はなれ離ばなれになることが嫌いやで堪たまらなかったし、今でも公爵家当主になるつもりなんて一いっ切さいないけどな。

「ほらスロウ様！　元気出してください！　いつものスロウ様らしくないですよ！」

　むぎゅっと、両りょう頰ほおを触さわられる。

　シャーロットがすぐそこに。

　新雪のような白い髪かみ、感情がよく分かる大きな瞳ひとみ。そして俺の顔が赤くなる。

「まだ公爵様が危ない人たちを連れてやってくるって決まったわけじゃないですし、もしかしたらスロウ様の様子を見に来るだけかもしれないじゃないですか！　怪け我がしていたなら、ちょっとお休みしようって思ってるだけかもしれませんし！　私も、スロウ様の従者として相応ふさわしいと思われるように頑がん張ばらないと！」

　はあ。

　笑え顔がおで俺を見つめるシャーロットを見ていると、俺の悩なやみなんて軽く吹ふっ飛んでしまうのだから困ったもんだ。




　　　　●




　絶ぜつ妙みょうの距きょ離りで、ミントは二人の様子を観察していた。

　特に勘の鋭するどいスロウに気付かれず尾び行こうするのは並なみ大たい抵ていのことではない。

　神経を削けずりながら、ミントは額に浮うかぶ汗あせをぬぐい、微笑ほほえましい二人の姿を見つめる。

「若様ったら、のんきなことで」

　夜に寮りょうを抜ぬけ出して、デートなんて羨うらやましいったらありはしない。

　そもそも公爵家の関係者でありながら、こんな平和な魔法学園で生活をしているスロウ・デニングという存在が可笑しいのだ。

「参っちゃいますね。あれは私の付け入る隙すき、ないですよ」

　スロウ・デニングの新しい従者候補として選ばれるよう、振ふる舞まってきた。

　それもこれも、二人の絆きずなを確かめるため。

　──下らない。そう思わずには、いられない。

「にしても、これだけ早く若様が気付くなんて。さすがってことですかね」

　だって、ミントの目には合格に映っている。

　あの二人を引き剝はがすことは、百害あって一利なし。

「だったら、今のうちに若様ヘ沢たく山さん、恩を売っておかないと」

　スロウ・デニングの父親だって、とっくの昔に気付いている。

　気付いていながらこうも回りくどい方法で、シャーロットに資格を与えるために奔ほん走そうしている。

　──公爵家の直系スロウ・デニングの専属従者として認められるために。

「親バカには困るって奴ですよ、公爵様」




　　　　●




　戦場を生なり業わいとする公爵家デニングの人間が生きる世界は危険と隣となり合わせだ。

　公爵家、デニングという名前が持つ重み。

　俺達に勝利したという名めい誉よを狙ねらい、勝負を挑いどんでくる挑ちょう戦せん者は国を出れば跡あとを絶たないし、国内にも俺達を倒たおして名前をあげようとする者は数多い。

　俺の父上であるバルデロイ・デニングはよく笑っていた。

　挑戦者が跡を絶たないのは名誉の証あかし。

　有名税みたいなもんだから、全て受け止めてやるべきだって。

　だけど俺は御ご免めんだった。いいや、俺以外の姉きょう弟だいも全員同じ気持ちだろう。

　名前も知らない奴やつ等らの思いをいちいち、受け止めるなんて面めん倒どう以外の何物でもない。

「若様、貴方あなたは狙われることに慣れていませんなあ。このコクトウ、卑ひ怯きょうな襲しゅう撃げきをすることを好みません……しかし、これぐらいの攻こう撃げきは軽く捌さばいて頂けなければ困りますなあ。若様が本当の戦場に立った時、命が幾いくつあっても足りんですぞ？」

　コクトウの奴から急襲を受けて、今日も今日とて俺は床ゆかに沈しずんでいた。

　サンサの専属従者、コクトウの野や郎ろう。

　あの野郎は昼休み、シャーロットと一いっ緒しょに廊ろう下かを歩いている俺に対して攻撃を仕し掛かけてきた。窓ガラスを突つき破って俺の顔面目掛けて蹴けりを放ってきたんだ。

　馬鹿かよ、あいつ。ここは四階だぞ？

「うるさいな。俺はお前の主人であるサンサと同じような道を選ぶ気はないんだよ」

「若様は公爵家の人間でありましょう。であるならば、道は一つかと」

「人の道を勝手に決めるな」

　ミントは俺からシャーロットを奪うばおうとしている張本人だからさ？

　俺の専属従者になりたいなんて、俺達の敵みたいなものだろ。

　しかも彼女はぐうの音も出ない超ちょう有能ときたもんだ。

　幼いたい気けな見た目、俺達よりも年下だろう姿からは想像も出来ない力を持っている。

　サンサの従者、あのいかついコクトウの攻撃から俺を守ってくれるんだから。




　どうして彼女はコクトウの襲撃を見抜けるのか。

　俺とシャーロットがずっと不思議に思っていたことを、ミントのほうから俺達に教えるって言いだしたんだ。

　俺の専属従者になりたいって言うのにシャーロットにその秘ひ訣けつを教えるなんて、敵に塩を送る行こう為いだ。でも、ミントは強い言葉で、このままじゃ本当にシャーロットさんが俺の従者として失格の烙らく印いんを押されてしまうと俺達に訴うったえた。

「コクトウ様が若様に攻撃を仕掛けている時は、決まって若様がシャーロットさん、貴女あなたと一緒にいて……若様の気が緩ゆるんでいる時なんです」

「え！　私ですか!?」

「その様子じゃ、本当に自覚ないんですね。若様とシャーロットさんの関係は一いっ般ぱん的な公爵家のそれとは大きく違ちがっています。正直、お二人は仲が良すぎるんです」

　ていうかミント。君、俺の従者になりたいんじゃないの？

　でもミントの勢いに押し切られる形で、俺はこうしてミントを自室に迎むかえている。

　彼女は最初のイメージとは異なり、気弱な雰ふん囲い気きなんて一切見せず、先生が持っているような黒い細長い棒を持って壁かべを叩たたいている。その姿はまるで先生だよ。

「ずばり言いますが、シャーロットさんといる時の若様は、気が緩みすぎなんです」

　俺達よりもずっと小さな身体からだで彼女は身み振ぶり手振りで教えてくれる。

　その姿は俺と出会った初日、部屋を荒あらしてしまったことをあやまっていた姿とは違って、自信に満ち溢あふれている。きっと、こっちの姿が素すなんだろうな。

　そりゃそうだよな。

　ミントは、公爵家の関係者なんだ。それも直系の俺の専属従者に、あのクソ真面目なサンサが推すい薦せんするぐらいなんだから、中身のスペックが高いことは疑うべくもない。

　しかし……俺が気を抜いている？

　そんなわけあるかよ。

　あのド迫はく力りょくのコクトウ相手に、俺はいつだって気を抜いていないぞ。

「どうしましょう、スロウ様。何も言い返せません……」

「言い返さなくていいよ。ミントは俺達の味方みたいだから。そうなんだろ？　君、別に俺の従者としての立場に興味なんかないだろ」

「黙もく秘ひします。あのシャーロットさん。私の言葉なんてメモしなくていいですけど……」

　シャーロットはメモ帳を取り出して、ミントの言葉を熱心に書き込んでいる。

　いつしかミントはシャーロットの師し匠しょうみたいになっていた。

　そんなシャーロットを呆あきれながら見つめるミント。

　でもなあ。コクトウは無理だろ。あれは力量が他とは違いすぎる。

　あれは公爵家直系の中でも平均を上回る程度の力しか持っていなかったサンサを、一気に次期公爵筆頭まで押し上げた男だ。無理無理。最初っからこれは出来レースなんだよ。

「それだけじゃありません。コクトウ様は視界の限界をよく熟知しているのです。常に若様の視界外から狙っています。恐おそらくそういった仕事をしていた経験があるのでしょう」

「そんなの……どうすればいいんだよ」

「コクトウ様ぐらい人体構造を熟知した人は滅めっ多たにいませんから、気にする必要はないと思いますが。対応方法は人それぞれですが、若様は風の魔ま法ほうが得意なので、そういう敵に狙われたときは常に風を纏まとってください、私が言っている意味、分かりますよね」

「……簡単に言ってくれるなあ。常に風を纏うのはかなり難しいし、疲つかれるんだ」

　長時間、集中を切らなさないっていうのはそれだけで一つの才能だ。

「でも、出来ますよね。若様なら」

「まあ、ね。それでミント、君は一体どうやって」

「父上がちょっとした狙そ撃げき手だったので、私も専門的な教育を受けています。上下左右、視界が人よりちょっと広いんです。あ、幾ら若様でも真ま似ねは無理だと思います」

　その後、ミントはシャーロットに向けてアドバイスを送り続ける。

　シャーロットは律りち儀ぎにミントの言葉をメモ、そんな姿を見ていると眠ねむくなってくる。

　俺はリビングの隅すみに置いたソファに寝ねころびながら、ミントに話しかけた。

「なあ、ミント。どうして君は急に俺とシャーロットに味方するような真似を？　サンサに言われて、俺の従者候補として呼ばれたんじゃなかったのか？」

　そもそも彼女は、何者なのか。

　話をそこからスタートさせたい。

　俺の従者候補として突とつ然ぜん現れた彼女、だけど今はこうして俺達の味方をするような真似をしている。ミントの行動はサンサの意思に反していて、どう考えても可笑おかしい。

「……私の正体なんて若様にとってどうでもよくありませんか。少なくとも、私は二人のことを応おう援えんしているんですから」

「いいや、どうでもよくないよ。大事なことだ」

　サンサは気付いていないが、ミントの目的は俺の従者になることではないのだろう。

「腹の探り合いは好きじゃないんだ。これから父上がクルッシュ魔法学園に来るって話だし、話は早く済ませておこう。ミント、君は父上のスパイだろ？」

　一言で言ってしまえば、こういう諜ちょう報ほう員を家族に送り込むやり方を。

　バルデロイ・デニングという男は、好むんだ。







　俺の問いかけをミントはあっさりと認めた。

　もうちょっと溜ためてくれよとか思わないでもないけど、変な騙し合いがなかったのはありがたい。ミントが部屋から出て行くと。

「す、スロウ様！　どうしてミントさんが公こう爵しゃく様直属の部下だって気付いたんですか!?」

　落ち着いてソファに寝ころぶ俺とは対照的なのは、シャーロットだ。

　机をバンバンと叩きながら、まだ信じられないって感じだ。

「強しいて言うなら……勘かんかな」

「勘って……」

「俺の父上はそういう人なんだよ。ミントみたいな直属の部下をそこら中に潜ひそませている。まさか公爵と繫つながっているなんて考えもしない外見、風ふう貌ぼう、あの人はそういう手て駒ごまを何人も持っているんだ」




　ミントは、はっきりと言った。

　自分が公爵の意向を受けて動いていると。

　そしてサンサらには黙だまっておくようにと言うと、すたすたと俺の部屋から出て行った。

　どうしてあっさりと認めたのか、そう聞くと彼女は去り際ぎわに教えてくれた。

　俺とシャーロットの姿を見ていて、気が変わったんだと。詳くわしいことは何も教えてくれなかったけど、明日からはまた俺の従者候補として振ふる舞まうらしい。




　だから俺達も、変に自分に気を遣つかわないでほしいと言っていた。

　その時が来るまで、サンサに自分の正体がばれることを、ミントは避さけたいらしい。

「でもスロウ様、何のためにですか？　公爵様の直属って言ったら、知る人ぞ知るすっごいエリートじゃないですか!?」

「さあ、父上の直属に選ばれる人間だ。その思考回路は俺にも分からないよ。俺もまさかミントが、自分は公爵様の影かげだと認めるとは思わなかったし」

　父上の直属、それは公爵の考えを遂すい行こうするための戦士だ。

　嘗かつては俺の傍そばにいたクラウドやシルバに当たる類のものだ。

　でも、あの年ねん齢れいで父上から全ぜん幅ぷくの信しん頼らいを受けるなんて大したもんだよ。

　潜せん在ざい能力じゃクラウドやシルバよりも上なんじゃない？

　あいつらは自分のほうが上だって主張するだろうけど。

「確かなのは、ミントの正体はサンサも知らないってことだ」

「……公爵様は何を考えているんでしょうね」

「さあ。そればっかりは誰だれも分からない。公爵は、女王陛下や枢すう機き卿きょうに並んでこの国を動かしている殿てん上じょう人びとだから」




　俺がミントの違い和わ感かんに気付いた理由。

　それは余りにも優ゆう秀しゅう過ぎたこと。

　あれだけの能力を持つ人間が俺の耳に入っていないことは可笑しい。

　これでも真っ黒豚ぶた公こう爵しゃく時代から、情報収集には余念が無かった。

　何が起こるか分からない未来、頼たよれるのは自分だけだったからさ。

「人は見かけによらないって言いますけど……あれは詐さ欺ぎだと思います」

「だよなあ。あの子相当に強いよ。もしかしたら俺以上かも」

「スロウ様よりもですか」

「あの子が得意とする領域だったら、って条件だけど。何となく分かるんだ。遠えん距きょ離りの狙撃が得意っていうから、狙撃勝負じゃまず勝てないだろうな……」




　自分よりも小さな子供が、名高いデニング公爵の直属だった事実。

　シャーロットはまだその事実が吞のみ込めないみたいだ。

　でも、この世はそんなもんだったりする。

　生まれや育ちをいとも簡単に凌りょう駕がする天才っていうのは、いつの時代も存在する。

　そういう天才をどうやって、手早く自分の陣じん営えいに抱かかえ込むかが鍵かぎだ。







　学園の夜。

　今はサンサがいるから、定期的にあいつの騎き士しが学園内を警けい戒かいしている。

　サンサは公爵家の中でも重要人物にあたる逸いつ材ざいだからな。

　将軍として活かつ躍やくしているサンサにも当然、敵は多い。

　その身はいつだって守られている。

「あれは……サンサの取り巻き連中か。サンサの奴やつも教育に熱心なことで」

　学園の門へ向かう途と中ちゅうで、学生の一団を見つけた。

　そういえば噂うわさで、サンサが軍属志望の学生を集めて、森で鍛きたえているって聞いたな。

　燃える松明たいまつを持って、学園の外から帰ってきたようだ。

　森の中で、サンサと一いっ緒しょにモンスター狩がりでもしていたのか。

　サンサの傍にはあいつの専属従者であるコクトウの姿も見える。

　疲れ切った学生とは対照的にコクトウは快活に生徒らの背中を叩いていた。

　クルッシュ魔法学園を卒業し、軍属となる学生は毎年、百人近くいるらしい。

　その中でも最も優秀な一ひと握にぎりのみが、公爵家直系が指揮する部隊へ配属される。

　あの学生達は卒業後、何が何でもサンサの部隊に配属されたいんだろう。

　公爵家が指揮する部隊の戦場は過か酷こくで命が削けずられる。

　だけどそれ故ゆえに武功を挙げる機会も多い。彼らはそれを知っているのだ。




「……」

　そんな彼らが、サンサよりも地位の高いバルデロイ・デニングがやってくると知ったら、どうなるだろう。











三章　戦せん闘とう開始









　俺の父上は、騎士国家の民たみから愛されている大物だ。

　俺からすれば真面目で融ゆう通ずうも利きかない男だけど、国を第一に考え、身を粉にして働き続けているところは文句なく尊敬出来る。

　そんな公爵家当主。

　バルデロイ・デニング来訪の話は、雷らい鳴めいの如ごとく魔ま法ほう学園を駆かけ巡めぐったわけだ。

「公爵様の姿を正門で見たぞ！　騎士団も一緒だった！」

「学園長が出で迎むかえてたぞ？　これから話し合いをするらしい」

「騎士団の怖こわい目つき、見たかよ……。王室騎士団ロイヤルナイツよりも遥はるかにおっかないぞ」

　誰もが怯おびえた顔で話し合っている。

　無理もない。あの……バルデロイ・デニングがやってくるという事実。

　父上の英えい雄ゆう譚たんを聞くのは楽しいけれど、常に危険と隣となり合わせの男が近くにやってくるのは誰だって御ご免めん被こうむりたいというわけだ。

　父上は確かに国の民から尊敬されている。けれど同時に、それ以上に恐おそれられてもいる。

「学園長が早く避ひ難なんしろって言ってるし……ここが戦場になるって噂だ」

「何が始まるんだよ……」

　さらに彼らの怯えを助長しているのは、学園長が正式に学園からの避難を皆みなに呼び掛かけたからだろう。学園関係者は一時的に、ヨーレムの街に避難するという。

　お陰かげでヨーレムの街にある宿は嬉うれしい悲鳴を上げているとか。

「モロゾフ学園長もどうしてあの公爵様を受け入れたんだ、折角学園が綺き麗れいになったのに」

「長生きしたかったら、公爵家の当主だけには関わるなって、常識だよな……」

　俺の隣となりを歩くシャーロットはそんな噂を聞いて浮うかない顔をしているけど、別に風評被ひ害がいじゃないんだよなあ。父上のいる場所に争いが起こる。

　というより、父上は争いの起こるだろう場所を先取りして向かっているのだ。

　だから、彼らの考えはあながち間ま違ちがっていない。

　父上が引き連れてきた騎士達の面メン子ツ……間違いなく、ここが戦場となる。




「……ぶひ。ぶひっ、ぶひ」

「スロウ様、何で急に笑い出すんですか。ちょっと気持ち悪いです……」

「ぶひ。あの父上がさ、俺よりも嫌きらわれてるんじゃないかって思ってさ、ぶひひ」

「嫌われているってよりは恐れられているって感じですけど……」

　慌あわただしい学園内を、悠ゆう々ゆうと歩く。

　こんな状じょう況きょうだが、あいつの状況を確かく認にんしなくてはいけないんだ。はあー、忙いそがしい、忙しい。え？　あいつだよ。あのバカだよ、シューヤ・ニュケルンだよ。

　軍人希望のあいつがデニング公こう爵しゃく家当主の来訪っていう、素す敵てきなビッグイベントで動かないわけが無いんだよなあ。今度はどんな無茶をやらかしてくれるのか。

「えっ……そうなの？　シューヤ、いないの？」

「で、デニング様、シューヤなら今、学園にいませんよ。あいつ、勝手に消えて……」

　あいつと仲が良い生徒に聞いてみると、数日前にシューヤは数人の生徒と共に学園から姿を消した。

　何でも大事な用事が出来たとか言って、真夜中に学園を飛び出していったらしい。

　許可のない学園からの抜ぬけ出しは十分に違い法ほう行こう為いなんだけど、今は公爵来訪のビッグニュースの陰に隠かくれて誰も気にしていないらしい。

　シューヤと共に消えた生徒の名前を聞いて確信する。

　違法な薬物や武器を扱あつかう闇やみ商人の討とう伐ばつ──武器商人イベントか！

「ふう……」

「スロウ様、今度は急に明るい顔になってどうしたんですか？」

「ちょっと悩なやみが解決してね」

「……悩み？」

　そ。悩みさ。俺の心をいっつもチクチクしてくる奴がいるんだよ。

　はあ、一安心だ。武器商人イベントなら暫しばらく、シューヤは学園に帰ってこないだろう。

　あのイベントはあちこちの街を移動する長丁場のイベントだからな。少なくとも父上が学園にいる間にシューヤがひょっこり帰ってくるという事態は避さけられる。

「その。スロウ様、私はよく知らないんですけど……錆さびですか？」

「うん、父上の目的は錆だろう」

　シャーロットだけには伝えていた。

　ミントから聞いた話。父上が学園にやってくる理由をついさっき聞かされた。

　父上らがこの学園で叩たたきのめそうとしている連中の名前は、錆と呼ばれる集団だ。

　若様は関わることになるからと、ミントが教えてくれたのだ。俺の立場だったら、錆の噂ぐらいは聞いたことがあるかもしれないって言っていたけれど、勿もち論ろん、知っていた。

　錆、あいつらはアニメの中で、大だい活かつ躍やくした連中だからだ！

「錆の情報は絶対に表に出ないから、シャーロットが知らなくても当然だ。あいつらには父上しか接せっ触しょく出来ない。それに存在も厳重に秘ひ匿とくされている。公爵家の中でも知っている人の数は限られているからね」

「スロウ様もあまり詳くわしくないんですか？」

「俺だって、本当に微かすかな情報しか知らない。そうだな……なんて言えばいいか……あ、あそこにいるサンサの顔を見てみてよ。戸と惑まどった顔してるだろ」

　俺が指さした先では、日ひ陰かげでサンサが従者であるコクトウと何かを話し込んでいた。

　珍めずらしく、何か焦あせった表情で考えこんでいる。

　あいつは父上の敵が錆だった事実を、何も知らなかったのだ。

　さっき俺がそれとなく話題に出したら、ひどく焦っていた。

「でも、スロウ様。公爵様が指揮している部隊なら公爵様に忠誠を誓ちかってるんじゃ」

「厳密には父上と錆は協力関係にあるだけで、部下ってわけじゃない。それでも錆と公爵家は歴史的にみても密接な関係にある筈はずなんだ。父上は一体、何を考えているのか……」

　錆は、歴代公爵の指示に従い、騎士国家の汚よごれ仕事を一手に引き受けてきた。

　記録にすら存在しない、抹まっ消しょうされた存在だ。

　錆と公爵家の関わりは、とても深い。




「──いいか。公爵様に認められたら、出世は間違いないぞ……！」

「公爵様直属の騎き士しは王室騎士ロイヤルナイトよりも、現地で修しゅ羅ら場ばを潜くぐってる連中だ」

「あの騎士団の中には平民もいるらしい、公爵様は出身を気にされないからな。軍は俺達みたいな下級貴族でも力さえあれば成り上がれる。何でもいい、公爵様の目に留まる活躍が出来れば……」

　一部の血気盛さかんな先せん輩ぱい方がたは、学園に残って父上に助力するらしい。

　けれど相手が誰だれだか分かっているのか。錆だぞ、錆。

　父上もまさか生徒のサポートなんて一いっ切さい期待していないだろうけど……やる気のある学生は受け入れるなんて噂もある。はあ、何を考えているんだよ。

「スロウ様。その……昔からの関係なら話し合いで解決するとか」

「……そうだね。それが出来たら一番なんだろうけどな」

　無理だろう。

　父上は戦いを決断している。

　引き連れてきたあの騎士連中の顔を見たら一いち目もく瞭りょう然ぜんだ。

　しかし、分からないな。

　なぜ、錆との関係が拗こじれてしまったんだろう。

　アニメの中では、奴やつ等らと父上の関係は何も問題がなかったはずなんだけどなあ。

　まさかあの父上が、錆との関係が拗れるぐらいの無茶な命令を出したか？

「スロウ様。ミントちゃんはどうして、知っていたんでしょう」

「それは……あの子が父上の関係者だからだろう。それもかなり深い関係者だよ」




　学園から誰もが我先にと逃にげ出していく。

　両手と背中に大きな荷物を持って、まるで学園に物を残したら全て無くなってしまうとでも思っているかのようだ。幾いくらなんでも、そこまでの戦いにはならないだろう。

　そんな中、俺の元へひょっこり顔を出す女の子がいた。

「先輩！　今面おも白しろい賭かけをやってて、アドバイスくれませんか？」

　平民の一年生、ティナだ。くりくりした大きな瞳が俺を見上げる。

　背中には大きな鞄かばんをかけている。今から友達と一いっ緒しょにヨーレムの街に避難するらしい。

「……賭け？　こんな時に？」

「こんな時だからこそですよ！　今度は学園がどれだけボロボロになるか、生徒の間で、学園中を巻き込んだ賭けがこっそり行われているんですよね。それで先輩、私、ここで一発勝負しようかと思うんですけど、実際どれぐらいの被害が──」

「ぶほっ！」

　噴ふき出した。

　な、何だよその話！　俺の耳には一切入っていないぞ!?　内容もさることながら、やっぱり俺には人望がないのか？　こういう面白い話がどうして入ってこないんだ！

「先輩!?　大だい丈じょう夫ぶですか？」

「ごめん、ちょっと予想外の答えがきたから……」

「で！　先輩、どうですか？　校舎が三つぐらい使えなくなるんじゃないかって予想する人が多いんですよね……私は出来たら大穴に賭けたいんですけど……」

　ティナはこの状況下で抜け目なく金かね儲もうけを企たくらんでいるようだ。

　全く、どこにでも逞たくましい子はいるもんだ。ティナは平民だけど、この学園を力強く生き抜いている。その生き方は尊敬出来る部分もあるし、俺も力になってあげたいんだけど。

　しかし、アドバイスかあ。どうなるんだろうな。校舎三つが使えなくなる……。

　うーん、正直かなり良いところをついているようにも思える。

　公爵家が本当に戦うなら、それぐらいの被害は出るだろう。

「大穴狙ねらいで、学園がまた休校になる、それぐらい大だい胆たんに賭けてみるのはどう？」

　ティナは何な故ぜか俺の回答に大興奮していた。







「──適当なこと、言っちゃったかなあ」

　公爵家の連中がやってきたことで、学園がまた休校になるなんて、あり得ないだろ。

　父上だって、どれだけの金をかけてクルッシュ魔ま法ほう学園を再建したか知っているんだし。

　あー、ティナには悪いことしたかなあ。

　まさか俺の冗談を信じてないといいけどなあ。

　でも、あの反応じゃ、大穴狙いで学園休校に賭けた可能性も……。




「よーお。坊ぼっちゃん！　久しぶりじゃないすか、元気してましたかっ！」

　思考は、場ば違ちがいに明るい声で遮さえぎられた。

　この学園に通って一年と半年に満たないぐらい。俺も大分、学園生活に溶とけ込んだと思っているけれど、それでもこんな気安く声を掛けてくる人物は限られている。

　というか、いないな。うん、こんな風に俺に馴なれ馴れしく喋しゃべりかけてくる奴なんて。

「……へへ、坊ちゃん。久しぶりっすね」

　しかもそいつは肩かたまで組んでくるんだ。俺はこれでも結構、学園で恐おそれられている。誰だよと聞こうとする前に、声だけで何者か分かってしまった。

「……お前か、シルバ」

　片目を隠す長い前まえ髪がみに、学園の陰いん鬱うつな空気とは打って変わって明るげな姿。

　俺が真っ黒豚ぶた公こう爵しゃくになるまでは公爵領地で常につるんでいた男。

「へへ、俺だけじゃないっすよ！　なんと！　クラウドの旦だん那なもいます！」

　シルバの後ろには、先月までは学園で教師をしていたクラウド。

　相変わらず朴ぼく訥とつな姿で、この魔法学園にもすんなり溶け込んでいる。

「二人一緒なんて珍しいな。何年振ぶりだよ。いや、もっとか？」

　クラウドはくたびれた表情で、

「やっと休みが取れるかと思ったら特命で駆かり出されましたよ。公爵家は人使いが荒あらい」

「いやだなあ、旦那。それだけ頼たよられているってことじゃないですか！」

「む？　そうか？　まあ、そういうことかもな。だったらいい」

「でも、変ですね。クラウドの旦那はともかく、俺にまで声が掛かかるとは。ここ最近は、公爵家よりも王室に近い場所にいた自覚があったんですが……」




　食堂で飲み物をもらい、緑に溢あふれた公園へ移動。

　目の前には教会があって、居住区から離はなれているために人通りも少ない。

　父上来訪で慌あわただしい学園内で静かにお喋り出来る場所は限られているからな。

「クラウド、シルバ。お前達といると……なんか、変な感じだな」

　むず痒がゆいっていうか、言葉にしづらい。

　こいつらは、昔、スロウ・デニングの両翼の騎士ツインナイトと呼ばれていた二人。

　あの頃ころは何をするにも、一緒だった。

　真っ黒豚公爵時代は、こいつらとまた一緒になるなんて思ってもみなかったな。

　俺は公爵家を捨てた男だ。その中には当然、この二人も含ふくまれる。

「なあ、お前らは父上と一緒にやってきたんだろ？　だったら、聞きたいことがある」

　昔話に花を咲さかせたい所だけど、俺には気になっていることがあった。

　遠目に、学園長らと共に歩く父上らの姿を見た。

　ぞろぞろと学園の雰ふん囲い気きには似合わない、物ぶっ騒そうな騎士達を引き連れている。

「……やっぱり、あれが父上が連れてきた全員なのか？」

　父上が連れてきた騎士達の数だが、いやに少なくないか？

　一人一人の顔は知っている。父上の直属騎士ばかりで、実力は申し分ない。

　だけど、人数が問題だった。二十人程度。

　森の中に別動隊を隠かくしているというわけでもないだろう。

　錆の相手をするには、不十分すぎる。

　まさかやる気がみなぎっている生徒を、戦力としてみなしているわけじゃないだろう。

「スロウ様。やはり気になりますか？」

「そりゃあな。これから戦うだろう相手のことを知れば知るほど、あれじゃあ足りない」

「あー、もしかして。坊ちゃん、俺達の敵が誰だかもう知ってる感じですか？」

「錆だろ……もしかしてお前らも知っているのか？」

「わお。物知りっすね。極ごく秘ひ情報らしくて、俺達ですら、魔法学園に到とう着ちゃくする直前に伝えられたぐらいなんすけどねえ」

「おい、シルバ。お前は錆がどういう連中か知っているのか？」

「ええ。公爵様が便利に使ってきた危険な連中だって教えてもらいましたよ」

「……クラウド。お前もか」

　重たい顔でクラウドがうなずいた。

「俺とシルバ以外は公爵様の直属騎士です。彼らはある程度、錆と呼ばれる者達がどういう仕事をしている連中か知っているようですが……俺達は初耳でした。公爵様がまさかそのような連中と付き合いがあったなんて……」

「なんだよクラウド、歯切れが悪いな。うちがどれだけ薄うす汚よごれているのか、今いま更さら知ったってわけか」

「ええ……まあ……」

　自じ慢まんじゃないが、父上は真っ黒だぞ。

「公爵家は騎士国家を支える大貴族だ。様々な特権を得る代わりに相応の責務を女王陛下より与あたえられている。錆は、陛下からの黒い指令に応えるにはちょうどいい奴等なんだよ。だから歴代公爵は奴等を重宝したんだ。奴等は報ほう酬しゅうさえ与えれば、何でもするからな」

「そうみたいですね。錆は死人として扱あつかわれていると聞きました」

「へえー、死人！　かっこいいすね、そっか、俺達は死人と戦うわけか」

　重たい顔のクラウドとは違って、シルバは吞のん気きだった。

　あいつは何やら秘密の組織という存在に、少し憧あこがれを持っていたらしい。

　それに表に出ることがない情報に触ふれることが出来て、嬉うれしいらしい。吞気な奴だ。

「スロウ様、公爵様は数の少なさを質で補うつもりですかね？」

　クラウドが進み出る。

「それは俺が知りたいよ。少なくとも、俺が知ってる錆の腕うで利ききを撃げき退たいするには、あれじゃあ到とう底てい足りないだろうな。クラウド、本当にあれで全てなのか？」

「あれで全てです。公爵様が何をお考えなのかは不明ですが、騎き士し団の中にも当然、不安視する声はあります。騎士達は既すでに何度か剣けんを交えているらしく、相手の力は把は握あくしていると。奴等を殲せん滅めつするには、物足りないと考えている者ばかりです」

　シルバが腕を組みながら、答える。

「でも、これではっきりしましたね。公爵様はここ最近、急に消えることがあったって話じゃないすか。坊ちゃんの姉弟きょうだいが公爵様に行先を聞いても何も答えなかったって言いますよ。傷だらけになって直属の騎士達と帰ってくる、公爵様の相手は錆だったってわけだ」

「シルバ、何の話だ？」

「坊ちゃんは知らなかったんですか？　公爵様は、ずっと奴等と戦っていたそうですよ」

「そ、その話。いつからだ？」

「二か月前、ですかね。ちょうど、あの迷宮都市ゼネラウスで大掛かりな事件があった頃からとか。ほら、帝てい国こくが急に南下政策を止やめた辺りと重なるんすねよ」

「……」

　ドキリとした。

　ま、まさかな？

　俺が未来を変えたから、父上と錆が衝しょう突とつしたとか、そんなわけないよな？

「でも、坊ちゃんがいるクルッシュ魔法学園にきたってことは、やっぱり最後に頼るのは優ゆう秀しゅうなご子息の中でも坊ちゃんってことですかね？」

「シルバ。一応、言っとくと、この学園には俺以外の家族もいるぞ」

「あー！　そう言えば、あのサンサ嬢じょうがいるって聞きましたよ！」

「そうだ。父上はサンサに錆を討とう伐ばつする名めい誉よを与えるつもりかもしれない。それでクラウド、父上はどこに？」

「学園長室へ。事前に連れん絡らくは届いているはずですが、改めて今回の件、自ら説明するようです。このクルッシュ魔法学園を本気で戦場にするのですから、当然です」

「……そうか。学園長室か」

　学園長がクルッシュ魔法学園を戦場にするなんて認めるとは思えない。

　だけど、勝算も無しに父上が動くはずもない。

　きっと、考えがあるんだろう。

「ていうか、お前ら、何をぼけっとしてるんだよ。仕事があるんだろ。別に俺の傍そばにいる必要はないぞ。ほら……それを飲んだら帰れよ」

　父上が今回、連れてきた顔ぶれを見ると、直属の騎士達ばかりだ。

　その中でこの二人は直々に指名されている。何か特別な仕事が与えられているんだろう。シルバとクラウドの二人だって俺に構っている暇ひまなんかない。そう思っていたんだが。

「それが若様、実は俺達。若様の指揮下に入ることになっているのです」

「……は？」




　懐なつかしい思い出話に花を咲かせる程ほど、余よ裕ゆうがあるわけでもない。

　クラウドとシルバの二人は父上から直接、クルッシュ魔法学園にやってきたら俺の指示に従えと言われていたらしい。……なんで？

　とりあえず二人にはシャーロットの傍にいてもらうことにした。

　二人は元々、シャーロットの良い相談相手でもあったからな。

「俺の指揮下って……父上は一体、何を考えているんだよ」

　俺は俺で確かく認にんしたいことがあった。それは、父上がやってきてから何か考え込んでいる様子の姉上だ。サンサは教員棟とうの前にいた。

　父上はこの棟の最上階、学園長の私室で今、学園関係者と話し合いを行っている。

　父上は学園に先行していたサンサを気き遣づかうことなく、学園長の私室に向かったらしい。

「サンサ。お前、知っていたのか。父上が連れてくる戦力があれだけだって」

「無論だ。しかし、父上が相手にする者達の正体は知らなかった」

「……」

「噂うわさでは聞いたことがある。歴代公爵がとても口には出せない仕事を任せている連中がいると。だが、まさか父上が彼らと敵対しているとは。関係は良好と聞いていたのだが」

「錆を相手にするというのに、あれだけの騎士しか連れてこないなんてな」

「侮あなどるな、スロウ。父上が連れてきたのは精せい鋭えいばかりだ。それでも……」

「負けるだろ。普ふ通つうに」

「……そうだな」

　サンサも俺と同じ意見のようだった。

　しかし父上が、錆の連中と戦う？　どうして？

　俺が未来を変えたからか。

　帝国との戦争が起きない未来に誘ゆう導どうした。確かに大きな変化であちらこちらに俺の知らない歪いびつなことが起きているとは思うけど……。例えばシューヤがアニメ程強くならないとか。

「スロウ、お前の言う通りかもしれない。錆の腕利きは、一人で拠きょ点てんを落とすと聞く」

　アニメの中で、帝国に向かったシューヤをサポートしたのが、錆の連中だ。

　火の大精霊エルドレッドを身体からだに宿すシューヤは当初、女王陛下にも大いに危険視された。

　そんなシューヤを殺すために、錆の連中は利用された。

　だけどシューヤが危険じゃないと判断したのも、錆の連中だったりするのだ。

　あいつらが全ぜん滅めつして、シューヤが涙なみだを流すぐらいには──気のいい連中だ。

「サンサ。錆との敵対は、父上の独断なのかな」

「恐おそらく、陛下の意思も含まれているだろう。陛下の意思がなければ、さすがにこのクルッシュ魔ま法ほう学園を再び戦場にするなど許されない」

「確かにそうだな。はあ、この学園は、錆の連中が好きそうな隠れ家がが一いっ杯ぱいだからなあ」

　錆は、武人じゃない。戦争屋で暗がりに潜ひそむ暗殺者だ。

　戦い方が俺達とはまるっきり違ちがう。正せい攻こう法ほうじゃない。奴やつ等らは闇やみに潜むのだ。

「スロウ、お前は錆を率いる者を知っているか？　マグナという男だ」

「……知らない」

　噓うそだ、知っている。

　錆の連中は正体不明の爺じいさん、マグナの言葉でしか動かない。

　錆の指針は全て、錆を束ねるマグナと公爵である父上が決める。

　マグナの姿はアニメの中でも姿は出てこなかった。

　ただ、どこか暗い場所で父上と喋しゃべるマグナのシルエットが出てきただけ。

　歴代公こう爵しゃくもマグナという男の扱いには苦く慮りょしていたという。




「……」

「スロウ。お前がどこまで知っているか知らないが、嘗かつて騎士国家には二つの道があった。帝国に恭きょう順じゅんするか、徹てっ底てい抗こう戦せんするかだ」

「それぐらいなら知ってるよ」

「父上は抗戦派の筆頭だった。マグナも同じくだ」

「……何が言いたいんだよ」

「今もまだ、マグナは帝国と戦う意思を持っているのではないかとな。もっとも、全て私の憶おく測そく。父上の考えを聞かなくては……どこまで教えてくれるかは怪あやしいがな」

　確かにアニメの中では錆の連中は、帝国の精鋭と戦い死んでいった。

　だけど俺が未来を変えたからって、どうして公爵と敵対するようになるんだよ……。

「おめでとう、サンサ。お前は栄光ある公爵に向けて、大きな一歩を迎むかえたわけだ」

「急にどうした」

「父上はここ最近、錆と戦っていたんだろ？　だけど、父上は直属の騎士達をのぞいて、誰だれにも助力を求めなかった。それが今や、サンサ。お前を頼たよったんだから」

「お前にいらない知ち恵えを吹ふき込んだのは誰だ？　クラウドかシルバ辺りか。邪じゃ推すいが過ぎるが……見方によってはお前の言う通りかもしれない。光栄なことだ」

　つまり、そういうことなのだろう。

　日夜、俺の姉弟きょうだいは公爵になるために戦っているが、サンサは直々に選ばれた。

　父上の手足である錆の連中を知るとは、そういうことだ。どこかサンサの頰ほおも緩ゆるんでいる。相変わらず単純な奴だなあ。

「サンサ様。話し合いは終わったようですぞ」

　コクトウの声。教員棟の中からは、父上の姿が見えた。

　数人の騎士を伴ともない、その中には俺の従者候補でもあるあの子もいた。

　しかも、父上の傍にぴったりと。

「……」

　もうサンサも、ミントの正体には気づいているだろう。

　言いたいことはあるだろうが、これから起こる大事に比べたら些さ事じである。

「行くぞ、コクトウ。父上の真意を確かめる」

　父上の後から出てきた学園長。

　中でどんな話し合いをしていたのか、学園長の顔はひどくやつれていた。

　今回は公爵家のごたごたに巻き込まれた形だからなあ、心情は察して余りある。

　……学園長、本当にごめんなさい。




「──デニング。お前の父親は、やはりとんでもない奴だなっ！　ひでえ奴だ！」

　書類で一杯のロコモコ先生の部屋に連れてこられ、そこで口火がきられた。

　学園長と共にロコモコ先生もあの場に同席していたらしい。

　苦虫を嚙かみ潰つぶしたような表情で、ロコモコ先生は机を叩たたいた。

「あれは脅きょう迫はくだったぞ！　俺達の言葉なんて一いっ切さい耳を傾かたむける気もねえ！」

「スロウ君。儂わしは君の父上については、よく知っておる。だが、本気だとは思わなんだ。ここは学徒のための学まなび舎やじゃ。まだ学生の傷も完全に癒いえたとは言いがたい。それにもかかわらず、再び戦場にするなど……」

「学園長。認めたんですか？」

「用意周しゅう到とうなこった。こちらは拒きょ絶ぜつする言い訳をごまんと考えていたのに、公爵は女王陛下のお墨すみつきをもらっていた。あれじゃあ断れねえ。お手上げだ」

　やはり、女王陛下も嚙んでいたか。

　だけど、どうしてわざわざクルッシュ魔法学園を。

　その答えは尋たずねる前に、学園長が教えてくれた。

「公爵の敵……彼らがクルッシュ魔法学園を指定したのじゃよ」

「まさかそんな条件を父上が飲むなんて」

「この機会に必ず討うてと陛下の強い思いもあるようじゃ。向こうは一いっ般ぱん人じんは襲おそうつもりもなく、公爵家関係者以外は狙ねらわないと宣言している」

　モロゾフ学園長から、聞かされた事実。

　俺の父上を目の敵かたきにしている敵は、戦いの舞ぶ台たいにこの魔法学園を指定したらしい。

「死に場所に魔法学園を選んだというか。公爵の敵、その大半は卒業生らしいのじゃ」




　男子寮りょう四階、自室への帰り道。小石を蹴けっ飛ばしながら考えた。

　思い出すのは、学園長の言葉ばかりだ。

『陛下は……勝利のためであれば、クルッシュ魔法学園が壊こわされても構わないとさえ、言っているそうじゃ。一体、公爵は何と戦うつもりなのかのう』

　アニメの中では、錆は騎き士し国家のために死んだ連中である。

　あいつらは国のために戦う愛国者だ。

　アニメ中ちゅう盤ばんで帝てい国こくに潜せん入にゅうしたシューヤ。付け狙う帝国の暗殺者から陰かげでシューヤを守り続けた。これまでも、誰よりも国のために尽つくしてきた連中である。

「……ぶひ。やっぱり俺のせい？」

　アニメ知識を持つ俺は、俺に出来る最善を貫つらぬいた。

　もとから、誰も彼も救えるとは思っていないけど……こうなるかあ！

「父上！　なぜ私なのですか！　適任者なら、私以外にもいる筈はずです！」

　帰り道でサンサの声が聞こえた。

　珍めずらしいことがあるもんだ。

　サンサが父上に向かって、声を荒あららげていた。

「私の力は、役に立つ筈です！　それだけの戦果は挙げてきました！」

　ついさっきまでは、自分は父上に選ばれたんだと誇ほこりにしていたのに。父上とサンサが何を話しているのかは知らないが、サンサにとっては予想外の指示が与あたえられたんだろう。

　おい、サンサ。学園の生徒にも見られてるぞ？

「うわあ、見ていられませんね。あれじゃあ、子供の我わが儘ままってやつです」

「……君か」

　冷めた目でサンサを見つめていたのはミントだった。

　確かにあのサンサの姿は見ていられないが……。

　俺の新しい従者候補としてサンサに紹しょう介かいされたあの時の初うい々ういしさなんて、何もない。

　間違いなく、こっちが素すなんだろうな。

「で、ミント。サンサに何があった？」

「公爵様が、避ひ難なん先であるヨーレムの街へサンサ様を派は遣けんすることを決めたのです。要は待機ですね。錆との戦いにサンサ様は加えない。それが公爵様の決断です」

「成なる程ほど、そりゃあサンサも食い下がるわけだ」

　何だかんだ、内心はやる気に満ち溢あふれていただろうからなあ。

「素直に従えってもんですよ、はあ。公爵様が考えを変えるわけがないのに」

「父上も強ごう情じょうだからな。それでミント、そっちが君の素なんだね」

「公爵様が来訪された今。隠かくす理由もありませんから」

　公爵家の中でも極きわめて地位が高いサンサ相手に暴言を吐はけるなんて大したもんだ。

「錆相手です。間違いなく激戦になります。ヨーレムの街で待機することだって、重要ですよ。公爵様の深い信しん頼らいの表れなのにサンサ様は分かっていませんね。まさか自分が錆との闘たたかいに加えられる程、公爵様の信頼を得ているなんて勘かん違ちがい、可笑おかしいったらない」

「そこまで言うか……」

「若様も分かってるでしょう。錆との闘いは、サンサ様の身まで守っている余よ裕ゆうはない」

「それは……」

「公爵様はサンサ様の未来を思っているからこそ、遠ざけているのです。それが分からないサンサ様でもないでしょうに」

「あいつは……自分が力になれると思っているよ。それは間違いないと思うけど」

「万が一、サンサ様が討うち取られれば、悲劇この上ないです。錆との戦いに家族を巻き込まない、そう決めたのが公爵様ご自身、これまでの戦いが意味を失ってしまいます」

　淡たん々たんとミントは教えてくれた。

　父上と錆の頭目、マグナの間で意見の対立が発生し、奴等が襲ってくるようになった。錆は日常の中に潜んでいるから、父上は人知れず戦い続けていたと。

「公爵家の騎士団の中でも、精せい鋭えいを選んできました。公爵様は本気で錆をつぶす気です」

「えっと。家族は巻き込まないって話だったら、俺もヨーレムの街に避難しても……」

「だめです。若様は貴重な戦力ですから。私が保証します」

「……俺の何を見て保証するんだよ」

「コクトウ様との闘いで、若様は十分に錆との闘いにも適応出来ると私が判断しました。それに力だけじゃありません。若様だけにしか出来ないことがあります」

「……俺にしか出来ないこと？」

「若様の言葉なら、公爵様だって耳を傾ける筈です」

「いやいや、それは無理。本当に無理」

「公爵様は若様に期待しておいでです。自分には無い考えを持っていると」

「その理由はなんだよ」

　どんだけ俺に期待しているんだよ。無理に決まっている。

　相手はあのバルデロイ・デニングだぞ。

「若様が、唯ゆい一いつ、公爵様の命令に真っ向から背そむき続けているからです」

　ぐっ。痛いとこを突ついてくる。

「錆は一般人を狙うことはありませんが、サンサ様は標的になりうる。けれど、クルッシュ魔ま法ほう学園にいなければ、問題ありません」

　ミントは無表情で、未いまだ納なっ得とくのいっていない様子のサンサを見つめている。

「それより若様。驚おどろかないんですか？　私の立場、もう気付いたのでしょう？」

　サンサ相手にこれだけ偉えらそうな物言いを行うには、公爵家内でも相応の立場が必要だ。

　つまり、そういうことなのだろう。

「父上に新しい専属従者がいたとはね。驚いたよ」

「ええ。そうです。私が公こう爵しゃく様の専属従者です」

　さっき、公園でシルバやクラウドがぼそっと言っていた。

　今回の戦いには公爵の専属従者がお披ひ露ろ目めされるのだと。

　それぐらい、父上はこの戦いに賭かけているのだと。

「公爵様の専属従者だったグレイスは私の父親。私は父親から、戦い方を仕込まれてきました。サンサ様や若様が受けてきた教育よりも、遥はるかに過か酷こくだったと胸を張れます」

「……だからか。君にとっては、コクトウの襲しゅう撃げきなんて……」

「朝飯前です。私は、コクトウ様よりも強いですから」

　父上の専属従者だった男、グレイス。

　父上の師し匠しょうでもあった男だ、遠えん距きょ離りからの狙そ撃げきを基き軸じくに、鷹たかの目を持つと言われていた。

　あのグレイスの娘むすめなら、間違いはないだろう。

　しかし、お披露目される従者がまさかこんな年とし端はもいかない子供だったなんて。

「君が戦場で生きてきた人間だというのは薄うす々うす、分かっていたけど……」

「さすがです、若様。サンサ様とは、ちょっと役者が違ちがいますね」

「そんなことないさ。俺がサンサより疑うたぐり深いだけだよ」

　ミントは不意を突くコクトウの襲撃を、簡単に避けていた。

　この俺でさえ気付けない攻こう撃げきを、まるで朝飯前と言わんばかりにさ。

　あんなの、常識じゃあり得ないことだ。

　何か特別な教育を受けていることの表れ……でも、まさか父上の従者だったとはなあ。







「──え、ええええ！　あのミントちゃんが、公爵様の従者だったんですか！」

「シャーロット、声が大きいって」

　もう俺がいる男子寮から大半の生徒は逃にげ出してしまった。

　誰だれに聞かれても困るって話じゃないけど。それでも、シャーロットはこれまで傍そばにいた可愛かわいい妹分が父上の従者だったことに、目を見開いていた。

　学園探たん索さくを行っていたミントとシャーロットはいつも一いっ緒しょだったからなあ。

　それは、俺達と席を共にしているクラウドやシルバも同じだ。

「……まさかあんな子供が」

「グレイス様並みの力があるなら、頼たよりになりますよクラウドの旦だん那な。グレイス様は南方じゃ屈くっ指しの狙撃手、もしかしてクラウドの旦那より強いかもしれないっすよ？」

　父上の従者。グレイスはとんでもない魔法使いだった。

　惜おしむらくは。戦場で味方を助けるために命を失い、あれ以来、父上は新しい従者を拒こばんでいた。あんな隠し球を持っていたとは。いや、それ程の戦いになるから、か。




　騎士達が学園を巡じゅん回かいする中、父上との対話の機会は驚くほど、早く設けられた。

「若、こちらです」

「いいよ、畏かしこまらなくて。この先に何があるかは知っている。巡回に戻もどれよ」

「どこに錆の連中が彷徨さまよっているか分かりませんから」

「……父上に駆かり出されて、お前らも大変だな」

　庭園の中に、小川に囲まれ、砂じゃ利りが敷しき詰つめられている美しい場所がある。

　その美しい庭の中に座っている父上の姿を見つける。深い緑の外がい套とう、勲くん章しょうがびっしり。

　父上の周りには、常に数人の騎士が帯同している。

　父上と共に数多あまたの戦場で指揮を執とってきた古参の騎士だ。

　だけど、さすがに親子の会話ともなれば、騎士達は席を外すみたいだ。




「……父上とこうして話をするなんて、雷かみなりでも落ちるんじゃないか」

「そう言うな。私だって、猫ねこの手も借りたいぐらいなんだ」

「驚いた。父上あなたが、弱音を吐くなんて」

「スロウ、お前なら私が今、どのような状じょう況きょうにあるか分かるだろう。私だって、人間だ」

　父上が厳いかめしい顔で、笑っている。この人が笑っている顔なんて何年振ぶり？

　あー、俺はそもそも父上と会うことを出来るだけ避さけていたから、こうやって話すこと自体が数年振りなんだけど。

「スロウ。お前が素直に私の前に出てくるとは思わなかった。私のことが嫌きらいだろう？」

「……まあね」

　心臓が痛い。締しめ付けられる。

　この男との過去のいざこざは、余り思い出したくもない。

　俺を公爵家当主にするために、徹てっ底てい的てきに痛めつけられた。

　俺が真っ黒豚ぶた公こう爵しゃくとなってからも、期待をかけられた。

　勿もち論ろん、期待をかけられたとは、徹底的にしごかれたということだ。

「父上、錆との関係は良好であったと思いますが、何故なぜ、敵対しているのですか」

「耳みみ敏ざといな。私が伝えるまでもなかった、ということか」

「クルッシュ魔法学園を戦場にしようというんです。それぐらいの情報は、俺の立場になると勝手に聞こえてきます」

　もっと緊きん張ちょうすると思っていたのに、すらすらと言葉が出てくる。

　錆との闘いを前に、緊張する余裕もないってか。

「誇ほこるがいいスロウ。これまでのお前なら決して耳に入らなかった情報だ。うちの騎き士しとて、人を見る目は十分に養っている。今のお前なら伝えても問題ないと思ったのだろう」

　そうなのだろうか。

　確かに昔の俺なら、何も教えてくれなかっただろう。

　ミントも。そして、サンサだって。

「陛下の意思だ。強い意思で、陛下は錆の殲せん滅めつを望んでいる」

「……」

　陛下、か。

　騎士国家の女王の意思なら、さすがの父上だって動かざるを得ない。

「マグナと呼ばれる男がいる。錆の頭目だ。奴やつは以前から帝てい国こくを探さぐるべきだと言っている。帝国は危険だとな。錆といっても、私の望むままに動くわけじゃない。錆はマグナという男の組織。とんでもない男だ、私の祖父が存命だった頃ころから生き続けている」

　マグナ、やはりあいつか。

「私が公爵を引き継ついだ時、先代から言われたことがある。マグナとは対立するなとな。しかし、マグナの意思が陛下の耳にまで届き、陛下は錆の殲滅をご所しょ望もうだ。錆は、有用過ぎるのだ。確かに奴等なら、帝国の中ちゅう枢すうまで探れるだろう。が、錆を動かすということは帝国との敵対を引き起こす恐おそれがある」

「この地で錆に勝てると思ってるんですか？」

「……難しいと踏ふんだからこそ、奴等の要求をのみ、クルッシュ魔法学園を戦場とした。その時が来れば、この学園を戦場とした理由がお前にも分かるだろう」

　勝てないだろう。直属の騎士達だけでは。

「父上。貴方は、ここで勝負を決める気なんですね」

　でも、父上の覚かく悟ごは分かった。

　父上が右手の人差し指にはめている指輪、それが何よりの証しょう拠こだ。

「そうだな。まさか帝国との戦争が持ち越こしになった今、これほど早く力の指輪を持ち出すことになるとは思わなかった」

　あれは公爵家の当主が鬼き神じんと恐れられる理由となったマジックアイテム。

　歴代公爵家当主のみが使用を許される、力の指輪。

　力の指輪を持ってきたということは、父上はこの場でけりをつける気だ。

「世の中は、思うがままにいかないことばかりだ。私が公爵になっても変わりはしない」

「父上は……敵対を望んでいないというわけですか」

「……」

「沈ちん黙もくは肯こう定ていと、受け取りますが」

　父上はゆっくりと立ち上がった。

「好きに想像すればいい。お前の頭の中まで支配するつもりはない」

　父上とはいえ、陛下の思いには逆らえない。そういうことか。

「そういえば父上。どうして俺にあの二人を」

　クラウドとシルバのことだ。使いようによっては、父上直属の騎士よりも使える。

「スロウ、この件については好きに動け。何をしてもいい」

「どういう意味ですか」

「言葉通りだ。このままでは、完全な勝利は難しい。奴等が想像も出来ない異分子が必要だ。そのための鍵かぎは与あたえる。あの二人を好きに使え」

「……分かりました」

　シルバとクラウド。

　あの二人は、嘗かつてスロウ・デニングの両翼の騎士ツインナイトと呼ばれ、何をするにも一緒だった。

　俺が風の神童と呼ばれるに至った理由、半分ぐらいはあいつらのサポートがあったから。

　だけど、わざわざこの場所にあいつらを連れてくるなんて父上も本気だな。




「さて、スロウ。こんなつまらない話をするために、お前を呼び出したわけじゃない」

「魔ま法ほう学園を戦場にするんだ、とてもつまらない話じゃないと思いますが」

「……お前の元に、サンサを通じてミントを派は遣けんした理由だ」

「ああ。父上の従者ですか。突とつ然ぜん、俺の新しい従者候補だとか言われて驚おどろきました」

「ミントはあのグレイスの娘で、極きわめて優ゆう秀しゅうだ。まだ姿をさらさせるつもりはなかったが、錆が相手だ。出し惜しみは出来ない。予定よりは早いが、あの子にも働いてもらう」

「ミントが父上の切り札であること、それが俺を呼び出した理由ですか？　俺にあの子のサポートをしろと？」

「違う。私はな……お前に、大きな望みがあるなら、勝ち取ってみろと言いたいのだ」

「勝ち取る？　俺はこれまで勝ち取ってきたと思いますが」

「公爵家に関しては、違う。お前がかけた迷めい惑わくは、甚じん大だいだった」

　ぐぬぬ。そこを突つかれたら何も言えない。確かに甚大だよ。
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「だが……スロウ、お前がマグナを討うち取れば──自由にしてやる」

　おうふ。そうきたか。







　夜にはクラウドやシルバを巻き込んで、懐なつかしい夜を過ごす。

「いやー。やっぱり腐くさっても公こう爵しゃく家ってことですか。坊ぼっちゃん、こんないい部屋に住んでいたなんて！　ずるいなあ！」

「シルバ。スロウ様は正当な公爵家の血を引く直系だ。当たり前だ」

「やっぱり家いえ柄がらが大事ってことかあ」

　まだ錆の連中が攻せめてくるまでには時間がある。

　学園の一いっ般ぱん人じんの避ひ難なんが完かん了りょうするまで、奴等が動くことはない。

　学園で料理を作るシェフ達も避難するのだから、温かいご飯が食べられるのは今夜が最後だろう。俺はしこたま食堂から料理を取り寄せて、皆みなと一緒に舌した鼓つづみを打っていた。

　シャーロット、そしてクラウドとシルバ。

　皆を俺の部屋に招いて、思い思いの時間を過ごす。

　この面メン子ツで集まると、昔を思い出す。

　それは俺だけの感傷でもなかったらしい。温かい空気の中で、これから俺達が錆という危険な連中と戦うという事実を思わず忘れてしまいそうだ。

「シルバ。公爵家の生まれだからっていいことばかりじゃないぞ。こうして、戦いにも巻き込まれるしな。はーあ、俺もサンサと一いっ緒しょにあっちに行きたかったなあ」

　何も遠えん慮りょすることのない友といるんだ。自然と俺の声も弾はずんでしまう。

　一歩部屋を出れば、住人を失ってがらんとした男子寮りょう。

　それでも俺の部屋だけは、夜通し、声が弾んでいた。

「てか、坊ちゃんの噂うわさは、どこにいても聞こえてきますよ」

「シルバ。スロウ様が本気になれば、当然のことだ」

　遠慮もない。好き勝手に話をし、あいつらのこれまでを聞きながら、話に花を咲さかせた。

　控ひかえ目に言っても、最高だった。

　話題は尽つきない。

「スロウ様。どうかされましたか？　浮うかない顔ですけど……」

　考え事をしていた俺を心配してか、シャーロットが問いかけてくる。

「そういえば、坊ちゃん。何でも公爵様と話したそうですね。あのサンサちゃんがヨーレムの街に追いやられて、ついに坊ちゃんが大出世ってことですか」

「おいシルバ。余計なことを言うな」

「公爵はサンサちゃんよりも、坊ちゃんを選んだってことでしょう？」

「お前ぐらいだぞ、サンサ様のことをちゃん付けするなんて……」

「クラウドの旦だん那なも知りたいくせに。目が泳いでますよ」

「それは……まあ、な。誰だれだって気になる」

「ほらほら、坊ちゃん。俺達の間に隠かくし立てはなしですよ」

「父上が言ったんだがな……敵の頭を討ち取れば、俺を自由にしてやるってな……」

　その言葉には、さすがのこいつらも絶句していた。

「……」

「……」

「……あり得ないよな」

　可笑おかしい。

　絶対に可笑しい。

　あれだけ俺を公爵家当主にするために画策していた父上が、俺を自由にさせる？

「……坊ちゃん、こんなうまい話はないすよ。クラウドの旦那もそう思いますよね？」

「……そうだな。スロウ様、俺も同意見です。こんなうまい話は、ありません」

　シルバやクラウドは俺の意思を読み取って今回の戦いを利用しろというが、俺は納なっ得とく出来ていなかった。

　俺の父上、バルデロイ・デニングは、あんな男だっただろうか。

「お前達は、父上のことを知らなすぎる。あの人はだな……」

「公爵様も今の坊ちゃんの姿を見て、考えを変えたのかもしれないじゃないですか。少なくとも、そうやってぐちぐち思い悩なやむ姿は坊ちゃんらしくないっすよ」

　確かに。それもそうか。







　まだ錆の連中が攻めてくるまでには、時間がある。

　その間に、学園の中を歩き回った。

　生徒がいなくなった学園。ピリピリとした空気が漂ただよっている。

　朝あさ霧ぎりの中では、まるで辺境に取り残された遺い跡せきのようにも思えた。

「……」

　公爵家を追い出されて、それでも俺の望む形で学園にやってきた。

　だけど、ここ数日は、嘗ての生活を取り戻もどした気がした。

　夜になれば、昔のようにあいつらと一緒にお茶会を行い、話し合う。

　あれが頭の整理にもなり、俺達は嘗て、毎夜の話し合いを通じて成果を上げていた。

　夜のお茶会をするようになって三か月程度が経過した頃ころ、徐じょ々じょに俺の名前は公爵領地に広まっていった。一年もすれば、騎き士し国家という国に響ひびき渡わたっていたように思う。

　クラウドやシルバがどこからか噂うわさ話ばなしを聞きつけて、俺が解決のために動き出す。

　時には誰の目にも入らぬよう夜のうちに公爵領地をこっそり抜ぬけ出したこともあった。




　けれど、俺の未来に敷しかれた公爵家当主というレールに絶望し、俺は全てを投げ出した。

　結果、シャーロットとこの魔法学園で二人だけの生活を始めたわけだ。

「魔ま法ほう陣じんを敷け。避難が完了するまでに、終わらせる」

「分かりました！」

　父上の騎士達が中心となり、戦いに向けて準備を進めている。

　軍属志望の先せん輩ぱいや同級生が、騎士達のサポートに回っている。

　はあ、困ったもんだよ……。

　先輩方は活かつ躍やく出来ると思ってるのか。相手は、歴代公爵が頼たよりにし続けてきた錆だぞ。

　学生の参加を認める父上も父上だ。死ぬぞ、まじで。相手がどれほど強大か。

　一番それを知っているのは奴やつ等らに仕事を与え続けてきた父上だろうにさ。

　はあ、クラウドにはシャーロットをヨーレムの街まで送るよう言っといてよかった。

「……スロウ様どうしたんですか？　そんなに悩むことですか？」

「何か裏があるんじゃないかって思ってさ……」

　ベンチに座り、ぼけっとしていた俺を心配して、シャーロットが話しかけてくる。

　悩むよ、悩むさ！

　だって、目の前に俺が欲ほしかった全てがぶら下がっているんだから！

「……ぶひ？」

　……ぼけっとしていたけど、今のシャーロットだったよな？

　学園の関係者、大半が避難しているっていうのに、何でシャーロットがいるの？

　シャーロットの護衛役に任命したクラウドの姿を探し回って、詰つめ寄った。

　クラウドとシルバの指揮権は俺が持っている。

　今回、クラウドを護衛に任命したのだ。

　シャーロットと一緒にクラウドはヨーレムの街へ。

　サンサも大変だろうし、手足となって動く人間は一人でも多いほうがいいだろう。すると、生徒と一緒になって魔法陣作りを手伝っているクラウドを見つけた。

「おい。クラウド、どうしてシャーロットがヨーレムの街に行ってないんだよ。お前はシャーロットと一緒にヨーレムの街に行けといっただろ」

「そ、それは……サンサ様から、言われまして。従者が一緒にいないのはおかしいと。それにヨーレムの街のことは心配するなと」

「……」

「それにシャーロットも公爵様の手前、活躍しなければと燃えているので……」

「燃えているって……相手が悪すぎるだろ……」

　俺だって手こずりそうな歴代公爵の子飼い連中だ。

「スロウ様、シャーロットにも何か仕事を与あたえたほうがいいと思いますが」

　これから錆の連中とこの学園で戦うことになる。

　すうっと、息を吸い込んだ。

　慣れ親しんだクルッシュ魔法学園で、俺は父上率いる精せい鋭えいの騎士達と錆を迎むかえ撃うつ。

　瞼まぶたを閉じて無心になれば、聞こえてくる。

　小枝に止まる小鳥のはばたき、冬風に吹ふかれる葉のざわめき。

「そうだな……シャーロットには、あの子から情報を吸い出してもらうか」

　あの子とは、父上の従者としてお披ひ露ろ目めされたあの子のことだ。

　ミントはずっと俺達に協力的だった。

　それにシャーロットとも馬が合っていた気がする。まさに適任だった。
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「丁てい重ちょうに扱あつかえよ、イチバン！　一つで、王都一等地に土地付きの家が買える一級品だ！」

「ひひっ、お前。誰に向かって物を言っている……」

「しかし、あの公爵家が俺達の要望を飲むとはなあ！　クルッシュ魔法学園と言えば、懐かしの母校！　再建して綺き麗れいになったばっかりって話だろ！」

　ヨーレムの街の一角。建造中の一いっ軒けん家や内に彼らはいた。

　窓の無い家だ、外からは中の様子が分からない。彼らは作業員の恰かっ好こうをし、肩かたに重たい材木を担かついで運び、出入りを繰くり返す。それは彼らが主要拠きょ点てんに持つ隠れ家がだった。

「俺達は公爵家のパートナーだろ！　なんの理由もなく、解散なんて！」

「まだ解散じゃない、爺じいさんと公爵との間で意見の相そう違いがあるだけだ」

「ひひ。頭がぼけてるのか、奴等の行動を見れば、俺達をぶっ殺す気満々だ、ひひ！」

「死にたくない奴は、逃にげてもいいって爺さんが言ってたぞ！」

「そんな奴、いねえよ！　皆みな、爺さんに拾われた命だ。俺はどこまでもついていくぜ！」

「ほんとに公こう爵しゃくをやっちまうのか？　なあ爺さん！」

　出入りを続ける男達の中で、唯ゆい一いつ部屋の奥でじっと椅い子すに腰こしかける者がいた。

　爺さんと呼ばれた男は、男達の中でも特別、老ろう齢れいということもなかった。

　けれど皆は知っているのだ。この男が、見かけ通りの年ねん齢れいでないことを。

　爺さんと呼ばれた男は、渡された水すい晶しょうを磨みがきながら何かを考えている。

「皆に伝えておくが、クルッシュ魔法学園では一ひと纏まとまりに固まらないように。相手はあの公爵家。こちらの動きを捕ほ捉そくする稀け有うな道具すら所有しているかもしれない」

　彼らのことを知る者は、騎士国家でも限りなく少ない。

　歴代公爵の直下に置かれ、裏の仕事をなす。彼らのような存在を公爵家が飼っているからこそ、公爵家が恐おそれられ、未いまだ騎士国家において強大な権力を保持し続けている。

「公爵の相手は私に任せればいい。それより血の回収を怠おこたらないように。特にイチバン君、君の仕事は分かっているかな？」

「ひひ……スロウ・デニングの相手だろ……」

「君にしか出来ない仕事だ」

「ひひっ。それより公爵だ。今度は力の指輪、持ってくるか」

「恐らく」

「ひひひ……楽しみだ……」

「さすがのイチバン君でも、力の指輪を使った公爵には歯が立たないだろう。もっとも、あちらに力の指輪があるようにこちらにも切り札がある」

「ひひ、最強の力を味わってみたい。それに夜にやらなくてもいいってのが最高だ……」

「馬鹿だな、イチバン。俺達の得意な時間が夜だろ」

「……ひひ、太陽の下で戦いたいんだよ」

　彼らは、一様に愛国者だ。

　自分達のような汚よごれ役を引き受ける人材が、必要だと理解している。

　一人一人がクルッシュ魔法学園の卒業生であり、国の未来を憂うれう集団だ。

「なあ、爺さん。計画通り、ゾクゾクと学生らの避ひ難なんが始まったぞ。だけど、ここで一つ問題だ。やる気のある生徒が残っているらしい」

「驚おどろかせてやりなさい。ただ、殺しは無しだ。これは我々と、公爵家の戦争だからね」

　学生は国の宝。殺しはしない。彼らは共に愛国者である。
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　襲しゅう撃げきが起きた。

　それは旋せん風ぷうのように、一いっ瞬しゅんのこと。

　だけど俺達が迎え撃とうとしていた錆の連中じゃない。

　奴等が作り出したゴーレムだ。ゴーレムの集団が堂々とやってきたのだ。

　あるゴーレムは壁かべを乗り越こえて、あるゴーレムは正門から堂々と。恐ろしい数のゴーレムが学園中を歩き回り、騎士達が構築した魔法陣を踏ふみ荒あらした。

　学生連中は大勢が怪け我がを負うが、死者はいなかった。

　だけど、学生の士気に与えた影えい響きょうは甚じん大だいだ。

「……やっぱり無茶だったんだ。公爵家の戦いに、俺達が手出しするなんて！」

「死ななかっただけで奇き跡せきだよ……」

　この独特の空気。一戦が行われて、生徒達がおびえている。

　だけど、そんな生徒を公爵家の騎士達が戦争はこんなものじゃないぞと励はげましている。

「……坊ぼっちゃん、やられましたね」

　戦場に出ていた俺とシルバの目は別の場所を向いていた。

「ああ。俺達がゴーレムの相手をしている間に、奴等はしっかりと陣じん地ちを得た」

　奴等はゴーレムで攻せめてきた際に、ちゃっかり敷しき地ちを一部、占せん有ゆうした。

　正門から学園中央までを目指して長い道が走っている。

　通つう称しょう、メイン通り。

　正門からメイン通りを見て、右側に教育機関が集約されている。図書館や実験場、さらには鍛か冶じ屋やや幾いくつかの宗派に分かれた教会なんてものもある。

　そして校舎が幾つも十分な幅はばを持ち、立ち並んでいる。

　多くの建物は廊ろう下かで繫つながり、魔法学園に一年真っ黒豚ぶた公こう爵しゃくとして通った俺でも詳くわしい全容は把は握あく出来ていない。というか何の目的で使うのか分からない校舎が幾つもあるし、全容を把握しているのは学園長ぐらいって噂うわさもある。

「坊ちゃん、あっち側を守っているゴーレム。さっき襲おそってきたのとは質が……」

「だな。まるっきり違ちがう」

　今、あちらは仮面を被かぶった男達が歩き回っている。そして奴等の陣地を守るように、ゴーレムが徘はい徊かいしている。見せかけだろうが、黄金の鎧よろいを身に纏ったゴーレムがな。

「あのゴーレムを見ただろ！　悔くやしいが、俺達がいても邪じゃ魔まになるだけだ！」

「今、奴等の陣地を守ってるゴーレムはより質が高い！　俺達の魔法は通用しない！」

　あれだけやる気に満ち溢あふれていた先せん輩ぱい方がたもすっかりびびっている。

　無理はない。錆の連中が使し役えきしていたゴーレムは、質が違っていた。さすがの先輩方も破は壊かいされる直前になったら自ら爆ばく発はつするゴーレムなんて見たことがないだろう。




　奴等は戦わずして、俺達をメイン通りから左の居住区に押し込んだのだ。

「正門から見て右が奴等の領域。左が俺達の陣地だ。分かりやすいな、シルバ」

「俺達が維い持じ出来る陣地にも限界、ありますもんね」

「その通りだ」

　今や明確な境目が出来た正門から続くメイン通り。

　あそこを境に、境界が出来た。

「守るべきものは、こっちに多い。あっちは幾らでも建て直せるからな」

「公爵様は、あえて右側を取らせたと」

「そこまで考えていたかは分からないけどな。だけど、少なくとも邪魔だった先輩方は今回の戦いをきっかけにヨーレムの街に避難するだろ。俺達にとってもゴーレム襲撃は意味のあることだった」

　俺達は戦いを早く終わらせたいが、奴等には早く終わらせる理由もない。

　援えん護ごは、求められない。

　この戦いは公爵家の問題であり陛下も父上も関係者をこれ以上、増やす理由はない。

「……そうか。だから、このクルッシュ魔法学園は都合がいいのか」

「どうしたんですか？」

「何でもない。こっちの話だ」

　周りを深い森で囲まれて、情報の断絶が可能だから。

　だからこそ、父上が最も信しん頼らいする面メン子ツで構成された超ちょう精せい鋭えい。

　ま。そこに俺が含ふくまれているのが謎なぞなんだけど。




「……見ろよ、これ。あいつら、派手にぶっ壊こわしてくれたよなあ」

　ゴーレム戦は、俺にとっては大したものではなかった。

　あれは、前ぜん哨しょう戦せんにならない。ただ、邪魔な学生を退け、騎き士し達が設置した魔ま法ほう陣じんを破壊し、陣地を確保するためだけのもの。

　それは俺達も理解していた。

　だから、数人の生徒を一パーティとさせて、一パーティごとに公爵家の騎士がついていた。

　生徒が死ぬことがないように、公爵家としても彼らの家族のために最大限の配はい慮りょを。

　おかげで死者は出なかった。

　あれだけのゴーレムが攻めてきたにしては素す晴ばらしい戦果だ。

「って、納なっ得とく出来るかよ。何だよ、最初から取り決めしていたみたいなあの戦いは」

　──まるで、父上と奴やつ等らの間で事前にこうしようと取り決めがあったみたいだ。




　父上の居場所は彼女だけが知っている。

　バルデロイ・デニングの専属従者、ミント。

　彼女の居場所を探すのにも苦労したが、彼女は俺達の陣地で最も高さのある時計塔とうの最上階にいた。窓まど枠わくに腰こし掛かけ、外を見つめている。

　狙そ撃げき手らしい行動だ、学園を一望出来る場所を探していたらしい。

「若様、何の用ですか」

「父上と話をしたい。今、どこにいる」

「公爵様は休養中です」

「俺はあいつの息むす子こだ」

「どこから情報が洩もれるか分からない。公爵様の居場所は秘ひ匿とくしています」

「……頭が固いな。それより、分かったよ。君が俺の従者候補としてクルッシュ魔法学園にやってきた理由。学園を事前に探たん索さくするためだろ」

「さすがですね、若様。その通りです。陣地の理解は基本中の基本ですから」

　ミントが先行して学園にやってきていた理由。

　学園を知るためだ。ミントは学園が戦場になることを知っていた。

　だから、ああして歩き回っていたわけだ。

　シャーロットからも学園の構造を聞いて、自分の目で確かめていたんだ。

　どこなら狙撃手としての自分を最も活いかせるか、俺の従者候補として探さぐっていた。

「教えないっていうなら、力でねじ伏ふせたっていいんだ」

「やる気ですか？　若様、私を舐なめています？」

　ミントは頑がん固こだな。教えてくれる気配がない。

「じゃあ、一つ教えてくれ。父上は今の状じょう況きょうについてどう言っている」

「学生を排はい除じょしたいだけの小手調べだろうって、公爵様は言っています」

「だろうな。だからこそ思うんだ。あれは父上と奴等で決めていた流れじゃないのか」

「……」

　全てが敵の掌てのひらの上、そんな感じだ。

　ミントは答えなかった。その表情から、内心を窺うかがうことは出来ない。

　さすが父上の従者だよ。秘密主義の父上みたいに、ペテンが上手だ。

　サンサのことをずっと騙だましていただけはある。

「このまま話をしていても埒らちが明かないな。じゃあ、本人から直接聞くことにするよ」

「公こう爵しゃく様の居場所なら教えないと言ったでしょう」

「大だい丈じょう夫ぶ、もう君から聞くことはなにもないから」

　俺の耳はさっきからこの場所にやってくる小さな足音を捉とらえていた。

「公爵様、何故なぜここに！」

「ミント、席をはずせ。久しぶりに機き嫌げんがいい」

　現れたその男は、手には小さい酒さか瓶びんと見覚えのある剣けんを持っていた。

「この魔法剣ダブルと引き換かえに、幾つか質問に答えてやろうと思ってな」




　父上が酒を飲むなんて珍めずらしい。

　酒は五感を鈍にぶらせる。騎士達にも戦いの前には飲むなと厳命していたはずだ。

　戦場を前に、顔を赤らめた父上を見るなんて。

「父上。酒は控ひかえたと聞きましたが」

「まさか私が生きている間に再びこれを目にすることが出来るとは思わなかった」

　それは俺がサーキスタ大迷宮ダンジョンでゲットした魔法剣、ダブル。

　どうやら父親はあの剣を肴さかなにして酒を飲んでいたらしい。

　魔法剣ダブルは、俺が大迷宮ダンジョンから帰き還かん後にすぐに公爵家へ送ったが、もう父親の手の中にあるとは。

「少し感傷に浸ひたっていた。ルイスが公爵家を去る際に餞せん別べつ代わりとして取り返しはしなかったが、このタイミングで戻もどってくるとは」

　父上とルイスは兄弟だ。

　公爵家を去るまでは仲が良かったとも聞いていた。ルイスがあのまま公爵家に残っていれば公爵家の当主となっていたのはルイスの方だっただろう。父上とルイスはライバルとしてお互たがいを高めあっていたらしい。一方的に父上が突つっかかる方だったらしいが。

「父上。俺はサーキスタ大迷宮ダンジョンでルイスに会った。元気だったよ、もう死んだけどな」

「……そうか」

「信じるのか？」

　自分で言っといてあれだけど、今のは意味不明すぎる言葉だろ。

「サーキスタ大迷宮ダンジョンはそういう場所だ。死者すら生き返る」

　なんだよ。

　もっと驚おどろくと思ったのにな。

「お前がミントに聞いていた質問だがな、これは公爵家と錆の戦いだ。部外者は一いっ切さい、関かん与よさせない。その点に関して、私とマグナの意思は一いっ致ちしている」

「敵対するにしては、随ずい分ぶん仲良しなんですね」

「どちらかと言えば、敵対しているのは陛下だ。マグナの心臓を望むぐらいにな」

「……父上。貴方あなたの本心はどこにあるのですか」

「私は公爵だ。下らん情に流されるわけにはいかない。陛下の命令は、絶対だ」




　陛下は、錆の殲せん滅めつを望んでいる。

　陛下は、北方で錆の連中が下手を打ち、帝てい国こくを刺し激げきすると思っているのだ。

　だけど奴等は二流じゃない。

　錆の頭目であるマグナがいる限り、錆の工作員は冷静に帝国を調べ上げるだろう。

　父上はマグナという男が癖くせのある錆の連中を完かん璧ぺきに抑おさえ込むことが出来ると思っているが、女王陛下は錆の連中を信じ切っていない。アニメの中でも、錆の連中がどれだけ有能であるかを陛下が理解するのは、戦争が始まってからだからな。

　錆の連中はあの未熟なシューヤを抱かかえ、アニメでは帝国に潜せん入にゅうしてたからな。

「どうして心臓を」

「私も先代から聞かされただけだが、マグナの心臓は体内で燃えているらしい。面おも白しろい話だろう。そうだな、いい機会だから教えておくか。マグナと出会ったら、奴の子飼いが集まってくる前に奴を凍こおらせろ。そして、そのための武器が今、手に入った」

　父上は酒を呷あおりながら、魔法剣ダブルの柄つかを握にぎりしめた。

「マグナのこと……随分と詳くわしいんですね」

「歴代公爵から、代々伝えられてきたことだ。マグナを殺すには、凍らせろとな」

「それを向こうは知っているのですか」

「当然、知っている。だがマグナは用心深い、簡単に姿を現すわけがない。最初はお互いに力の削けずりあいになるだろうが、時が来れば私が討うつ」

「その時に力の指輪を」

「ああ」

　父上の指に嵌はめられたくすんだ銀の指輪は、力の指輪と呼ばれている。

　歴代のデニング公爵に受け継つがれ、デニングの名前を世界へ広めるに至ったマジックアイテム。副作用もでかいが、瞬しゅん間かん的に大いなる力を手に入れられる諸もろ刃はの剣つるぎ。

「スロウ。お前が戦う理由は何だ？　お前にとっては巻き込まれただけだろう」

「クルッシュ魔法学園を、また壊されちゃ堪たまらない。それだけだよ」

　一度、ならず、な。

「ふっ。そういえば、お前が守り抜ぬいた学園だったな。そうだ、マグナを討てばお前を次期当主にしてやってもいい。どうだ、より……やる気が出るか？」

「全力でお断りだよ。でも、父上がその調子じゃ、マグナは俺が倒たおすかもな」

　らしくない。

　マグナは父上にとって因いん縁ねんの相手だ。

　冗じょう談だんでも、俺に譲ゆずろうとするなんて。

「……そうか、全力でお断りか」

　小さく父上が笑った。

　酒を飲みながら、父上はその後もマグナとの関係を教えてくれる。

　父上が公爵となったときに、先代の公爵からマグナの性格、奴が管理する錆との付き合い方、そしてマグナは人間ではないとの与よ太た話ばなし。秘密主義の父上にしては珍しい。

　全ては歴代公爵にのみ代々引き継がれる話だろう。

　饒じょう舌ぜつな父上。こんな機会、滅めっ多たにない。だから──。

「どうしてサンサじゃなくて俺を学園に残したんですか」

「お前は、サンサとは違ちがう。もし私の身と勝利。どちらかが目前にあるとすればお前はためらうことなく勝利を選ぶことが出来るだろう」

「そんなことは……」

「出来る。お前は切り捨てることが出来る人間だ。私やサンサとは大きく違う」

「……」

　何も言い返すことが出来なかった。

　俺は大事なもののために全てを切り捨てた前科があるからな。







　夜は俺達の作戦会議の時間だ。

　夜会──面メン子ツは、クラウドとシルバ、そしてシャーロット。

「あの、スロウ様。私、思うんですけど、どうしてあのモロゾフ学園長様が、クルッシュ魔法学園を公爵家の戦場にすることを許したんでしょう」

「女王陛下の強い思いだよ。陛下は錆の連中を殲滅すること、ただそれだけを望んでいる」

「……やっぱり公爵様が自ら動かれるってことは、陛下が大きく関わっているんですね」

　父上の頭が上がらない人物はこの世界でただ一人。女王陛下だけだからな。

「あ。そういえばシャーロット。今日、父上に言われたんだ。俺が錆の頭目、マグナを倒したら俺を次期公爵にしてやってもいいってさ」

「……それでスロウ様、なんて答えたんですか？」

「お断りだって、言ってやったよ」

　そして、父上の予言は的中した。

　俺達を待っていたのは、紛まぎれもない戦争だった。







「──坊ぼっちゃん、本当に俺達だけでいいんですか？」

　道の向こう側を守るゴーレムを破は壊かいして、奴やつ等らの陣じん地ちに潜入する。

　騎き士し達と共に行動する道もあったが、それは止やめておいた。

「一いっ緒しょに行動するなら、勝手知ったる相手がいい」

「それは頼たよられてるって考えていいんですか？」

「そういうことだ」

　奴等の陣地、あいつらは中々姿を見せようとはしない。

　さすが影かげとして、戦い抜いてきた猛も者さ。

　自分達の得意な領域に引きずり込もうとしているのか。

「だけど中々、姿を現さないっすね」

「奴等には早く決着をつける理由がないからな」

「……勝てますかね、坊ちゃん」

「さあな。そもそも本当に父上が何を考えているのか、分からない部分もある。だけど一つ確定しているのは、奴等を倒せば学園が破壊されないってことだ」

「っすね」

　援えん護ごは、求められない。

　この戦いは公爵家の問題であり、陛下も父上も外に知らせる気はない。

「成なる程ほど、確かにクルッシュ魔法学園はあいつらにとってやりやすい場所だろう」

　学園の卒業生である奴等にとって勝手知ったる場所だ。

　隠かくれる場所なんて、幾いくらでもある。

　ここは奴等の陣地、何が仕し掛かけられていても可笑おかしくない。

　慎しん重ちょうに、校舎へ向かう。

　あいつらが出てこないなら、奴等が好みそうな場所にこちらから行ってやる。

「シルバ。どこから出てくるか分からないぞ」

　普ふ段だんはたくさんの生徒で溢あふれ返っているのに、今や空気が停てい滞たいしていた。

「こういう戦いは苦手っす」

「……俺もだよ」

　肩かたをぽきぽきと鳴らして、ちょっと空を見上げた瞬間だった。

　地面が、砕くだかれる。砂すな埃ぼこりを吸い込まぬよう口を押さえた。

「ひひっ！」

　獣けもののように地面すれすれから、高速で俺達に接近してきた。

　そして足元から、俺の顔面を狙ねらって蹴けりを繰くり出してきたんだ。

　視界の外からの攻こう撃げき。今のはまさにコクトウの攻撃そのものであった。

　何とか反応出来たのは、ミントの指し摘てき通り、風を纏まとっていたからだ。

「ひっひ！　驚いた！　よく見抜いたなッ！」

　そいつは狼おおかみを模した仮面を被かぶっていた。

　あれは魂たましいの仮面だ。本人以外が取り外すと、顔が無くなる恐おそろしいマジックアイテム。素す性じょうがばれたらまずい暗殺者や盗とう賊ぞくなんかが好んで身に着ける偽いつわりの仮面。

「ひひ！　俺の標的スロウ・デニング！」

　髪かみを後ろに結び、印象に残る可笑しな笑い方。

　やだなあ。イチバン……あいつのことはよく知っている。

「ひひっ、楽しいな！　俺達には、打ってつけの場所だ！」

　最初に一撃を放ってきたイチバンが、俺達の周りを付け狙っている。

　アクロバティックな動きで、相手を翻ほん弄ろうする曲芸師。

　錆の実動部隊の中でも、リーダー的な役割を担になうことが多い──イチバン。

「ひひ！　数十年たつと、やっぱり変わってるよなぁ！　ここまで綺き麗れいじゃなかったぜ！」

　錆の連中は、仕事では恐ろしく静か。

　だけど、今は猛もう獣じゅうのように学園を走り回っている。

「一いっ旦たん、校舎の中に逃げるぞ、シルバ。外は狙い撃うちにされる！」

「ひひひ！　待てよ！」







　俺達は校舎の中に逃げ込んだが、これが失敗だった。

「構うな、シルバ！　あそこから、降りるぞ！」

　常識にない無茶な体勢で奴等は魔ま法ほうを繰り出してくる。

　イチバンとコンビを組んでいるらしい猿さる仮面の男は、枝をつかんで校舎の中へ魔法を放ってくる。校舎の中に逃げ込んだが、より状じょう況きょうは悪化した。

「坊ちゃん、あいつらの動き、なんなんですか！」

　あいつらに追い立てられていた。

　細長い廊ろう下かを抜け、階段を降りる気にもならなかった。

　そのまま三階の窓ガラスをぶちやぶり、一瞬の浮ふ遊ゆう。そして着地。

　魔法で、衝しょう撃げきをずらし、上から俺に続いたシルバを魔法で受け止める。

「あざす！　坊ちゃん！」

「すぐにあいつらも落ちてくるぞ！　いいな、シルバ！」

　落ちてきた所を狙い撃つ！

　魔法の弾だん幕まく。しかし、奴は器用に射線を見み極きわめ、避よけていく。

「坊ちゃん、あいつら、逃げていく！」

「俺と魔法の撃ち合いは利がないと考えたんだろ。賢けん明めいな判断だ」

　こちらと真正面から戦うつもりはないんだろう。

　卓たく越えつした技能と、裏付けされた経験。

　行動に迷いが見られない。

　彼らは戦せん闘とうに私情を挟はさまない。意に添そわぬ指令でも、やり遂とげる者達だ。

　これが、騎士国家の暗部を担ってきた集団か。

「なんなんだよ、あれ……それにイチバンって名前も変な奴だな」

　奴等は名前を持っていない。

　存在を抹まっ消しょうしてからは、数字を与あたえられている。

　数字が小さい程、優すぐれているということ。

「シルバ、奴等の根城を探すぞ、どこかに構築しているはずだ」

　錆は公こう爵しゃく以外では、連れん絡らくも取れない秘ひ匿とく集団だ。

　普段は何をしているか、一説では一いっ般ぱん市民に交じって生活しているようだが、誰だれも知らない。彼らによって、悪事に手を染めた貴族が、誰も知らない場所で葬ほうむり去られていく。

　公爵になれば、彼らを使いこなさないといけないのだ。

「坊ちゃん、魔法で、あいつらの足を！」

「もうやってるんだよ！」

　だけど、あいつら！

　俺の魔法が飛んでくる場所を正確に予想しているのか、擦かすりもしない！

　気が休まらない。奴等の根城を探したいのだが、すぐにあのイチバンが襲おそってくる。

「ひひ!!　楽しいなあ！　こんな真昼間から遊べるなんて！」

　いつも暗くら闇やみに忍しのんでいるからか？　どうでもいい！

「やりづれえ！　なんなんだよ、こいつらは！」

　シルバと同意見だ。

　だけど、あの経験が生きてる。

　ミントの高い能力を明らかにしたコクトウの襲しゅう撃げき。

　風を纏い、反射速度をあげる。

　ただ常時となると、俺を中心に半径二メートルが限界。

　それも動くものを察知するぐらいしか出来ないが、錆さび相手には有効だった。

　あの経験があるから、何とか俺は錆の連中に対応出来ていた。

「坊ちゃんが公爵になったら、こんな奴等を使いこなさないといけないんですか……」

「断固お断りだ！　それよりシルバ、方針を変へん更こうする。奴等の陣地から退たい却きゃくだ」

「え、どこ行くんですか」

「宝物を探しに行くんだ」




　俺が向かったのは、正門から見て左側。

　つまり俺達公爵家が陣地としている範はん囲いだ。

　あの連中は俺達が奴等の陣地から出ると追ってこなかった。やっぱり理解しているのか。こっちの陣地には、魔法の罠わなをそこら中に構築してあることを。

「で、坊ちゃん。お宝って、ここに一体何が？　入るなって書かれてますけど……」

「結界を開けられるなら、入ってもいいってことだ」

「……確かに結界を開けられるなら、入っていいって書かれてますね……。でもここって学園の偉えらい人達が住んでる場所じゃなかったっすか？」

「細かいことは気にしない」

　向かったのは教員棟とうの最上階、学園長の部屋だ。

　階を分ぶん割かつする壁かべを全て取っ払ぱらい、最上階を全て使用した大広間。

　水の魔法使いである学園長の領域である。

「坊ぼっちゃん！　この部屋、植物が襲ってくるんですが！」

「学園長の私室だ。許可なく入れば、このざまだ！」

「こんな危ない部屋、聞いたことがないっすよ！」

　勝手な侵しん入にゅう者には、学園長が手塩にかけて育てた植物が襲ってくる。

「シルバ！　俺は調べものをするから、しっかり背中を守ってくれよ！」

「吞のん気きすぎるって坊ちゃん！」

　学園長が普段使っているのだろう大きな執しつ務む席は部屋の真ん中に設置されていた。

　そこへ辿たどり着くまでは、学園長に丁てい寧ねいに育てられているのだろう種類も分からない、大小様々な樹木の攻撃に耐たえなければならない。

　シルバが後ろで枝を切り落としている間に俺は学園長の机、その引き出しを探さぐっていく。

「……あった」

　学園長、許してくださいね。

　後で、ばれないように返しておきますから。







　──学園に響ひびき渡わたる甲かん高だかい笛の音。

　あれが、公爵家と奴やつ等らの間で結ばれた約束の一つ。

　戦いの始まりと終わりは奴等の笛で知らされる。

　奴等に戦いの時間まで決められているのは癪しゃくだが、少なくとも今日の戦いは終わった。

「坊ちゃん、学園の修復費用、公爵家が持つって話すよね？」

「……」

「これ、大だい丈じょう夫ぶっすか？」

　男子寮りょうの屋上から奴等が支配している陣じん地ちを見み渡わたす。

　綺麗に再建されたばかりだっていうのに、校舎には幾つもの穴があき、木々は薙なぎ倒たおされている。あれが奴等と騎き士し達の戦いの凄すさまじさを物語っていた。

「俺が心配することじゃないけど、頭が痛くなるな」

　少なくとも、この規模の戦いが続けば……学生の間でこっそり行われている賭かけで大負けする者が多くなるだろうな。校舎三つでは済まないだろう。




　屋上から部屋に戻もどると、シャーロットとクラウドが俺の部屋で待っていた。

「……え？　あの子が大戦果を挙げた？」

「大したものですよ、スロウ様。公爵様が従者に指名しただけのことはあります」

　本日、一番の戦果を残したのは、他でもないミント。

　遠えん距きょ離りからの狙そ撃げきで、二人を倒したらしい。

　奴等は胸を穿うがたれて、即そく死しだったとか。

　騎士達がかく乱し、狙撃手のミントが一人、一人、確実に仕留めていく。

　単純だが、効果的な作戦だ。そして恐ろしいのはここからだ。

　近くにいた騎士達が顔を確かく認にんするために仮面を取ったら、その下は能面。

「ひ、ひえええ……夢に出そうですね……」

　シャーロットが小さく悲鳴を上げる。

　恐ろしいなあ、あの仮面。素性を隠かくすためって言っても、あそこまでやるか。

「……公爵様がおられる戦場では、不思議なことが起こると聞いたことがあります。危ない場面、どこからか矢が飛んできて命を救われたと」

　クラウドがしみじみとした顔で語っている。

「戦場の女め神がみがあれほど幼い子だったとは」

　あの年で戦場の女神か。

　一体、何なん歳さいから戦場に出されていたんだろう。

　というかサンサの訓練から抜ぬけ出して、父上の戦場に駆かけ付けるなんて。

　そっちの苦労の方がある意味、大変だったんじゃないか。

　さすが父上の従者、敵にしたくない。

　こちらの犠ぎ牲せいはミントの援えん護ごもあって〇ゼロ人、初日にしては素す晴ばらしい戦果。

「それで、坊ちゃん。わざわざ、あんな部屋に向かった理由は何なのですか？」

「これだよ」

　丸まった羊皮紙を机の上に広げた。

　俺がモロゾフ学園長の部屋に忍び込んでまで、欲ほしかったもの。

　それは地図だ。大きな地図の上で動く点を見て、シャーロットも誰もが声も出さずに驚おどろいている。今、この学園にいる人間が点として表れている。アニメ知識、万ばん歳ざい。

「す、凄すごいっすね、坊ちゃん、これ」

「残念ながら、精度があまりよくないんだ。ほら、俺達がいる男子寮を見てみろ。点は二つあるけど、俺達は四人いる。この地図を過信するのは危険だが、大体の奴等の動きは摑つかめると思ってな。知りたいのは奴等の拠きょ点てんだ」

　公爵家の精せい鋭えいと戦うんだ。

　俺達と同じように回復薬や貴重なマジックアイテムを奴等はこれでもかと、どこかに持ち込んでいるだろう。出来れば早い段階で叩たたき潰つぶしておきたかった。

「クラウド、シャーロット。二人にはこれを預けるから、敵の拠点を見つけてほしい」







　あの地図は歴代の学園長が、学生の動きを観察するためのものだ。

　だけど描えがかせた地図は百年近く昔のもので、その間にクルッシュ魔ま法ほう学園は再建や増改築が盛さかんに繰くり返されている。

　あの地図と奴等の動きを照らし合わせ、拠点を見つける。地味な仕事が大得意なクラウドと、学園の地理に詳くわしいシャーロットにしか出来ないことだ。

「それで、クラウド。俺に話って？」

　クラウドから話があると廊ろう下かに呼び出された。

　真面目なシャーロットは地図と睨にらめっこ、シルバは早くも就しゅう寝しんしている。

「俺の思い過ごしかもしれないんですが、気になっていることがありまして……ゴーレムが学園を襲撃した時のことなんですが」

「なんだ？」

「……あの時はまだ俺達の危機感も薄うすかった。様子見にシャーロットと一いっ瞬しゅん、外に出たのですが、その時……ゴーレムがシャーロットの姿を見て、引いた気がするのです……」











四章　公こう爵しゃくの決断









　本格的な戦せん闘とうが始まってから、数日が過ぎた。

　クルッシュ魔法学園で行われている攻こう防ぼうは、一進一退で膠こう着ちゃく状態。

　奴等が積極的に俺達を襲しゅう撃げきしないのは、力を見せつけているんだろう。

　自分達がどれほど公爵家の役に立つ人材で、この場で自分達を殲せん滅めつすることがどれほど公爵家にとっての損失なのか見せつけている、それが騎士達の総意。

　正解か不正解かは、父上を除いて誰だれにも分からない。

「奴等、ふざけているのか！　真面まともに戦おうともせず！」

「落ち着け。損耗は奴等のほうが大きいのだ」

　父上の直属の騎士達はすっかり翻ほん弄ろうされている。

　まぁ無理もない、俺だってまだ一人も倒せていない。

　騎士達もストレスが溜たまっているらしい。さすが父上直属、脳筋連中が多いなあ。

　でも、理解出来る部分もある。

「誰も口を割らぬ！　マグナの居場所を聞き出すのは無理だ！」

　錆さびの連中は、固い絆きずなで結ばれている。

　彼らは何をされても、口を割らない。

　それに彼らは一様にマグナがどこにいるか、答えない。というか、知らないらしい。

　あいつらは、父上よりもマグナへの敬意のほうが強いだろう。

「マグナはどこにいる！」

　騎士達が本ほん拠きょ地ちにしている大聖堂は、苛いら立だつ騎士で溢あふれていた。

　騎士達は各おの々おの、固まって休むものもいれば、適当に部屋を探し休んでいるものもいる。

　夜になれば、戦いは発生しない。そういう約束を父上とマグナは結んでいるらしい。

　というか、一方的に奴等が通知してきたんだ。

　この地で奴等を殲滅する、そのために俺達は奴等の要求を吞のみ続けている。







　錆とは死を恐おそれないいかれた連中の集まりだ。

　はあ。まさか俺が錆の連中と戦うことになるなんて夢にも思わなかったよ。

「坊ちゃん。シャーロットちゃんとクラウドの旦だん那な、苦戦しているようですね」

「簡単に奴等の本拠地が分かれば苦労はしないさ。シルバ、俺達は部屋に戻ろう」

　戦いが終わってからも、奴等は陣地の中で移動し続けている。

　シャーロットの地図観察によると、奴等は寝ねていないのではとさえ思えるとのことだ。

「たった数日で、これか……まだ俺達は奴等の根城も見つけてないのに……」

　瓦が礫れきの山を前に、乾かわいた笑いが止まらない。

　暴あばれん坊ぼうのモンスター集団が一年間住み着いたら、こんな廃はい墟きょになってしまうだろう。ヨーレムの街に避ひ難なんした学園関係者がこの有様を見たらどんな顔するかな。

「でも、こっちのほうが錆相手だと有あり難がたいか……」

　奴等は遮しゃ蔽へい物や建物を使い、姿を隠す。

　勿もち論ろん、俺達だって同じことが出来るが、あいつらのほうが長たけている。

　奴等の陣地、中には既すでに倒とう壊かいしている校舎もある。

　昨日聞こえたでかい音はあれか。どれだけ激しくやりあったんだか。




　部屋に戻ると、シャーロットとクラウドが地図と睨めっこをしている。昼間からずっと、奴等のアジトを探すために、二人は地図の上を走る点を見つめているんだ。

「頭が可笑おかしくなりそうですよ、スロウ様」

「だろうなクラウド。俺も絶対にやりたくない。だけど、価値はあるよ」

　俺達の毎夜の作戦会議。

　シルバが敵の動きに愚ぐ痴ちを零こぼし、クラウドが目が可笑しくなりそうだと嘆なげく。

「ミントちゃんから聞いたんですけど、今は相手の数を確実に減らしていく方針だそうです。凡おおよそ、あちらの構成員は三十名前後。私達より少し多いみたいです」

　そして、シャーロットがミントから聞き出してきてくれた情報を俺達と共有。

　大体、そんな流れで進んでいく。

　あっちも俺達が自由にやっていることは知っている。連れん携けいをとればいいとも思うが、俺達は自由にやらせたほうがいいとの父上の方針に騎き士し達も大人しく従っている。

「真っ当だな。特とっ攻こうをかけても勝てる相手じゃないからね」

「しかし、坊ぼっちゃん。敵の大将マグナは一向に姿を見せませんねえ」

　マグナは一向に姿を見せない。

　こちらも父上は戦場に出ていないがその意味は違ちがう。

「スロウ様。向こうは公爵様との一対一を望んでいるようですが、さすがにそれは吞めないと突つっぱねたそうです」

「当たり前だな」

　クラウドの言葉に頷うなずいた。

　そりゃあ、そうだ。

　万が一、父上の身に何かがあれば、国としての損失だ。

　それに父上は自分の手でマグナを討うつことを望んでいる。

　その時に備えて、力を温存している。

「あ、ミントちゃんとのお散歩の時間なので……また後で」

「行ってらっしゃい、シャーロット」

　最近シャーロットはよくミントと一いっ緒しょになって、ご飯を食べているらしい。

　シャーロットには地図の観察以外に、ミントからの情報収集も頼たのんでいた。

　この部屋に籠こもりっきりのシャーロットとあの最上階で狙そ撃げきしっぱなしのミント。

　どちらも息が詰つまるだろうからな。

　ミントも同年代の友達が欲しかったようで、シャーロットを歓かん迎げいしているらしい。そういえば、あの二人。最初っから相あい性しょうは悪くないみたいだった。

　父上直属の騎士団の中でも、ミントの存在は秘ひ匿とくされていた。

　彼女は彼女で、複雑な立ち位置らしいのだ。

「でも坊ちゃん。前から気になっていたんですけど、どうして公爵の従者、あの子は俺達に色々教えてくれるんでしょうね。やけに協力的じゃないっすか？」

「さあな……」

「あの子は怪あやしいっす。情報を俺達に教えてくれるのも、何か裏があるのかも」

「……おい、ミントは仲間だぞ」

　思えば、ミントはサンサに新従者候補として連れられてきてから、ずっと俺達の味方だった。早々と、正体を暴ばく露ろしてたしな。

「それについては今日、シャーロットから聞きましたよ」

　ずっと目を押さえていたクラウドが口を出す。

「あの子はスロウ様に恩を売っているって、そう言ってましたね」

「……恩？」

「恩を売っておけば、大きく返してくれそうだからって──打算的な娘むすめのようです」







　奴やつ等らが攻せめてくる時間帯は大体、把は握あく出来ている。

　太陽が一番高く上がってから、夕刻まで。

「倒たおすぞ。今日も何も戦果を上げられなかったら、さすがに嫌いや味みを言われるからな！」

　戦いの合図は、甲かん高だかい笛の音だ。

　昼間に一度、学園の中心部一帯に届くほどの大きな笛の音が鳴らされる。

　大方、あれもマジックアイテムだろう。

「坊ちゃん、今日の目標は？」

「あの面めん倒どうな狼おおかみ仮面の男を倒す！」

「ああ、それはいいっす！　常に周りをウロチョロと、目め障ざわりったらないですからね！」

　アニメの中では錆の実動部隊の中で唯ゆい一いつの名前持ち。

　錆の中で特に生きるに長けた人間で、戦せん闘とう狂きょうの気があった。しかも、しつこいッ！

　そんな強者にマンマークされるのは御ご免めん被こうむるっての！

「……こっちは特にひどいっすね」

　奴等の陣じん地ちに入ると、その凄せい惨さんな光景に目を奪うばわれた。

「学園の関係者でもないお前でもそう思うか」

「こんなの、学園の生徒には見せられねえっすよ……」

「だな。戦いが長引けば長引く程ほど、被ひ害がいは拡大する」

　普ふ段だん、俺達が日常の大半を過ごす場所が徹てっ底てい的てきに破は壊かいされている。

　公爵家が占せん領りょうしている道の左側はまだましだが、右側はひどい。

　俺達の区画とは打って変わって、奴等の領域は破壊が激しい。奴等は俺達と戦っていない間でさえ建物を破壊し続けている。もはや、学園は見る影かげもない。

　これは、あえてだ。自分達の姿を隠かくしながら戦えるよう、戦場を作り変えている。

「坊ちゃん、止まってください」

　シルバの足が止まる。

「そこに……何かが動いたような……」

　瓦礫の中から、何かの気配を感じた。

　俺も同じだ。何かが動いた。瓦礫の下で、何かがうごめている。瓦礫が爆ばく発はつして、砂さ塵じんに視界が無くなる。シルバがせき込み、俺は風の魔ま法ほうで一気に砂塵を吹ふき飛ばす。

　だけど──。

「そっちじゃない」

　突とつ如じょ、背後に現れた何かの気配。

　奴等が投下したナイフを避よけると、あいつが姿を現した。

「ひひ……また躱かわされた」

　狼をイメージした仮面を被かぶっている男、名前はイチバン。

　姿を見せたと思ったら俺の視界からもすぐに消える。




「……」

　この廃墟を生み出した奴等に怒いかりが湧わいていた。

　罠わなだと分かっていたが、奴が逃にげ込んだ校舎の中に入っていく。階段を上り、廊ろう下かに出た。二階だ。俺も授業で使う見慣れた校舎の中、様子はいつもと違っていた。

　窓ガラスは割られ、既に他の騎士がこの場で戦ったのだろう、壁かべには大穴があいて外が見えていたり、天てん井じょうが落ちて、上の階が見えていた。

　……これじゃあ建て直した方が安くすみそうだな。

「シルバ！　数人隠れているぞ！」

「坊ちゃん、向こうの教室にいる……気がした！　たのんます！」

「ああ！」

　俺は壁をぶち抜ぬいた。

　ノーアクションでこれだけの規模の魔法をぶっ放せるのも俺の強みだ。

　奴等の姿が、隣となりの教室から露あらわになる。

　さすがに、俺がどでかい穴を教室の壁にあけるとは考えもしなかったのだろう。

　中にはアニメの中では帝てい国こくに潜せん入にゅうした際、シューヤをサポートし続けた男。

　イチバンの姿も見えた。

　あいつは人間離ばなれした動きで、俺の魔法を避けていくが、一人遅おくれた。俺がノーアクションで壁を吹き飛ばしたお陰かげで壁に叩たたきつけられ、その姿をはっきりと現している。

「はい、一人っと！」

　逃げ遅れた一人にシルバが襲おそいかかる。

「ひひ！　お前らもしっかりと壊こわすようになったじゃねえか！」

「お前らに比べたら可愛かわいいもんだよ」

　学園に配はい慮りょしていては、こいつらと渡わたり合えないからな。

　その辺の遠えん慮りょはもうとっくになくなっていた。

「ひひひ、スロウ・デニング。随ずい分ぶんと俺達の気配に敏びん感かんだな。俺達みたいな連中と戦ったことがあるのか？」

「教えてやる義理もない」

　俺達が狙ねらっているあの男。

　イチバンは流れるようにその身体からだを窓の外に投げ出した。

　姿を追えば、校舎の壁を蹴けって華か麗れいに着地し、こちらを見て笑いながら姿を消す。

「坊ちゃん、やっぱりあのイチバンって奴が邪じゃ魔まだ。俺達をマンマークしてやがる」

「……だな」

　室内に置いてある机の上に腰こし掛かけ、大きく息を吐はいた。

「中ちゅう途と半はん端ぱな戦力は役に立たない。父上が少数精せい鋭えいにこだわり続けた理由がやっと分かったよ。栄光に目がくらんだ俺の姉弟きょうだいだったら、深追いして簡単にやられてしまっただろう」

　今日の目的は、アイツを倒すことだ。

　シルバが一撃で仕留めた敵も、イチバンに比べれば実力は大きく劣おとる。

　でも、イチバンに撹かく乱らんされながら、一人倒すことが出来ただけでも表ひょう彰しょうものだろうさ。




　校舎を出ると、奴が姿を現した。

「ひひ……今日は休ませねえぜ？」

「奇き遇ぐうだな、俺も同じ意見だ」

　イチバンは最初に出会った時、俺を標的だと言っていた。

　どうやら父上直属の騎士達も同じ相手と戦い続けているらしい。

　しかし、今日は様子が違った。

「……坊ぼっちゃん、何かがおかしい」

「そうだな……明らかに誘ゆう導どうされている」

　校舎の側面を走ってまで俺達を狙ってきたイチバンが、急に俺達を執しつ拗ように付け回すことを諦あきらめたのだ。逆に追い立てるように、俺達を誘導していく。

　どんどん学園居住区から、外へ。

　見通しの良い原っぱ、その先は広大な農地が広がっている。

　クルッシュ魔法学園は資源を全て外から運びこまれる馬車に頼たよっているわけではない。毎日の食しょく糧りょうの半分ぐらいは自給自足で補っているんだ。

　あっちは俺達の陣地でも奴等の陣地でもない。

「ひひ。ここまで生き延びた褒ほう美びだ。爺じいさんに、あわせてやる」

　仮面の下から強きょう烈れつな眼光を放ちながら、あの男、イチバンは姿を消した。

　そこは、これまであいつらが戦いを避さけていた場所でもある。

　これだけ見通しが良ければ、物もの陰かげに隠れ、ゲリラ戦を中心とした奴等の戦せん闘とう方法には余りにも相応ふさわしくないからだ。

「坊ちゃん……あそこに人が……」

「シルバ、警けい戒かいを怠おこたるなよ」

　農地に水を提供する巨きょ大だいな池が幾いくつも存在する。

　池と池を繫つなぐ、桟さん橋ばしの真ん中に誰だれかがいた。

　桟橋の上に座り込み、のんびりと釣つりをしているのか。

　背をしなった弓のように曲げ、傍かたわらには飲みかけのコップ。

　何者かが桟橋で吞のん気きに釣りをしているのだ。

「シルバ。俺一人でいく」

「坊ちゃん。もしかしてあいつは……」

「ああ、もしかするかもしれない」

　今、このクルッシュ魔法学園で何が起きているか。

　学園関係者であれば、知らぬ筈はずがない。

　だったら、あのご老人はどこからか学園に入ってきた一いっ般ぱん人じんってことか？

　そんな馬鹿な。

　足音を立てても、慎しん重ちょうになっても、結局意味はないだろう。

「マグナだな」

　釣りをしている後ろ姿に話しかける。

　学園の中心では、こいつの部下と騎き士し達が戦っているというのに、吞気だ。

「何用かな。バルの息むす子こよ」




　　　　●




　マグナは変装の達人だとミントから聞いていた。

　直じかに連れん絡らくを取り合っている父上でも本当の顔を知らないと言っていた。

　であればこの姿は偽いつわりなのか。

　身体は脱だつ力りょくし、釣りを楽しんでいるようにしか思えない。

　とても公こう爵しゃく家の当主を狙う大物だとは思えない。

「今すぐ、部下を引き上げさせてくれ」

「急ぐな、バルの息子。自己紹しょう介かいすらさせてくれないのか」

「自己紹介なんていらない。今すぐ、あいつらを止めろ」

　俺が何者か分かっているのか？

　今この場で俺がこいつを捕つかまえれば、全て終わるんだぞ。

「バルの息子。そんなに構えていては、水の中の魚が逃げてしまう」

「この池には魚はいない」

「どうりで。ここ数日、何も釣れないと思ったよ。それで、バルの息子。何の用事で、このおいぼれの密ひそかな楽しみを邪魔するというのか」

「まやかしは俺には通用しない。あんた、長生きすぎて人間じゃないって言われてるぜ」

「ふふ」

　その枯かれ枝のような首に、杖つえの先を突つきつける。

　僅わずかでも可笑おかしな真ま似ねを見せれば、捕らえる。

　俺が無む詠えい唱しょうの魔ま法ほう使つかいだという事実も、このマグナなら知っていても可笑しくない。

　だけど、恰かっ好こうをつけなければ、この老紳しん士しが醸かもし出す空気感に飲み込まれるような気がしたのだ。背筋をよく分からない戦せん慄りつが走り続けている。

「断る、と言ったら？」

「今この場で、俺があんたを倒たおす」

「出来ないよ。バルの息子。君には私を倒せない……残念ながらね」

　枯れ木のような老人だ。だけど、飲み込まれそうな何かを感じた。

　何も特筆するところもない。

　杖を釣つり竿ざお代わりにして、何も釣れないだろうに、糸を垂らしている。

　動きはない。

　本心から、言っているのか、俺を惑まどわそうとしているのか判断はつかない。

「……試ためしてやるよ」

「シャーロット姫ひめ」

「……」

「バルの息子。その言葉だけで、お前は動けなくなるだろう？」




　思わず、空を仰あおぎ見た。

「……くそ」

　この爺さん、まさかシャーロットに話を持っていくとは。

「素す直なおだな、バルの息子。私にとっては美点に思える、大事にするといい」

　爺じじい、何を知っている。

　いや、この余よ裕ゆうだ。知っているのだろう。

　シャーロットが何者であるかを。

　無論、シャーロットには優ゆう秀しゅうな護衛をつけた。クラウドが常に傍そばに控ひかえている。

「シャーロットに手を出したら、お前らは終わりだ」

　クラウドは経験豊富だ。あらゆる状じょう況きょうに対応出来る男だ。

　だけど、確かにこの爺さんがその気になれば、誘ゆう拐かいでも何でも容易たやすく行えるに違ちがいない。

　だって、この爺さんはその身体のみで、騎士国家という大国を翻ほん弄ろうしているのだから。

「君達を害す気はこれっぽちもない。そもそも出来ない。シャーロット姫には、あの風の大精霊アルトアンジュまでついているからね。このクルッシュ魔法学園に侵しん入にゅうする際、その姿を一目見ようとしたんだが、警告されてしまったよ。彼女に何かすれば、即そく座ざに殺すとね」

　何が可笑しいのか、爺さんは低くしわがれた声で笑う。

　……大精霊さんが直接、警告を発するって聞いたことがないぞ。

　それだけ危険ってことか。……てか、あいつサーキスタから戻ってたのか。

「マグナ、あんた。どこまで……知ってるんだ……」

　大精霊さんのことまで知っているとは予想外過ぎる。

「私はこの国について多くを知っている。とりわけ、公爵家については誰よりも。バルの息子、君を次期公爵として教育するよう伝えたのは私だ。一目で、特別だと分かったよ」

　まいったな。

　俺の目的なんか、全て把は握あくされていそうだ。

　池の向こうでは、シルバが水切りをして遊んでいた。あいつ、やっぱり吞気かよ。

「バルの息子よ、安心していい。部下にも、シャーロット姫には手を出さないよう厳命している。無論、彼女の正体は伝えていないから安心したまえ」

「……信じられるかよ」

「信じるに足る証しょう拠こはあるだろう。一度、見み逃のがしているじゃないか。君の騎士から報告を受けていないのかな。いいや、受けているだろう、初日のことだ。あれは私の指示でね」

「……」

　クラウドが言っていた件。

　あれは、そういうことだったのか。

　俺にシャーロットには手を出さないということを証明するために、わざと。

「君にお願いがある。この学園から、去ってくれないか」

「それは言葉通り、俺には勝てないってことでいいんだよな」

「バルの息子。これまでも幾つもの難局を乗り越こえてきたようだ。正直、君の行動だけは読めない。出来ることならこの地から早さっ急きゅうに立ち去ってほしいものだ」

「あんたらが帝てい国こくを害す気を無くせば、全て丸く収まるんじゃないのか」

　始まりは、錆を束ねるマグナの意思が女王陛下にまで届いたことにある。

　こいつが、帝国を刺し激げきしないと陛下に誓ちかえば、陛下も錆の殲せん滅めつという考えを改めるかもしれない。一件落着、俺達が戦っている意味もなくなる可能性があった。

「本気で言っているなら、失望だ。君に対する評価を改めざるを得ないよ」

　初めてマグナは釣りをしている手を止めて、俺を見た。

「仮かり初そめの平和は、長続きしない。彼らが動き始めてからでは遅おそいのだ。帝国が我々に興味を持たぬよう、地下で動かねばならないのだ。出来るのは、我々だけだろう」

「……」

「帝国は常に反乱の火種を幾つも抱かかえている。力を持つ誰かの目が南に向いた瞬しゅん間かん、悲劇が始まるだろう。奴やつ等らの弱点を利用してでも、我々は備えねばならぬのだ」

　帝国は国として大きすぎる。闇やみの大精霊さんの目が行き届かない場所もあるし、あそこはこれからも北方で抵てい抗こうを続ける国々を飲み込んで大きくなり続けるだろう。

　今は飲み込まれた国の恨うらみは帝国に向けられているが、彼らが南に安住の地を求めた場合、また話は変わってくる。

「マグナ、お前の考えは分かるけど……陛下だって、その辺を考えていないわけがない」

「彼女は今しか見えていない。南における己おのれの権力維い持じを何よりも優先しているのだ」

　帝国の脅きょう威いがなくなった今、大陸南方で騎士国家の立場が揺ゆらいでいるからな。

　今は南方での強大な立場の維持に力を注ぎたいんだろう。

　未来を見ているこいつらと、今が大事な女王陛下。

　折り合いが悪いのも当たり前、か。

「公爵が真に騎士国家の未来を思うならば、今、動くべきだ」

「……」

「君なら、理解出来るのではないかね？」

　父上、無理だ。

　この爺は、化け物だよ。

　俺と同じアニメ知識があるかのように、帝国の脅威を正しく理解している。

　そりゃあ、父上も錆の殲滅に対して、思うところがあるような反応をするわけだ。

「たとえ陛下の意に背そむくとしても、公爵の責務として、動かねばならない。出来ないのであれば、公爵としては失格だ。価値がない」

　この爺じいさんは父上に陛下の命令に背けと言いたいのか。

　しかし、騎士国家にもこんな頭の切れる愛国者がいたのか。

「バルの息子。君なら、分かるだろう。陛下とて人間、間違うのだ」

「……」

「バルに、伝えてくれないか。私を殺すのか、逃にがすのか。自分で決めろ、とな」

　まいったぞ、父上。

　……この爺さん、とんでもなく未来が視みえている。




　父上の従者であるミント、彼女がいるのは時計塔とうの最上階。

　護衛の騎き士しを二名、傍に置き、ミントは目を細めて弓の照準を合わせていた。

　音もたてず、彼女の様子を見つめる。

「……」

　彼女の目には何が見えているのか。

　弓を引き、風を切り裂さく速さで、弓矢が彼女の手元から射出される。

「……外しました。奴等、初日以降めっきり私を警けい戒かいしていますね」

　この位置からミントは、俺達の援えん護ごを行っている。

　当然、こんな位置から敵を狙ねらい撃うちにすれば、逆に狙われる。

　護衛の存在は欠かせないだろう。

「若様、何用ですか？　結構、忙いそがしいんですけど」

「俺に恩を売っているって聞いたからな。あ、悪いけど二人は席を外してくれないか。彼女の護衛は俺が引き継つぐから安心してくれ」

　ミントは直立不動の体勢で、弓を構えていた。

　訝いぶかし気な表情をしながら、護衛の騎士二名は席を外してくれた。

　ミントは。姿勢は崩くずさず、眼球だけがぐるんぐるん動いている。

　率そっ直ちょくに不気味だ。だけど、この女の子の魔法で数多くの騎士が助かっている。

　こんな華きゃ奢しゃな身体からだのどこにそんな力があるのか。

「さっき、マグナと会ってきたよ」

　その一言でミントの身体が固まった。

　俺の肩かたをつかみ、鬼き気き迫せまった表情で詰つめ寄る。

「マグナはどこにっ！」

「悪いけど、それは言えない。約束なんだ」

「……」

「父上が血ち眼まなこで追っているマグナがあんな爺さんだとは思わなかった」

「……公こう爵しゃく様が若様を自由にさせたほうがいいと言った理由、分かりました。こんなに早く接せっ触しょく出来るなんて……それでマグナと何を話したんですか？」

「この戦いは無益だ。マグナに、騎士国家を害する意思はない」

　俺はマグナと話し合った。

　軽い世間話が中心だ。

　余りにも殺気がなくて、攻こう撃げきする気持ちにもならなかった。

　あんな爺さんが、騎士国家の影かげを背負っていたなんて。

「マグナはそういう男だと聞いています。誰だれも彼が暗殺者集団、錆の頭目なんて思わないでしょう。あれは化け物。女王陛下が恐おそれる程ほどの傑けつ物ぶつです」

「見解の相そう違いだ。陛下とマグナは分かりあえる」

　自分で言っといてなんだけど、無理かなとも思う。

「……気がした」

　だから、訂てい正せい。

「どちらなんですか……」

　ミントが呆あきれた目で、俺を見る。

　だけど、しょうがないだろ。

　マグナの望みはアニメ世界を知っている俺だからこそ理解出来るものだ。

　ドストル帝国は幾いくつもの国を吸収してきた大国であるが故ゆえに、内部に弱点を抱えている。

　早急に帝国の弱みを明らかにすべしとのマグナの意見に俺も完全同意だけど、帝国相手に間かん者じゃを潜せん入にゅうさせ、情報戦を仕し掛かけるなんて博打ばくちを打つ決断は今の陛下には出来ない。

「陛下の命を受けた公爵様がマグナと手を握にぎり合うなんて在り得ないのです。さあ若様、マグナの場所を教えてください。若様にはこれまで沢たく山さん恩を売ったでしょう」

「たとえば？」

「公爵様へ、若様とシャーロットさんの関係を認めるようにも言いましたよ」

「ぐぬぬ」

　確かに……ありがたい。

　父上が学園にきたらシャーロットの件を言われると思っていた。

　今回の戦いでシャーロットが役に立たないとか、従者としてはクビだとか。

　だが、父上からはシャーロットに関しての話は一いっ切さいなかった。

　ミントの後あと押おしがあったからかもしれないと考えたら、恩を売られ過ぎだよ。

　俺が何も言うつもりがないことを悟さとったのか、ミントは再び弓を持ち、構えた。

「……若様はずるいんです。公爵家関係者には、青春はありません」

　一撃を放ち、ミントはしかめっ面つら。多分、狙いが外れたんだろう。

「……」

　俺達に、青春なんてものはない

　当たり前だ。俺達は恵めぐまれた生活をしている。

　生まれた頃ころから、それが当たり前だと教え込まれている。

　サンサも他の姉弟きょうだいもそうだ。この生き方が、自分達の人生だと疑っていない。

「私も当たり前だと、お父様に言われてきました。公爵家に仕えることはこの上ない幸せだと。実際に軍を見るとそうです。公爵様の傍そばにいられる私は幸せ者なのでしょう。それでも、私は若様が羨うらやましい。サンサ様も心の奥おく底そこでは私と同じ思いを持っています」

　サンサもそうだろうな。

　あいつはクルッシュ魔ま法ほう学園をキラキラした目で見ていたから。

「マグナの居場所を聞くことは諦あきらめますが、かけがえのない経験をした若様だからこそ、出来ることがあると思います。他のご姉弟きょうだいには出来ないことが出来ます」

「なんだよ。何が言いたいんだよ」

「マグナと公爵様を会わせないほうがいいです」

「……どうして」

「この戦いの筋書きはもう決まっています。公爵様はマグナと相あい討うちで、死ぬつもりです」

　それは、聞きたくもない、爆ばく弾だん発言だった。




　あれ以上はミントは何も教えてくれなかった。

　確証はないが、専属従者としての経験から、父上の思いが分かると言っていた。

　確かに間違っているなんて言えない。

　専属従者とはそういうものなのだ。家族よりも主あるじの傍にいて、意思をくみ取る。

　だから、俺の変化に気付いたのもシャーロットだけだった。

「今日のスロウ様、様子がおかしいですよ。何かあったんですか……？」

　シャーロトに噓うそはつきたくなかった。

「父上は、マグナを確実に葬ほうむるために死ぬ気らしい」

「……」

　これまで戦って、分かることがあった。

　父上やミント、騎士達の力はこの国でも群を抜ぬいている。

　冗じょう談だん抜きで、一つの軍隊程度の力を持っている。

　それでも確実に勝てるとは言えないこの状じょう況きょうがどれだけ異常であるか。

「……ふう」

　シャーロットは目を見開いて驚おどろくが、すぐに大きく息を吸い込んだ。

　いつものように明るい顔で。

「じゃあ、スロウ様が頑がん張ばるってことですね。私も……もっと頑張ります！」

　やっぱり、シャーロットは俺のことをよく分かってくれている。

　俺の従者は君しかいないと、改めて思うよ。

「ありがとう、シャーロット。お陰かげで、吹ふっ切れたよ」







　今日、マグナを俺が討つ。

　それで、おしまいにしよう。

「……」

　マグナを討って、晴れて俺とシャーロットは自由の身だ。

　なんだ、単純な話じゃないか。視界がクリアになっていくのを感じていた。

　マグナの考えに思うところはあるけれど、それでもやはり俺は父上の味方だ。

　大聖堂で、父上の背中が見えた。

　騎士の一人一人に声をかけている。父上も今日が山場になると分かっているのか。

「……」

　父上に死ぬつもりなんですか、なんて言葉は掛けられない。

　珍めずらしく大聖堂にはミントの姿もある。目が合ったら、逸そらされた。

　もしかして嫌きらわれちゃったかもな。

　でも俺が自由に魔法学園にやってきたのは、俺が全てを捨てて得た賜たま物ものだ。

「お。坊ぼっちゃん。やる気ですね。ちょっと顔つきが違ちがいますよ」

「ああ。ちょっと頑張る理由が出来た」

「今日の目標は？　まさか、また。宝物を探しに行くとか言わないですよね」

「マグナの首を取る」

　シルバが口笛を吹いた。

「いいっすね、やってやりましょう」







　これまでマグナの首を取るのは騎士団に任せていたが、今日は違う。

　父上の強い覚かく悟ごをミントから聞いたせいか、少しだけ感情が高ぶっていた。

「シルバ、俺の背中は任せたぞ」

「ええ！　坊ちゃんは前だけを見ていてください！」

　進む。手当たり次し第だいに、まだ残されている建物内部を探たん索さくし、マグナを探す。

　昨日奴やつと出会い、あの独特の雰ふん囲い気きを味わった。

　殺気を極限まで薄うすめた錆の連中とも違う不思議な男。

　たとえ奴の姿が昨日と変わっていても、俺は絶対にあいつの空気を忘れない。

「ひひひ！　爺じいさんと何を話した！」

「……」

　奴等の陣じん地ちを捜そう索さくしていると、いつものようにあいつが現れる。

　短たん槍そうを肩にかけ、油断なく刺し突とつを仕掛けてくる。だけど、退くことはしない。

　今日はいつもと違う。

「っひ！　今日は昨日までと顔つきが違うじゃねえか！　おもしれえっ！」

　奴の刺突、躱かわし切れない。脇わき腹ばらを擦かすり、血が迸ほとばしった。多少の傷はやむをえない。

　この男を止めるには、多少は怪け我がを負わなければ。

　無む詠えい唱しょうの魔法。強力な風で、奴の短槍を破は壊かい。奴の目の色が変わる。あれがイチバンの最も愛用している武器だということは、アニメを見ていた俺は知っていた。

「坊ちゃんまずい！」

　あいつらにはそれぞれ標的がいるようで、イチバンが常に俺を狙ねらっていた。

　俺がなりふり構わず突とっ進しんしていったからだろう。

「あいつ以外にも何人か出てきた！」

　今度は猫をモチーフにした仮面。イチバンと同じように細身の身体。

「シルバ、進み続けるぞ！　圧あっ倒とう的てき有利な状況でないと、マグナは出てこない！　多少の毒は覚悟しろ！　毒を食らっても死ぬ前に俺が治してやる！」

　奴等の攻撃を徹てっ底てい的てきに回かい避ひし続けたのには理由がある。

　奴等の武具には魔法でも治せない毒が塗ぬられているからだ。

　予あらかじめ父上から言われていた。長期戦になるから、出来るだけ怪我は避さけろと。

　それでも、俺もシルバも覚悟を決めた。

　多少の傷は覚悟の上。幾ら俺やシルバの血が流れても、気にするものか。

「坊ちゃん、三人相手はさすがに無理だ！　それに止血しないと！」

　これは喰くらうな。だけど二人を行動不能に出来るなら、代だい償しょうとしては十分だろ。

　強い覚悟を決めた瞬しゅん間かん、目の前を光が走った。

　それは──一筋の閃せん光こう。

　光こう弾だんの連射。俺の前に、光の弾幕が生まれた。奴等は咄とっ嗟さに飛びのくが──遅おそい。

　何かが奴等の太ももを貫つらぬいた。それは矢だ。

　連射。次々と射うち込まれ、一部は校舎の壁かべを突つき破る。

「──捕ほ捉そくされたか！　引け！　奴に見られながらでは、分が悪い！」




　振ふり返り、彼女がいるだろう時計塔とうの最上階を見つめる。

「まさに、戦場の女め神がみってやつっすね坊ちゃん」

「ああ、否定出来ないな」

　俺の視力ではミントの姿は見えないが、これは頼たよりになる。

　敵もそちらに意識を絞しぼるから、だいぶやりやすい。

「ひひ！　これ以上、進ませるな！」

　予備の短槍を手に持つイチバンが再び現れる。

　鋭するどい踏ふみ込みで、奴が操あやつる短槍が高速で突き出された。

　瞬時に後ろへ飛びのきながら、頭の中で魔法を組み立てる。

「いい加減、鬱うっ陶とうしいんだよ──潰つぶれろ！」

　威い力りょくを上げるために、詠唱を口ずさむ余よ裕ゆうなんてない。

　奴の動きに対応するために、手のひらを奴に向ける。

　俺の意思を汲くんだ小型の暴ぼう風ふうが、幾いくつも発現する。

　だけど、奴は俺の攻こう撃げきを見切っているといわんばかりに、間かん一いっ髪ぱつで避よけていく。

「ひひっ！」

　突き出される高速の短槍。

　幾つかは直撃を貰もらいそうになるが、ギリギリでシルバが剣けんで叩たたき落とす。

「坊ちゃん！　やっぱりあいつはやべえ！　無視していきましょう」

「残念ながら、俺達を見み逃のがす気は無さそうだ」

　氷の礫つぶてを混ぜた極大の風の渦うずを発生させる。

　一目でやばさが分かる俺の魔法を目の前にしても、イチバンには怯ひるむ様子は見られない。

「若様に──後おくれを取るな！」

　周りの至る箇か所しょで、交戦の音が響ひびいていた。

　公こう爵しゃく家の騎き士し達も大勢が交戦中。

　いつもと違う。騎士達も理解しているのだ。俺の気き迫はくを見て、今日がその日だと。

　数を削けずりあってきたが、そろそろ潮時だ。

　互たがいの大将が出てくる時が近い。

「坊ちゃん！　先行しすぎでは！」

「これでいいんだ！」

　錆の連中が俺のことを厄やっ介かい者扱あつかいしていることは分かっている。

　だからこそ、あの男、イチバンが俺を徹底的にマークしているんだろ。

　ここまで俺が出てきたんだ。こんな機会、滅めっ多たにないぞ。

「シルバ、止まれ」

　こっちの思おも惑わくも当然、分かっているだろう。

　餌えさは俺自身、そして後はあいつが食いつくか否いなかだ。

　そして、奴等の陣地の奥へ、教会の前にやってきた時だった。そこはクラウドやシルバが学園にやってきて、三人で久しぶりの再会の喜びを分かち合った場所。

「マグナだな」

　枯かれ木のような細い腕うでと、簡単に折れそうな首。

　そんな昨日の紳しん士し的な老人とは全く異なる姿で、教会の中から現れる。

「……坊ちゃん、あれが……マグナって冗談でしょ」

「シルバ。お前の気持ちも分かる。だけど、あれがマグナだよ」

　俺にはあれがマグナだと確信が持てた。

　その姿は農作業に勤いそしむ民たみだ。

　鍬くわを持ち穏やかな毎日を過ごす、騎士国家で最も多い、ありふれた姿。

　どこにでもいそうな柔にゅう和わな男、街中に紛まぎれれば、印象にも残らない。

「あれが変装？　そんな次元じゃ……それに隙すきだらけに見えますが……」

「まだ近寄るなよ、シルバ。何を隠かくし持っているか分からない」

「っすね。踏み込めば、やられる。そんな気がします……俺、あいつ、苦手です……」

　マグナと向かい合う。

　しかし、あの何も気負いのない雰囲気は俺が感じ取った違い和わ感かんに他ならない。

　マグナは何かを呟つぶやくと、これまで戦っていた者達が散開した。

　どうやら、マグナが俺達の相手をしてくれるらしい。

「マグナ。父上の代わりに、ここで俺がお前を殲せん滅めつするよ」

「バルの息むす子こよ、君なら気持ちを分かってくれると思っていた。残念だ」

　気持ちは、よく分かる。

　こいつらなら、帝てい国こく相手だってやり切れるだろう。

　それだけの実力を持っている。

　だけど、女王陛下は帝国に刃やいばを向けることを望んでいない。

　それが全てだ。




「スロウ、下がっていろ」

　大将は奥にどっしりと構えているものだ。

　少なくとも俺はそのために、今日という日を迎むかえたのだ。

「……最後まで引き籠こもってると思っていましたよ、父上」

　だけど、出てきてしまった。

「お前がやる気になったと聞いてな。後をつけてきた」

　父上はいつものように眼鏡をかけ、冷静にマグナを見み据すえている。

　俺がサーキスタ大迷宮ダンジョンから取り戻もどした魔ま法ほう剣ダブルを携たずさえて。

「やっと、会えましたね。バル」

「マグナ、久しぶりだな」

　この二人が出会ってしまった以上、俺に止めることは出来ない。

　お互いに仕事相手であり、協力者であり続けた。

　求め続けていた俺の父上と相対しても、マグナの口調は平へい淡たんだ。

「マグナ。お前達は、過ぎたる力だ。帝国に向かわせることは、出来ない」

「バル。エレノア・ダリスとて、間ま違ちがうことはあるのだよ」

　マグナはゆっくりと微笑ほほえんだ。

　この緊きん迫ぱくした戦場の中で、その微笑みはあり得ないことなんだが、あいつにはこの窮きゅう地ちが分かっていないのか、感情がないのか。

「帝国を刺し激げきすることは出来ない」

「残念だ。それよりバル。面おも白しろいものを持っているが、どうやって使う？」

「こうやって使うんだ」

　父上の行動は速かった。







　始まった。始まってしまった。

　俺が止める暇ひまもなかった。

「坊ぼっちゃん！　公爵、凄すごいじゃないですか！」

　俺はもう父上の力は全ぜん盛せい期きを過ぎていると思っていた。

　でも──心配は無用だった。

　あの人は常に研けん鑽さんを続け、努力を重ね、公爵家の当主に上り詰つめた。

「あれが魔法剣ダブルっすか！　何でもありの魔法の剣！」

　父上が魔法剣ダブルを振るうたびに、冷風が起きる。

　父上の身体からだが固まる程ほどの冷風が吹ふき続いている。

　離はなれている俺達でさえ、凍こごえる寒さだ。

　力の余波で教会の外がい壁へきが氷に覆おおわれていく。戦いに加わる隙すき間まもない。

「さむ！　吹雪ふぶきの中にいるみたいっすね！」

「シルバ！　離れるぞ！　このままじゃ、俺達まで巻き添ぞえを食らう！」

「っすね！」

　今、力の指輪が発動している。

　短い間、使用者に莫ばく大だいな力を与あたえる不思議な指輪。

　俺達も錆の連中も、一時戦いを忘れ、傍ぼう観かん者となる程に、二人の戦いは際きわ立だっていた。

「爺じいさんが実戦に出るのは何年振りだ」

「珍めずらしく滾たぎってるなあ！」

　父上は引き籠っている間、常に魔法剣ダブルを弄いじり回していた。

　こうして、魔法剣の力を理解し、引き出すのだと言っていた。

「近寄るな！　巻き添えを食らう！」

「ひひっ、すげえ！　あれが、力の指輪か！」

　目を見張る。

　速すぎて、その姿を正確に捉とらえることが出来ない。

　暴風のように、錆の連中でさえ近寄れない。

　味方をも巻き込むその戦いっぷり、歴代公爵を鬼き人じんに変へん貌ぼうさせる力の指輪。

「イチバン！　力の指輪は副作用があるって話だったが！」

　父上は言っていた。

　マグナという男がもっとも苦手なのが、あの至近距きょ離り。

　あれで、苦手だと？

　マグナは父上の速さに真っ向から迎え撃っている。

「ひひ、そうだ。あれの使用中は呼吸が著いちじるしく制限される、地じ獄ごくの苦しみって話だ、ひひ！」

　父上が苦く悶もんの表情で戦っている。

　力の指輪は使用後に休息が必要なだけでなく、使用中にも副作用がある。

　使用中の副作用は、イチバンの言う通り。

「若様！　何ぼけっとしてるのですか！」

　空で何かが爆ばく発はつした。

　爆風で我を取り戻す。

　連射、空から矢の雨が、俺達に降り注いだ。

「君は時計塔とうにいたはずじゃ！」

「公爵様の力は、長くは持ちませんから！」

　狙そ撃げき手の彼女まで前線にくるなんて。

「ここで、終わらせましょう！」

　だけど彼女もまた、切り替かえたんだ。

　こいつらを殲滅するのは、今しかないと理解している。

「狙撃手がついに姿を現しやがった！」

「仲間の仇かたきだ！　てめえを、殺してやるぜ！」

　錆の連中が、ミントに向かって走り出す。

　仲間を討うち続けた狙撃手が前線に出てくれば、当然こうなる。

「死ねや！」

　敵の魔法が彼女の脇わき腹ばらを切り裂さき、地面に血だまりが出来た。

　しかし、ミントは絶え間なく矢を放ちつづける。

　敵の威い圧あつにも全く動じず、冷静に弓を向ける。

　放たれた弓矢は、射線上で爆発。無数の爆風で、何も見えなくなる。

「シルバ！　お前は、ミントを守れ！　今は彼女がこの場の要だ！」

　だけどこれだけ、大暴れすれば奴やつ等らだけじゃない。

「公こう爵しゃく様が力の指輪を解放されている！　ここで決めるつもりだ！」

　集まってくる、集まってくる。敵も味方も、わらわらと。

　これまで学園に散って戦っていた誰だれもが集まってくる。




　父上の魔法剣けんから凍いてつくブリザードが放たれる。

　剣が振ふるわれるたびに、俺達の体温をごっそり奪うばっていく。

　目に見える物全てが氷像となる世界。

　空気中の水蒸気まで、次々と小さな氷へ変化していく。

　キラキラと輝かがやく氷の欠片かけら、綺き麗れいだと思った。

「見ろ。爺さん、あの公爵と真っ向から渡わたり合ってるぞ」

　敵と味方の間で、怒ど号ごうが飛び交かう中、妙みょうな胸むな騒さわぎを覚えた。

　数分もこの冷気の中にいれば、カチカチに固まってしまいそう。

　冷気の発生源である魔法剣ダブル。周りの空気から熱を奪い続け、魔法の力と化している。あれを振るっている中心の気温はどれぐらいのものか。

　だけど、確かに。冷気が吹くほど、マグナの動きが鈍にぶくなっている気がした。

　マグナが振るうのは、自らの魔法で作り出した炎ほのおの剣だ。
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　赤い剣筋が奔はしる。

　振るわれた先で爆風、大地が割れ、炎が奔った。

　しかし、父上の冷気が炎を塗ぬりつぶす。

　一進一退の攻こう防ぼう。

　しかし、綻ほころびがみえた。

「坊ちゃん！　このままいけば──！」

「ああ！」

　歴代公爵に受け継つがれてきたマグナの殺し方。

　マグナの体内に蓄たくわえられた熱を、冷ますための冷気。

　マグナの身体が、氷に覆われていく。マグナが父上の力に押し負け始めた。

　魔法剣ダブルに、父上が慣れてきたんだろう。

　ほんの僅わずかな差。

「坊ちゃん、公爵様が！」

　父上が血を吐はいた。

　父上の刃やいばが、マグナの胸を貫つらぬいている。

　役目を終えたとばかりに、力の指輪が徐じょ々じょに輝きを失う。

「バル……腕うでは衰おとろえておりませんね」

　血反吐ちへどを吐きながら、マグナの剣もまた父上を貫いていた。

　地面に血の花が咲さいていた。

「力の指輪に、頼たよりすぎです」

　刃は、確かにマグナの胸を貫いているが、心臓まで届いているか怪あやしいところだった。だが、マグナの身体が足首から凍り始める。

　父上が力を使い果たし、血だまりの中に倒たおれた。

「マグナの首を取れ！」

　騎き士し達が、マグナへと殺さっ到とうする。

　錆の核かくはマグナだ。あいつを倒せば、自然に錆は組織としての力を失う。

「爺さん！　血を取ったぞ！　この場にいる魔ま法ほう使つかい全員だ！」

　錆の連中の一人が何かをマグナに投げ渡した。

　──風の魔法、血の匂においが運ばれてきた。

　劣れっ勢せいに陥おちいっているのは紛まぎれもなくマグナのほうだ。

　だけど、奴等の間には動どう揺ようがない。

　それに何だ、このタイミングで、奴等は何をした。

　男がマグナに投げ渡したのは、水すい晶しょうだった。

「では、……完全勝利といきましょう」

　血にまみれた水晶をマグナは満足げに眺ながめる。

「諸君」

　そして、マグナは水晶を高々と掲かかげる。

「血ち酔すい水すい晶しょうの解放を」

　鳥とり肌はだが立った。

　錆の連中が、水晶を地面にたたきつける。

　意図の読めない行動だったが、効果は即そく座ざに表れた。




「な、なんだ!?　大地が、揺ゆれている」

　力が抜ぬけていく、身体が重い。

　だけど地面が揺れたんじゃない。

「……にげろ」

　咄とっ嗟さに声が出た。

「逃にげろおおおおおおおおおおおおおおおお」

　土の魔ま法ほうで、ゴーレムを作り出す。

　ゴーレムを作り出す。全て、出し尽つくす。だって、もう意味がなくなってしまう。両腕がない不完全なゴーレム。それは俺の魔法が狂くるっていることを意味していた。

　これは俺達の感覚だ。俺達の感覚が狂っているんだ。

「魔法を出してみろ！　何が起きているかすぐに分かる！」

　反応して騎士達も咄嗟に魔法の刃を展開するが、形になっている者は一人もいなかった。刃がぐにゃぐにゃと曲がっていたり、そもそも魔法が発動しない者もちらほら。

「何が起きている！」

　騎士達は何が起きているのか、正しく理解出来ていない。

　だけど、俺はそれをよく知っていた。

　吸わせたい相手の魔法を吸い込ませ、魔力を奪い取る。

　闇やみの大精せい霊れいさんが作ったマジックアイテムの中でも、傑けっ作さくとされる一つ。

「バルの息むす子こ、よくご存じで」

　だって奴等が持っている水晶は──シューヤが持っている水晶と同じ物なのだから。

「……シルバ、父上を連れて逃げろ！」

「坊ぼっちゃん、何が起きてるんですか!?」

「後で説明してやる！　今は、魔法使いじゃないお前だけが、自由なんだよ！」

　シルバは魔法使いではない。だから、俺達の身体からだに何が起きているのか分かっていない。シルバが持ち前の勘かんの良さを生かして、父上に駆かけ寄った。

　錆の連中は勝利を確信し、ニヤニヤと俺達が戸と惑まどう様を観察していたが、動き出す。

「俺達は錆だ。まともに戦うわけ、ないだろうが！」

　ミントは中距離から適確に狙撃を続けていた。

　弓矢だ。ミントの弓矢は実体化する。

　既すでに実体化させていた最後の一本、それは確かに、マグナの胸を狙ねらっていた。

　初めて出会った頃ころからそうだった。彼女は非常に頼りになる。

　このときばかりはありがたいと思った。

「ひひ！」

　身代わり、そうだ。身代わりだ。

　奴等の仲間、盾たてを持った大男。そいつが、ギリギリで、ミントの弓矢を受けたのだ。

「ひひっ、ばかめ。この中で、お前を一番警けい戒かいしていたんだよ！」

　笑いながらこちらを見つめるイチバンの姿。

　一いち網もう打だ尽じん──そんな言葉が脳のう裏りによぎった。




　誰が悪いわけでも、なかった。

　けれど満身創そう痍いで、戦う力は残っていなかった。

　魔法が使えなくなってしまえば俺達は無力だ。

　それでも、俺達が逃げ帰ることが出来たのは、予想外の助けが現れたからだ。

「おい、おいおいおい！　爺じいさん！　予想外の連中が現れたぞ！」

　突とつ如じょ、発現した魔法は強力だった。

　砂すな嵐あらし──。足元から砂が舞い、砂嵐と化していく。

　中心にいる俺達から距きょ離りが離はなれると分かりづらいけど、中心に行くほどただの砂嵐じゃなくて、砂自体が水分を含ふくんで重くなっている。

　錆の連中が風の魔法で、あいつの砂嵐を一気に吹き飛ばそうとする。

　そして砂嵐のおかげで、俺達は奴やつ等らから距離を引き離すことが出来た。

「でかい方に気をつけろ！　そいつは可笑おかしな力を使う！」

　魔法の砂嵐は俺達の姿を覆おおい隠かくし、全体まで広がっていく。

　そして魔法で強化された杖じょう剣けんがガキンと誰かの攻撃を受け止めた。

「……私達が殿しんがりを務める！」

　杖を刃と化して戦うそのスタイル。

　公爵家の直系ってのは幼い頃から戦いの英才教育を受けているスーパーエリート。

「──なんで」

　どうして、サンサがいる。

　父上の命令で、ヨーレムの街で待機を命じられていた。

「お前達のように魔法を奪われていないから、適任だろう！」











間章　サンサ・デニング









　サンサ・デニングの生しょう涯がいで、父上である公こう爵しゃくの命令は絶対であった。

　全てを、他の家族と同じように、公爵家に捧ささげてきた。

　父上の命令に背そむくということは、次期公爵としての道が断たたれるということと同義。

　それでも、サンサは決断したのだ。

　父上の命令に従い続ける人生から、一歩足を踏ふみ出す決断をした。

「……不思議な学生でありましたな、サンサ様」

「……結果として、彼の言う通りだったな、コクトウ。これだけの水晶を用意するとは」

　クルッシュ魔法学園の状じょう況きょうは、逐ちく一いち聞いていた。

　バルデロイ・デニングの部下から戦いが硬こう直ちょくしていたことも確かく認にんしている。

　いつでも動けるように準備はしていた。

　援えん軍ぐんが必要だ。サンサは密ひそかに仲間を呼び集めていた。

　けれども、全ての準備をご破算にして、サンサは己おのれの従者のみを連れて学園へ向かった。

　全ては一人の生徒が原因だった。

『学園へ向かってください！　これが、クルッシュ魔法学園に運び込まれています！』

　突とつ然ぜん、サンサの元へ押しかけてきたのは赤毛の学生だった。

　彼は危険なマジックアイテムを扱あつかう武器商人を追っていたという。そして、彼が追っていた男が密かに集めていたものを見て、ぞっとした。

　血ち酔すい水すい晶しょうと呼ばれ、魔法使いにとっての天敵。サンサですら、直に見るのは初めてだった。

　さらに赤毛の少年は続けた。秘ひ密みつ裏りにクルッシュ魔法学園へ運び込まれたとされる数が、学園にいる公爵家関係者の数と一いっ致ちした。

　名前も聞かずに、サンサは従者の大男を連れて、魔法学園へ急いだのだ。

「バルの娘むすめ。まさか君がバルの命令に逆らうとは思わなかった」

「……」

「君はどちらかと言えば、バルの命令には忠実だと思っていたが」

　全ては、弟であるスロウ・デニングとの再会にあった。

　久しぶりに出会った弟に影えい響きょうを受けたなど、口が裂さけても言えなかった。

　彼が公爵家を捨て、魔法学園で得たものを見た。

　父上の意向を真正面から拒きょ絶ぜつし、公爵家の生き方から外れて、それでもあれだけのものを手に入れた。クルッシュ魔法学園で、彼は確固たる立場を確立していた。

　端たん的てきにサンサは、羨うらやましかったのだ。

「何が君を変えたのだろう」

「……」

　当然、サンサ・デニングが彼らの言葉に応えるわけがない。

「爺さん、嫌きらわれちまったな。それより念のため、周りを固めとくか？　俺の魔法ならまだまだいけるぜ」

　窓の外を覗のぞき込んでいた狸たぬき仮面の男が、何の特とく徴ちょうも摑つかめない無害な男へ問うた。

「五十、いけるかな」

「任せな、倍はいける」

　公爵との間で何が起きたのかをサンサは知らないが、穏おだやかな表情の男が、輩やからの纏まとめ役であることは周りの反応から明らかであった。

「バルの娘。逃げ出そうとしても無む駄だだよ。そっちの大男はよく分かっているようだが」

　サンサとコクトウはロープのようなもので腕うでを後ろ手に縛しばられていた。

　だけど、それだけだ。公爵家の関係者に対してはお粗そ末まつと言わざるを得ない。

　それなのに全身に力も出ないのだ。

　まるで水の中にいるかのように、身体の重ささえ感じない。

　理由を考え込んでいるサンサと違ちがい、大柄の従者は床ゆかをじっと見つめていた。

　見えないが、そこには魔ま法ほう陣じんがある。ひどく脆もろい魔ま法ほうだが、隠し方がうますぎる。

　床に向かって魔法を撃ち込めば、自分達は自由になれる。考え続けるコクトウがサンサを見れば、サンサの双そう眸ぼうは昔話に花を咲さかせている錆さびの連中に向いていた。

「ロコモコ・ハイランドは俺の同期だ。やっぱり家いえ柄がらかな」

「はは。バカ言え。俺達だって出世したほうだろ」

　仮面を脱ぬいで、露あらわになった素す顔がおを見れば、どこにでもいそうな者ばかり。

　彼らは錆。歴代の公爵のみが動かせる部隊の構成員。

　公爵となった暁あかつきには、正式に錆の部隊を動かし、国を在るべき姿へ動かしてゆく。

「何を言っている、俺達は結局のところ、存在しない。死人と同じだろ」

　そんな彼らは、クルッシュ魔法学園で過ごした時代の思い出話に花を咲かせていた。











五章　力の指輪









　大聖堂の中はお通つ夜やだった。

「公爵様の判断は間違っておられる！　サンサ様は、覚かく悟ごの身であられた！」

　学園がモンスターに襲おそわれた時、黒こく龍りゅうが現れた時。

　あの時と同じように俺達は全員で対応を迫せまられていた。

　俺達は一いっ騎き当とう千せんだっていうのに、大聖堂を支配している空気はあの時と同じだ。

　幾いくらでも逆境を跳はね返してきた経験を持っている。

　それでも魔法を奪うばわれるなんてのは初めてだった。

「我らで、サンサ様を救出するのだ！　活路はそれしかない！」

「魔法を失った我らで何が出来る！」

　サンサが来なかったら、俺達は終わっていた。

　あいつらは父上を助けるために殿になった。

　サンサは自分の命と引き換かえに、父上を助けたのだ。

「あんな危険な連中を！　なぜ、公爵様は生かし続けたのだ！」

「必要だったからだ！　我々には出来ない仕事が奴やつ等らには出来る！」

　騎き士し達の話し合いに、参加する気にもなれなかった。

　あの場で俺は何も出来なかった。

　奴やつ等らがシューヤが持っている血ち酔すい水すい晶しょうを持っているなんて、想像だにしていなかった。

　血酔水晶は闇やみの大精せい霊れいさんが作り上げたもの。

　だが、帝てい国こくには不要と認めて自ら回収していた筈はずだ。

　複製品だとしても、あれだけの数を揃そろえるなんて。

「奴等は……公爵様が力の指輪を解放するタイミングで、我らが一堂に集まると考えていた。あれだけ戦いを引き延ばしていたのは、発動に必要な我らの血のためか」

「……なんのために」

「奴等の行動原理は一いっ貫かんしていた。公爵様に、自分達の有用性を示すためだ。しかし、公爵様を渡わたせなどとよくも言えたものだ。奴等とて公爵様の状態を知っているだろうに」

　あの後。魔法を奪われ、大聖堂に避ひ難なんした俺達の元へ。

　マグナの部下、イチバンが交こう渉しょう役としてやってきたのだ。

　戦時中のあのふざけた態度は欠片かけらも見せず、こちらも戸と惑まどってしまった。

　奴はマグナの要望だけを伝えてきた。

　その言葉には、譲じょう歩ほとか交渉の余地とか、そういう曖あい昧まいな部分は一いっ切さいない。

「……今の公爵様を引き渡すことなど、出来るわけがない」

「公爵様は動けぬ！　力の指輪、代だい償しょうは三日三晩の休息だ！」

　騎士の中には敵の巣に乗り込んできたイチバンを逆に捕とらえてしまおうという者もいた。

　しかし、イチバンがマグナにとって人ひと質じちにならないことは明らかだ。

　それに魔法の使えない今の俺達にイチバンが後おくれを取るとも思えない。

「皆みなさん、静せい粛しゅくに。公爵様は力の指輪を使用した代償で、眠ねむられております」

　マグナの意思を確認し、父上は決断した。

　自らの命と引き換えに、サンサを解放すると。




「……どうすればよいのだ」

　騎士達は半ば呆ぼう然ぜんとした様子で、深く項うな垂だれていた。

　十分に現状が認にん識しき出来ているんだろう。

　血酔水晶。あれの存在で、状況は一変した。

　俺達が決死隊になったところで、力の差を覆くつがえすことは不可能である。

「あの男は何者だ。力の指輪を使用した公こう爵しゃく様と真っ向から渡り合っていたぞ」

　力の指輪を使用した父上とマグナの戦い。

　鬼き神じんとまで言われる力の指輪を用いた公爵の本気を、マグナは器用に受け流していた。

「人ではない……」

　激しく同意。

　あの男の強さはなんて言えばいいだろう。

　別に魔法が強いとかそういう次元の話ではない。

　使用者の力を大おお幅はばに引き上げる力の指輪に対して、恐おそれを抱いだいている様子もなかった。

　確かに力の指輪は攻こう撃げきを単調にさせるが、余りある力を手に入れることが出来るのだ。

「期限の一晩が過ぎれば、奴等は躊躇ためらいもなくサンサ様を殺すぞ！」

「分かっている！　だが、我々はサンサ様が連れ出された場所さえ分からぬのだぞ！」

　サンサ……。

　あいつが父親からの命令に背くなんて考えもしなかった。

　俺の知ってるサンサは父親の命令だけには従順だったから。

　しかし、現れるタイミングが良すぎである。

「公爵様を一人で向かわせるなんて、話にもならん！」

「だが、要求を吞のまねばサンサ様が！」

「分かっておる！」

　錆さびの要求は、サンサと父上の交こう換かん。

　最後までマグナは父上を、説得するのだろうか。

　あいつの狙ねらいは、公爵家の当主として陛下の意向に真っ向から逆らわせることにある。

　だけど父上は奴等の要望を飲まないだろう。絶対に、だ。




「……はあ」

　大聖堂の中とは打って変わって、外は爽さわやかな空気が流れている。

　大聖堂前に広がる緑の公園、上品な緑の世界の中で、ベンチに腰こし掛かける彼女を見つけた。夕焼けが落ち、空に輝かがやく月空を彼女は静かに眺ながめていた。

　ミントは騎士達の中には交わらずに一人だった。

　俺と同じように、あの空気に耐たえられなくなったのか。

「……あーあ。やっぱり、こうなっちゃいましたかあ」

「君はどうして落ち着いていられるんだ」

「向こうがどう足搔あがいても、私達の勝利ですから」

「勝利？　サンサが捕つかまって、父上があの状態で、勝利？」

「陛下の目的は、達成出来るからです。騎士らには伝えていませんが、マグナは公爵様の命と引き換えに錆を解散すると言っていますからね。奴等がここで消えることは決定事じ項こうなんです。公爵様を引き渡す代わりに、陛下の望みは果たされるわけです」

「……そういうことか」

「陛下は、何をおいても錆の解体を望んでいます。そりゃあもう、相当です。錆を壊かい滅めつ出来るなら、クルッシュ魔法学園がどうなっても構わないとさえお考えです。そのために陛下は、公爵様にクルッシュ魔法学園ごと爆ばく破は出来るマジックアイテムを渡しています。奴等の根城に向かう公爵様は、当然それを持っていくでしょうね」

　公爵家が敗北した場合のことまで陛下は織り込み済みってことか。

　一いっ般ぱん人じんを避難させ、奴等を葬ほうむるにはちょうどいい場所。

　だからこそ女王陛下もマグナの要望を聞き入れ、クルッシュ魔法学園を戦場とした。

　ミントの表情にはどこか達観した諦あきらめが漂ただよっている。

「錆との闘たたかいを前にして公爵様は覚悟を決められていました」

「そうだな……俺もそんな気がしていたよ」

　普ふ段だんの父上とは様子が余りにも違っていたからな。

　戦いくさの前に酒を嗜たしなみ、過去の思い出に浸ひたる。

　父上が最も嫌きらう生産性の無い行こう為いだ。

　誰だれよりも錆との戦いが激戦になると分かっていたのは、他でもない父上の筈だ。陛下の強い望みであるマグナ討とう伐ばつを俺に託たくそうとしたり、あんなの俺が知る父上じゃない。

「怒おこらないんですか？　御お父ちち上うえが死ぬ覚悟を決めているっていうのに、若様は冷血ですね」

「別に」

　だが、珍めずらしいわけではないのだ。

　公爵家の当主は長生き出来ない、当たり前の話だ。

　父上はむしろ、あれだけ戦いの中に身を投じたにしては長生きした方だろう。

「それで、父上はまだ目を覚まさないのか」

「力の指輪の代償は相当ですから。三日三晩の休息、まあ公爵様なら一日あれば起き上がると思いますが、血酔水晶の影えい響きょうもあります。それで、若様はどうするつもりですか」

「好きにやらせてもらう」

　元々、父上にも好きにやれと言われていたんだ。

「……魔法を失った若様に、何か出来るとも思えませんけどね」

　ここから先は、俺の戦いだ。







　俺は自室で、学園長の部屋から持ってきた地図を見て睨にらめっこを繰くり返す。

　奴等の陣じん地ちでは、相変わらず小さい点が移動を繰り返している。

　対して、俺達の大半は大聖堂に集まっていた。

「……」

　たった一人で、考えたいことがあった。

　頭の中には幾つもの考えが浮うかんでくるが、決め手がない。

「……まいったなぁ」

　分かっている。今いま更さらマグナの居場所が分かったところで意味はない。

　サンサが人質に取られているんだから。

　俺達は魔法を失い、ただの剣けんの扱あつかいが上手うまい集団に過ぎない。

　万ばん策さく尽つきた。これが錆か。

　だけど、奴等も無傷ではなかった。

　力の指輪を使った父上、ミントや騎士達の尽じん力りょくあってその数を大きく減らしている。

「スロウ」

　あけ放たれた窓から、何か黒い塊かたまりが入ってくる。

　それは大精霊さんだった。

　サーキスタ大迷宮ダンジョンでは、ストレス解消とばかりに暴れまくった大精霊さんだ。

　いつもよりサイズがすっきりしたように見える。

　相変わらず人間の争いなんてどうでもいいとばかりに、スッキリした顔だ。

「そういえば、大精霊さん。マグナに忠告したんだよな」

　桟さん橋ばしの上で、マグナが言っていた。

　サーキスタから帰ってきているなら、教えてくれたらいいのに。

「あいつからはやばい気配を感じたにゃあ」

「大精霊さん、助言くれよ」

　藁わらにも縋すがりたい思いだったけれど、半分冗じょう談だんで半分本気。

　大精霊さんが助けてくれるとは思わない。

　シャーロットのペットとして振ふる舞まいながら、だけど人間からは常に距きょ離りを置いている。

「なんてな。冗談だよ」

「……」

　今回、シャーロットは危険じゃない。マグナはシャーロットの正体に気付いていて、大精せい霊れいさんの忠告も受け止めている。奴やつ等らがシャーロットを害することはないだろう。

　大精霊さんも今はストレス発散出来て、積極的に動くような気もしないし。

「シャーロットとあの男を使えばいいにゃあ」

「え？」

「あの、ジャガイモみたいな男にゃあ」

　だけど、大精霊さんの小さな口から予想外の一言が飛び出した。

　クラウドとシャーロット、あの二人には今回、戦いには参加してもらっていない。

　代わりに地図から、奴等の根城を探してもらっていた。

「お前らが戦っている間、あの二人が何もしていないと思ったら大間ま違ちがいにゃ」




　すぐさま二人を探した。

　シャーロットの魔ま法ほうに頼たよろうとしているわけじゃない。

　大精霊さんも、この状じょう況きょうでシャーロットの魔法が役に立つと思ったわけじゃないだろう。でもシャーロットの姿はすぐには見つからなかった。

　別室で待機していると思ったが、クラウドと一いっ緒しょにどこかへ出かけているようだ。

　このタイミングで、大精霊さんが意味のないことを言うとは思わない。

　二人が帰ってくる頃ころには、時計の針は深夜を回っていた。

「……二人、どこに行っていた？」

　謝るシャーロットと、どこか興奮した様子のクラウド。

「スロウ様、俺から説明します」




「スロウ様の言いつけ通り、ずっと、この地図を見てました。そして気づいたのです」

　二人には、地図の上で奴等の根城を探すように頼たのんでいた。

　だけど結局、最後まで奴等の根城は見つからなかった。

　奴等は根城が特定されないよう細心の注意を払はらっていた。

　いや、奴等は根城なんてものを最初から用意していなかったのかもしれない。

「地図があれば、向こうの陣地であっても、奴等に出くわさずに行動することが可能でした。ここ数日、俺達は若様達が戦いに出向いている間、奴等の陣地で行動していました。地図上の動きだけで奴等の根城を突つき止めることは困難だったのです」

「スロウ様、ごめんなさい。私達だけじっとしているなんて出来なくて」

　思わず声を荒あららげそうになった。

　だって……それがどれだけ危険なことか。

　思いをぐっと飲みこんだ。

　自分達がやっていた行動の危あやうさを分からない二人じゃないのだ。

　俺に言うと、止められると思ったから言い出せなかったのだろう。

「結論から言います。奴等の陣地にある物もの見み塔とう、そこにサンサ様や若様らの魔法を封ふうじ込めた血酔水晶が隠かくされています。先ほど、確かめてきました」

「……」

　頭を抱かかえた。

　本当にこの二人は、どれだけ危険な真ま似ねをしていたか分かっているのか。

「この魔法学園には、毎日生活していなければ分からない隠された道が幾いくつもあります。この地図と、シャーロットの土と地ち勘かんが無ければ、見つけ出すことは困難でした」

　奴等に捕とらわれたサンサと、俺達の魔法を封じ込めた血酔水晶の居場所。

　最も知りたい情報を、二人が危険を冒おかして調べ上げた。

　その行動を責めることなんて、今の俺には出来るわけもなかった。

「物見塔の最上階に、サンサ様がいます。スロウ様、地図を見てください、物見塔の中に動かない者が数名。これがサンサ様と従者コクトウ。そして見張りです」

　机の上に広げた地図。

　物見塔の周りにも、数名の点が動いている。

　物見塔か。確かあそこは、最上階に続く階段があるだけ。

　中には壁かべ際ぎわに螺ら旋せん状の階段が屋上まで続いている。

「……二人とも、でかした」

　奴等は俺達から回収した魔力を、物見塔の中に保管している。

　シューヤがあの水晶を大事に保管していたように、血酔水晶は繊せん細さいだ。

「スロウ様、こんな状態だ。俺達はもう覚かく悟ごは出来ています」

　俺がシャーロットとクラウドの二人に何をさせようとしているか。

　二人とも理解しているんだろう。

　危険な賭かけ。けれど、この二人しかいない。

　奴等も俺達の大半が魔法が使えなくなっていることには気づいている。

　まさか、サンサを救い出すために行動を開始しているとは思わないだろう。

　でも、魔法が使えるクラウドと地図だけでは足りない。

　思いもよらない危機が生まれるかもしれない。だから、

「シャーロット、クラウド。サンサを救い出し、血酔水晶を破は壊かいしてほしい」







　戦いが始まる前は、シャーロットを戦場に投入するなんて思いもしなかった。

　夜空を見ながら、ひとりごちる。

　いつの間にか、大精霊さんが足元から俺を見上げていた。

「危険だにゃあ」

「分かってるよ」

「にゃあはサーキスタ大迷宮ダンジョンでお前を助けたにゃあ。今回は助けないにゃあ」

「……それも分かってるよ」

　アニメの中で奴等は帝てい国こくの兵士を無力化し、情報を吸い取った。

　奴等の手口は分かっている。

　床ゆかに刻まれた透とう明めいの魔法陣を壊こわせばいい。そして、光の魔法使いであるシャーロットにはそれが出来る。シャーロットには、既すでにやり方を伝えている。







「……ふう」

　俺には別の仕事がある。

　二人が動きやすいように、物見塔から錆の連中を引きはがす。

　そのためには、大暴れをしなくてはいけない。

　囚とらわれの身となっているサンサも状況は理解しているはずだ。

　今、この戦いで最も急を要することは、血酔水晶を破壊し、魔法を取り戻もどすこと。

「若様……姿が見えないと思ったら何をしていたんですか」

「ちょっとな。それより、相変わらず中はひどい雰ふん囲い気きだな」

「万ばん事じ休すですから」

「誰だれも寝ねていないのか」

「そりゃあ……公こう爵しゃく様の一大事ですからね」

　大聖堂の中は相変わらずの悲観ムード。

　魔法が使えない魔法使いなんてただの兵士にも劣おとる存在だ。

　公爵家の騎き士しだから、本物の剣も所持しているが、魔法の有う無むはそれだけ大きい。

　中にいる騎士達も勝ち目がないことが分かっているんだろう。

　そして父上の性格も知っている。

　あの人は、一度言い出したらも聞かないからなあ。

「ミント。父上に、会わせてくれないか？」

「……いいですよ」

　今度は邪じゃ魔まされなかった。




　大聖堂の奥にある個室、ベッドの上に父上が寝かされていた。

　色とりどりのステンドグラスから、光が差し込んでいる。

「……」

　父上の微かすかな息いき遣づかいが耳に届く程ほど、静寂に満ちた部屋だった。

　力の指輪を使用し、魔力さえ奪うばわれた父上の容態は芳かんばしくない。

「……貴方あなたは、よくやったと思う」

　ここ最近じゃ、見たこともなかったぐらい安らかな顔だ。

　公爵家当主としての重圧、そして公爵が担になうべき役割。

　それは俺が思うよりも遥はるかに重たいものだろう。

　俺が知らなかっただけで、父上と錆の戦いは幾いく度ども行われていたのだという。

　それは街中で、誰にも知られぬように静かに。

「……スロウ、逃にげろ」

　父上は微かに目を開いた。

「なんだ、起きてたのかよ」

「ここまで酷ひどい気分は久しぶりだ……」

「そりゃあ力の指輪の副作用はきついって聞くし」

　それに父上も血酔水晶によって魔法が奪われている。

　あれからずっと俺も変な怠だるさを感じている。二重にしんどいだろうな。

「おい、無理するなって」

「……」

　家族に弱り切った姿を見せることが耐たえられないんだろう。

　起き上がろうとするが、すぐに諦あきらめたようだ。

「最悪の気分だ……」

　相手が何枚も上手だったことを認めているのか、自じ嘲ちょう気味だ。

　錆の連中は、完全に俺達を上回っていた。

　サンサを捕らえた後に俺達の陣じん地ちまで、攻こう撃げきを仕し掛かけることも十分に可能だっただろう。

　今の俺達の戦力は魔法が使えなくなった騎士が大半。

　奴やつ等らにとっては赤子の手をひねるぐらい、簡単な仕事だ。

「スロウ、以前伝えた言葉は撤てっ回かいする」

「何か言ってたっけ」

「逃げろ……」

「……」

　父上からこんな言葉が出てくるとは思っていなかった。

　ぼけっと高い天てん井じょうを見つめている。頭の中で何を考えているのか。

　マグナと父上の間には、確かな信しん頼らい関係すらあるようだったし、二人の関係は専属従者のミントだって分からないと言っていた。

「逃げるって、どこにだよ」

「……お前の部屋に諸国への逃とう亡ぼう先を纏まとめたリストがあることは知っている。いざという時に備えていたのだろうが、今がその時だろう……」

「……最低だな」

　つうか、人の部屋を漁あさっていたのかよ。最低の父親だな。こいつは。

　多分、サーキスタ大迷宮ダンジョンに向かっていた頃だろう。

　ああ、そういえばミントが俺の部屋を荒あらしに荒らしまわっていたっけ。

　てかさ。そういえば俺は父上に勝手にサーキスタのお姫ひめ様であるアリシアと婚こん約やく関係にさせられたり、恨うらみ言ごとをぶつけようと思っていたんだよ。

　錆との闘たたかいに巻き込まれて、すっかり忘れてしまった。

「……」

　でも、この弱りようを見ていると何も言えなくなってしまう。

「俺も年だ。身体からだにガタがきちまった……」

　バルデロイ・デニングという男は、滅めっ多たに弱音を吐はかない。

　弱り切った姿は家族である俺だって見たことがなかった。

「もう喋しゃべるなよ。傷に障さわるぞ。それに十分だろ」

　力の指輪を使ったんだ。

　副作用の強さは知っている。

　あの錆の頭目、マグナの心臓を貫つらぬく寸前まで追い込んだんだ。

「スロウ、前に言った言葉、もう一つ撤回する」

「……」

「お前は……切り捨てることができる人間だと言った。私やサンサとは大きく違ちがうと」

「何も間違っていないよ」

「……嘗かつてはお前の大きな欠点だと思っていた。だが、最近思うようになった」

「……」

「胸を張れ、お前の長所だ……」

　父上はそのまま、気を失った。

　気を失う直前に一言言い残して。

「あれを持って、この地を去れ……」

　父上が指さした机の上には一枚の紙が置かれていた。

　裏側からでも、表に父上のサインが力強く刻まれていることが分かった。

　最後に父上が言い残した紙を手に取り、中身を読む。







　大聖堂の外に行くと、寒さに震ふるえる。

　もう冬になろうとしている。これからは外がい套とうが必要だなあ。

「……」

　あの二人は、もう動き出しているだろう。

「ミント。父上から渡わたされた。これは、何のつもりだ」

　相変わらず外のベンチに座ったままの彼女に話しかける。

「あー、見ちゃいましたか……それ、私も協力して用意したんですよね」

　紙は裏側からでも父上の署名が透すけて見えた。

　内容は、公爵家当主である父上から俺への指令状。ただ、内容が可笑おかしかった。期限は無期限の特別任務、内容は口頭によってのみ伝えられ、任務中は誰の指示も受けない。

　たとえ女王陛下であってもだ。

　見方によったら、俺はこの紙を渡されたあの瞬しゅん間かんから自由とも、読み取れた。

　手の中で、紙をクシャッと握にぎりつぶす。

「若様がマグナを仕留め、公爵様は堂々と若様の貢こう献けんを認める。マグナ討とう伐ばつはどう転んでも、若様が独り立ち出来るようにと……若様、愛されていますね、自由になれますよ」

「……何度も言ってるだろ。俺は公爵家の当主なんか」

「違います」

　力強く、ミントは断言する。

「公爵様が望んだのは別の道。公爵様は、マグナ討伐に関わる功績を、若様に与あたえるつもりでありました。今後、陛下が若様に手出し出来ないように」

「……」

　くそ。余計なお世話だよ。

　俺がこの国で生きる限り、陛下から特別な指令を与えられることは目に見えていた。

　錆を殲せん滅めつすれば、裏の仕事をなす代わりが必要だ。

　薄うっすらと、便利屋にされる未来は見えていたことだ。

「……」

「若様がルイス様の宝ほう剣けんを持ち帰ってから、特に思いが強くなられたようです。ルイス様が公爵家当主であればどのような裁断をマグナに下すか、考えられておいででした」

「……ルイスなら、奴等を討伐しようとはしないだろう」

　ルイスなら、別の道を模も索さくしたはずだ。

　奴等は本気で帝てい国こくへ潜せん入にゅうすることが、国のためになると思っている。

　ただ、陛下の意には反している。

　マグナの考えは陛下の逆げき鱗りんに触ふれて、陛下は彼らの抹まっ殺さつまで命じた。

　父上は、マグナを筆頭に、奴等が立派な愛国心を持っていることを知っている。

　奴等は自らの存在を抹まっ消しょうしながら、騎士国家という国に尽つくし続けている。

「公爵様の身み柄がらを引き渡し、終結です。我々は勝負に勝ち、敗北したのです」

「……」

「若様は、どうされるのですか」

「……」

　俺は利用されたんだ。

　あの野や郎ろうは、自分が死ぬことを利用して、俺を担かつぎ上げて。

「俺はな。諦めが悪いんだよ」







　大聖堂の中で、シルバを待つ。

　学園長の部屋で俺が探していたのは、地図だけじゃない。

　シルバには俺の部屋から、あるものを持ってきてもらっていた。

　それは学園長の部屋からとってきた小箱だ、中には大量の指輪。

「坊ぼっちゃんの部屋から持ってきましたが、こいつはすげえっすね……」

「モロゾフ学園長の趣しゅ味みは武器作りなんだよ。あんまり知られてないけどな」

　大聖堂にいた騎き士し達が、何やら騒さわがしく動き出した俺達を怪け訝げんな目で見ている。

　さて、あいつらの目に映るように大きな声で伝えるとしようか。

　シルバに軽く目配せすると、奴は心得たとばかりに頷うなずいた。

「でも坊ちゃん！　これが本当に武器になるんすか!?」

　木箱から、重さも感じられない氷の指輪を取り出した。合言葉は確か……。

「夜が明けるデイブレイク」

　その一言で指輪は手のひらの中で溢あふれる水へ変化。

　手のひらから溢れる水は地面へ落ちることなく、氷ひょう剣けんとなった。

「おお、本当に剣になった！　坊ちゃん、試ためし切りしていいっすか？」

「そんな時間はない。戦いながら慣れろって言いたいが、一度だけな」

「了りょう解かい！　じゃあ、一度だけ……」

　そして、シルバが氷剣を振ふるうと、騎士達がどよめいた。

　斬ざん撃げきが大聖堂の硬い壁かべに大穴をあけたからだ。

「よく、こんなものがあの部屋にあるって知ってましたね」

「俺は物知りなんだよ」

　学園がモンスターに破は壊かいされて、学園長は考えを改めたらしい。

　防衛するために、力を蓄たくわえる。

　いざとなれば、学生を強化させるための武装。

　それは今、魔ま法ほうが使えない俺達にはぴったりのものだった。

　学園長、貴方あなたのコレクション、使わせてもらいます。

「じゃあ。行くか、シルバ」

「ええ、坊ちゃん。サンサちゃんを助け出さないといけないっすからね」

　氷剣は主に遠えん距きょ離り攻こう撃げき専門──すべては、学生を守るためだろう。

　魔力は学園長の部屋の樹木と繫つながっていて、学園の中だけで有効な武装。

　水の魔法で、魔力を付ふ与よされた剣。

「──お待ちを、若。勝機がある、そういうことですね」




　騎士達も分かっている。

　この絶望的な状じょう況きょうの中、分が悪くとも活路があるという事実がどれだけの希望となるか。

　あいつらは両手の指でも足りない程ほど、父上を守ってきた騎士達だ。

　彼らには全てを伝えた。

　あの二人が、サンサを救うために行動を開始した。

　俺達の仕事は錆の連中を全員、物もの見み塔とうから引き出すことだと。

　俺の予想通り───騎士達は目の色を変えた。




　道を越こえて、奴やつ等らの陣じん地ちに突とつ撃げき。

　現れた錆の連中は、最初は数人だった。

　まだ大半は、あの物見塔の傍そばをうろついているんだろう。

　全然だめだ。全員をこっちに連れてくるぐらいしないと、あの二人が動けない。

「若様！　先頭は我々が！」

「俺にかまうな！　奴等の相手をしろ！」

　魔法使いでなくとも、魔法の剣が使えるようになる。

　ただ、剣を構成する魔力は有限だ。魔力は学園長の部屋で侵しん入にゅう者を攻撃するあの樹木から提供されている。この剣は、あの樹木から作られているのだ。

　鞘さやのない氷の剣。振るう力によって、樹木から取り出される魔力が違う。生徒よりも遥はるかに膂りょ力りょくのある歴戦の騎士が振るえば、奴等でさえ近寄ることを躊躇ためらう程の斬撃となる。

「爺じいさんに伝えろ！　奴等、武器を調達しているぞ！」

「お前ら、あの斬撃には触れるな！　中に毒が混じってるぞ！」

　が、学園長。

　あんた。なんて危険な武器を生徒に持たせるつもりだったんですか……。




　道を幾いくつも越えた先。

　何棟むねもの校舎、学生が多数利用する連結地点、普ふ段だんは憩いこいの場として賑にぎわっている広場に奴等はいた。祝しゅく杯はいの真ま似ね事ごとか、酒を飲んでいたようだ。

　俺達が投降したわけでもないのに、もう勝利気分かよ。

「ひゃは、負け犬どもが攻せめてきたぞ！」

　仮面の男達は、酒が入ったグラスを投げ捨てて、俺達に向かってくる。

「ひひ！　また会ったな！」

　こいつも出てきたってことは、本当にもうすぐだ。

　この男には戦いが始まってから、ずっと苦しめられてきた。

　イチバンを時間を掛かけずに倒たおすことが出来たら、騎士達の士気も上がるだろう。

「マグナはどこだ」

「さあな！　俺だって知らねえよ！　いつもの散歩じゃねえか!?」

「お前らのボスは吞のん気きだな！」

「ひひひ！　問題ねえよ！　俺達の勝利は揺ゆらがねえからな！」

「それはどうかな」

「……ひひ。面おも白しろいものを持っているな、力の指輪！　確かにあの公こう爵しゃくと同じ血が流れているお前なら使えるなあ！　ひひ、一度味わってみたかったんだ！」

　力の指輪、公爵家の血を持つ者にしか扱あつかえない公爵家の秘宝。

　イチバンはじっくりと、俺の身体からだが力の指輪、その恩おん恵けいを受けるのを待っている。

　まさか俺だって、この力に手を染めるとは思わなかった。

　公爵家の呪じゅ縛ばくから逃にげ続けようとした俺が使うのは間ま違ちがっている。

　だけど、俺にはこれしかなかった。

「イチバン！　一人で大だい丈じょう夫ぶか!?」

「ひひ。余計なこと、するんじゃねえぞ！　力の指輪があれど、魔法も使えない！」

　自信過か剰じょうだ、万が一にも俺に負けるなんて考えていないのだろう。

「ひひ、スロウ・デニング。お前のタイミングで、掛かってこい」

「……後で後こう悔かいするんじゃねえぞ」

　心が震ふるえ、身体も震えた。使い方は、指輪に血を垂たらす。それだけだ。

「ふうっ…………」

　心しん拍ぱく数の上じょう昇しょう。

　──感覚が、研とぎ澄すまされていく。

　まるで自分の身体じゃないみたいだ。
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　俺の目は、イチバンの姿を映し続ける。

　──あいつに構っている暇ひまはない！

　一いっ瞬しゅんで決める！

「ッらあ」

　感情の爆ばく発はつと共に、瞬間的に動き出した。

　イチバンとの間に距離がある。

　十歩は掛かると思っていたのに、奴との距離を二歩で埋うめた。背後に回り込む。

「ひひ、はええな！」

　あいつも反応するが、間に合っていない。

「イチバン！」

　誰だれかが俺に向かって魔法を放つ。このままイチバンを倒しても良かったが、それは必殺の一撃だった。イチバンを討うつために、大怪け我がを負うわけにはいかなかった。

　イチバンには、そこまでの価値はない。

　一いっ旦たん、飛びのいて、仕切り直しだ。

「余計な真ま似ねするんじゃねえ！」

　イチバンは味方に向かって恫どう喝かつ。

　そのまま俺を見て、ギリギリと歯は軋ぎしりをし、笑う。

「……ひひ、お前なんで笑っている！」

「楽しいからだよ、イチバン！」

　体感時間が、極限まで圧縮されていく。

　全てがスローモーションに。

　視界が、イチバンを中心に歪ゆがんでいく。

「ひひっ！　俺もだよ！」

　この世界なら、戦える。

　イチバンの不規則な動きが、全て見える。

　──これなら！

　奴の動きに惑まどわされることなく、躊躇わずにイチバンの顔を摑つかんだ。異常な過か負ふ荷かに身体が悲鳴を上げている。今の俺の力は、力の指輪の効果によって強化されている。

　間かん髪はつを入れず、力のままに、地面へ叩たたきつける。

「ヒ」

　とんでもない音が聞こえた。

　広場に集まっている誰もが、こちらを見て顔を歪めていた。

「……イチバン、大丈夫か！」

　イチバンは、動かない。動けるわけがない。力の指輪の効果。並外れた膂力を持ち、俺のパンチでも地面をめり込ますことが出来そうなんだから。

「まさか、卑ひ怯きょうだなんて言わないよな」

「……ひひ、な、なんで、動ける……」

　倒れたまま、くぐもった声。

　だけど、奴は驚きょう愕がくしているようだ。俺も同じだ。

　まだ意識があるのかよ、どれだけ頑がん丈じょうな身体なんだ。

　でも、一応答えておく。アニメではシューヤのために命を張った男だ。

「……楽しい、からかな」

「お、お前、錆に向いているぜ……」

　ああ、そういうことか。

　こいつらに親近感がわく理由、嫌きらいになれない理由。

　錆の部隊に選ばれるのは、戦場で仲間を助けるために英えい雄ゆう的所業を行った戦士が大半。

　彼らは、仲間や騎き士し国家の未来のためには命を惜おしまない。

　俺はシャーロットと一いっ緒しょにいるために、全てを捨てた。少しだけ、似ているからか。

「若の姿を見ろ！　我らも、後おくれをとるな！」

「坊ぼっちゃん！　大丈夫っすか！」

　理由は分からない。

　大聖堂で騎士達を鼓こ舞ぶしたときから、妙みょうな高こう揚よう感が高まっていた。




　口元には、笑えみがこびりついているだろう。父上に巻き込まれ、始まった戦い。

　シャーロットを危険な戦地へ駆かり出すまでに、追い詰つめられている。

　それでも俺はいつの間にか、捨てたものを取り戻もどしていったんだろうか。

「まだまだ、暴れるぞ……」

　マグナに次いで面めん倒どうな男は無力化した。

　俺達はこの場で暴れるだけだ。




　改めて覚かく悟ごを決める──その時だった。

「なんだ!?」

　轟ごう音おんが訪おとずれる。誰もが動きを止めてそちらを見た。

「塔とうが……崩くずれるだと！」

　あの二人が狙ねらっていた物見塔。

　轟音が轟とどろいた。シャーロットとクラウドが向かった先、物見塔が倒れていく。

「まずい、あそこには───」

　仮面を身に着けた男の慌あわてた声が聞こえるが、もう遅おそい。

　周囲に瓦が礫れきが飛び散り、砂すな嵐あらしが起きた。

　サンサ達が塔を破は壊かいした音。あいつら、無茶をしたな。だが、サンサやあのコクトウが自由になれば、それぐらいのことはやってのけるだろうとも思うのだ。

「おい！　誰か様子を見てこい！　あそこには──」

　あの二人がやってくれたんだ。

　こんなにも早く、やり遂とげてくれた。

　だって──力が戻ってきた。




　効果を実感した瞬間、闇やみ空ぞらに光の爆発が生まれる。

「……っ！　今度はなんだ！　何が起きている！」

　目の前で大きな爆発、そして次々と流星群のように、それが降りそそぐ。

　振ふり返って、彼女がいるだろう場所を見た。

　姿は見えないが、それでも確信出来た。

　あそこで彼女は、その時が来るのを待ち続けていたんだろう。

　不意にクラウドの言葉を思い出した。

　確かに。君は、戦場の女め神がみだ。

「騎士達よ！　血酔水晶は消えた！　彼女の魔法が証しょう拠こだ！」

　こんな大声、俺が出してるのかよ。

　驚おどろかずにはいられない。これでもクールを気取っているからさ。

　だけど、今が攻め時だ。今をおいて、ほかにない。

「何故なぜ、動けるッ！　力の代だい償しょうは、どうした！」

「若……これ以上の無理はお止やめに！　代償がすぐにっ！」

「俺に構うな！　勢いのままに、打ち倒すぞ！」

　全て、想定通りだ。

　力の指輪を解放した後に魔力が戻る。

　これでまだ、まだ……動ける。

「若の言う通り！　我らの力を、見せつけろ！」

　こちらの士気は最高潮、錆の連中を圧あっ倒とうしている。

　それに乱戦こそ、俺達公こう爵しゃく家の本領が発揮出来る場面なのだ。

　だけど、騎士達の勢いを削そぐ者が現れる。

「そいつを、取り囲め！」

　一人、可笑おかしな奴がいた。明らかに他とは異なる動きで、騎士達を叩き潰つぶしていく。

　おいおい……蹴けりだけで騎士が一人、校舎の中にめり込んだぞ。

　錆の連中とは隔かく絶ぜつした力を持つ者。

「力の指輪を解放してもなお、君は立ち続けている」

　錆の頭目、マグナの登場に、皆みなが気を引き締しめた。

「血酔水晶の解放が大きいのか」

　再び、右手の人差し指に嵌はめた指輪の力を解放させる。

「それとも、他の要因があるのか」

　息を浅く、何度も吸い込んでいく。

　力の指輪は、覚悟の証あかしだ。

「いいか！　俺に近づくなよ！」

　この場で絶対に、終わらせる。

　あの二人が導いてくれた千せん載ざい一いち遇ぐうのチャンス。

　逃のがすわけにはいかない。

　──一呼吸。

　その瞬間、能力が上がる。力の指輪が、再び効果を発動する。

　マグナに向かって動く──飛んだかと思うぐらい、一歩が長い。

「お前には……氷、だろッ！」

　それだけで、一瞬、意識が飛んだ。

　マグナは俺の魔法を避よける。あいつの背後、俺の魔法を受けた校舎が、氷こおり漬づけになった。

　俺の魔法も大きく強化されていた。風を巻き起こせば、花か壇だんの土が抉えぐれ、木々がなぎ倒たおされる。ごめん、戦いが終わった後、この惨さん状じょうを元に戻すのは大変だろう。

「私の弱点を聞いたか」

　声は出せない。

　空気は、肺の中に残したまま。

　猶ゆう予よはない。こいつの身体からだは異常だ。

　顔が真っ赤になる。

「力の指輪、二度目の解放なんてまともではない」

　まともじゃない相手と戦うには、まともじゃいられない。

　それに俺の体術は、父上に劣おとっている。

　だったら、底上げするしかない。

「ふ、やはりまともじゃない」

　──深い底に、沈しずんでいく。

　父上もそうだった。

　力の指輪、発動時。どうしても周りへの意識が疎おろそかになる。

　世界に、マグナと自分しか、映らない。

「苦しいだろう」

　喉のどを押さえる。

　それでも、立ち上がらねばならない。

　目まぐるしく、揺ゆれる視界。

　それでも速いマグナの動きを、俺の目はしっかりと捉とらえていた。

「無む謀ぼうだよ、バルの息むす子こ」

　これが最後。

　だから力が溢あふれる。

「……！」

　俺の魔法で、凍こおっている。凍りついていく。

　大気の水蒸気が雪となり、降りそそいでいる。

　世界が俺とマグナを中心に、どこまでも氷に包まれていく。

　目につく全てに白い魔ま法ほう陣じんが生まれていった。そこから氷の魔法が次々と発現していく。

「……ッ!!」

　誰だれかが何か言っている。

　──近寄るなよ、シルバ、父上の騎士達。頼たのむから、離はなれていてくれ。

「……ッ！　ッ！」

　誰かが叫さけんでいる。

　それも一人じゃない、大勢が何かを叫んでいる。

「意識の混こん濁だく。無理もない」

　マグナの声だけが、しっかりと聞こえていた。

　意識がかすれていく。

「……！」

　苦しさに、悶もん絶ぜつしそうになる。

　頭に響ひびく鈍どん痛つう。これ以上は止めろって、頭の深い部分が警告している。

　だけど、止まれないんだ。止めるわけにはいかない。

　どうやって、俺の身体が動いているのかも分からない。

　俺は父上程ほど、技術に長たけていない。

　だったら、父上以上に無茶をしなければ。

　もっとだ。もっと、深く、潜もぐれ。

　息は吸えない。力の指輪は、強い覚悟に応えてくれる力なんだ。

「少し、羨うらやましい」

　もう、見えない。

　俺の目には何も映らない。ただ、マグナの姿が黒い点として、そこにいる。

　全身が、限界に近いと伝えている。

「バルは素す晴ばらしい後こう継けいを得た。しかし、だ」

　まだやれるだろ、と己おのれを叱しっ咤た激げき励れい。意志の力だけで立ち続ける。

　身体が、死に向かっている。

　何のために、俺はこの力に、身を任せたのか。

　理由さえも曖あい昧まいになって、深いところへ意識が沈んでいく。

「戦いの結末は、決まっている。君が頑がん張ばる必要は、何もない」




　　　　●




　風の大精せい霊れいは、二人の力だけで突とっ破ぱは無理だと考えていた。

　確かに、あのじゃがいも顔の男が所有する魔ま剣けんは類い稀まれなる力を持っている。

　それでも風の大精霊はサンサを助け出すことは不可能だと結論づけた。

　その理由は、地図には映らない魔法生物、ゴーレムの存在にあった。

「まさか、若様の従者に助けられるとは！　一本取られましたなあ、サンサ様！」

　破壊された塔の周りで、サンサ・デニングと従者コクトウがゴーレムを粉ふん砕さいする。

　地図には映らないゴーレムが、何百体と物見塔の周りを徘はい徊かいする異様な光景。

　それを目にしたシャーロットとクラウドの二人は、想定と違ちがう敵の出現に啞あ然ぜんとしていたが、すぐに覚かく悟ごを決めた。これは時間との勝負だと分かっていたからだ。

「サンサ様、これでもまだあの子が、若様の従者には相応ふさわしくないと？」

　理論上は可能であった。

　彼らが生み出したゴーレムは、初めに魔法学園を蹂じゅう躙りんしたゴーレムと同様の性質で、脅きょう威いと認にん識しきする相手以外は、襲おそわないよう作られていた。

　学園の生徒と同じように、ゴーレムの脅威にシャーロットは含ふくまれていなかった。

　それでも、その塔とうを上るには大きな勇気が必要で、何が起きても不思議はなかった。

「うるさい、コクトウ！　余計な口は引っ込めておけ！　合格だ！」

　風の大精霊もいつでも飛び出せるように身構えていたが、その必要は結局なかった。

　あの子も成長したもんだと、塔を上りきった彼女を見て、風の大精霊は思ったものだ。
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「──戦いの結末は、決まっている。君が頑張る必要は、何もない」

　そうだ。どうして俺はここまで本気になっているのだろう。

　以前の俺ならシャーロット以外、何もいらなかったのに。

　シャーロットは……無事だろうか。

「そうだ、それでいい」

　口の中で、鉄の味がした。

　頭の中で、警告が発せられる。

　これ以上は、危険だと。楽になれって。

　俺は楽になっても、いいんだろうか。




『あ！　スロウ様、起きたみたいですね』

　シャーロットの声が、頭に響く。

『スロウ様はとっても頑張ったんだから、まだまだ休んでいいんですよ？』

　どこかで聞いた台詞せりふだ。

　走馬灯か。きつい現実を前に、遂ついに頭が現実逃とう避ひを始めたのか。

『スロウ様。あーん』

　だってシャーロットは今の俺を見て、そんなこと言わない。

『あの……サンサ様、スロウ様の新しい従者候補の人って……どんな人なんですか？』

　新しい従者候補として、ミントがやってきて。

　ミントを追い出そうとした俺と違って、シャーロットはあの子を受け入れて。

『へへ、俺だけじゃないっすよ！　なんと！　クラウドの旦だん那なもいます！』

　俺は、懐なつかしいあの日を取り戻もどした。

　戦場の中にあったとしても、紛まぎれもなく居い心ごこ地ちのよい時間で。

　あの思い出に包まれていられるなら、このままでもいいかな。

『だから、恩を売ったじゃないですか。助けてほしいから』

　ごめん。君の願い、叶かなえられそうに……。




『おい。少し、落ち着け』

　頭の中に、誰かの声が叩たたき込まれる。

　走馬灯にしては随ずい分ぶんとはっきりした声だった。

　誰だよ。今、良い所だったんだぞ。

『あの子はお前のような力もないが、やり遂とげたぞ』

　……。

『お前がその体ていたらくで、いいのか？』

　そうだ。

　そうだった。

『あの子から、お前への伝言を預かっている』

　俺達が力を取り戻した理由。

　シャーロットは、やり遂げてくれたんだ。

『また四人で騒さわごうと言っていた』

　……。

『次は一晩中がいいらしいと、姫ひめは言っている』

　聞いた瞬しゅん間かん、涙なみだが出そうになった。

　もう訪おとずれないと思っていた四人の時間。

　あれを心地よいと感じていたのは、俺だけじゃなかったのか。

『分かるな、スロウ。お前のなすべきこと』

　──風が吹ふいて、目を開いた。




　視界が広がる。

　一瞬だけど、頭の中がクリアになった。

　そして全部、見えた。




「若！　一人では、ありませんぞ！」

　あいつらが俺のすぐそばにいた。

　なけなしの力を振ふり絞しぼって、援えん護ごをしている。

　いつの間にか、全てが氷に覆おおわれていた。空からは雪が降っている。足元は氷に覆われ、マグナが振るう炎ほのおなんて、ちっぽけな灯ともし火びのようだ。極ごっ寒かんの地じ獄ごくみたいな光景だ。

「坊ぼっちゃん！　俺達を頼たよれ！　少しぐらいなら、俺達だって奴やつと渡わたり合える！」

　誰が、どこにいて、何をしようとしているのか。

　頭の中で、パズルがカチリとはまった。

　騎き士し達の姿が、シルバの位置が、今もなお狙ねらい続ける、彼女の存在まで。

『繫つなげるんだにゃあ』

　ありがとう、アルトアンジュ。

　やるべきことが見えたよ。




　深い底から、意識を浮ふ上じょうさせる。

「バルの息子……死んだかと、思いましたよ」

　イチバンの動き、あいつの人間の外にいた動き、今なら俺も出来る。

　俺の踏ふみ出した足元から地面が凍こおっていく。

　瞬まばたきも忘れて、マグナの身体からだを追いかける。

「ここへ来て、見違えるような動きだ」

　人体の構造を、強ごう引いんに捻ねじ曲げてマグナを追う。

　勝利なんて考えない。ただ、あいつの身体を凍らせる。

　身体に触ふれれば、魔法の効果は跳はね上がる。

　そのために、風を摑つかむ。

「驚おどろいた。そこまでの才能があったか」

　あいつの身体を纏まとう空気ごと引き寄せる。

　自分でも何をやっているのか理解出来ない。

　だけど、これが力の指輪の効果。

「……捕つかまえたぞ」

　俺の手が、初めて奴の腕うでを摑んだ。

　皮ひ膚ふの冷たさにぞっとする。

「それが？」

　マグナの声には、焦あせりもない。

　しかし、それで彼女には十分だった。

　見えないけれど、ちょっと身体を傾かたむける。

　直前まで俺の頭があった場所を通過して、マグナの太ももに弓矢が突つき刺ささる。

　マグナの片足が一瞬で氷に覆われた。

「若様！　動かないでください！」

　次々と氷の矢が放たれる。それはもはや、矢よりも鋭えい利りな氷の槍やりと言っていい。

　こんな神かみ業わざが出来る奴なんて、一人しか知らなかった。

　父上の専属従者が、高台からこっちに狙いを澄すませている。

　思わず笑いが出た。ミント。君、容よう赦しゃなさすぎ。

「なるほど」

　さすがのマグマも目を見開いた。

　奴の身体で凍っていない箇か所しょを見つける方が難しい程ほど。

　それでも致ち命めい傷しょうには遠いのか。マグナが目の前で笑った。

「それで？」

　ひゅうと、口笛を吹きやがった。こいつは化け物だ。俺達の常識は通じない。

　俺の頭を掠かすめた弓矢が、マグナの額を貫つらぬいた。

　奴の顔面も瞬く間に凍っていく。

　錆の連中が何かを叫さけんでいる。騎士達が奴等を必死で押しとどめていた。

「一つだけ、興味がある。何のために？」

　力の指輪は光り続けている。

　呼吸は出来ない。

　息を吸った瞬間、この力は霧む散さんする。感覚で分かる。

「……家族へ、迷めい惑わくを、かけ続けた」

　これっぽっちで、贖しょく罪ざいになるとは思えない。

　それでも、少しでも、罪つみ滅ほろぼしになるのなら。

「君は……そうだったな」

　その瞬間、マグナが笑ったような気がした。

　今、自分がどんな状じょう況きょうなのか分かっているのか。

「ずっと、狙っていたのか」

　尋じん常じょうじゃない力で、その場で奴に突き飛ばされた。

　せっかく、あいつを捕まえたのに。

「聞け、スロウ！」

　力の指輪で、極限までゆっくりになった世界で。

　俺の視界を切り裂さいて現れたのは父上だった。

　俺がサーキスタ大迷宮ダンジョンから持ち帰った魔ま法ほう剣けんダブル、マグナの胸が貫かれる。

「お前に任せるなど、私らしくはなかった！」

　そうだよな。

　魔力が戻れば、多少は身体の無理もきく。

　二回目の力の指輪。俺だって、動くことが出来たんだ。

　この状態で、あんたが動かないわけがない。

　残ったのは完全に凍り付けになったマグナの姿。

「最後に言い残す言葉はあるか」

「……素す晴ばらしい」

　噓うそだろ、おい。

　なんで笑ってるんだよ。氷ひょう像ぞうの中に、マグナが閉じ込められている。

　身体中を氷こおり漬づけにされて、どうしてお前の声が聞こえるんだよ。

「安心しろ、スロウ。もう……終わりだ」

　父上の魔法剣が、氷像と化したマグナの首を落とした。
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　疲つかれ切った身体が地面に倒たおれる。

　ほてった身体だけど地面が冷たすぎて、途と端たんにくしゃみが出そうになった。

「はは、何だよこれ。やべえ」

　戦いの余波に、目を丸くした。氷の世界に、未いまだ吹き止やまない暴風が辺り一帯を薙なぎ払はらっていた。校舎が氷漬けになり、世界の終わりのような光景だ。

　笑ってしまうぐらいの破は壊かいの光景。これが力の指輪か。

「……」

　マグナが倒されたことで、錆の連中が一気にその場を逃にげ出した。騎士達は奴等を追っている。終わったんだ。錆との関係は、公こう爵しゃく家の歴史でもあったはずだ。

　俺達が一つの歴史を終わらせてしまった。

　女王陛下の望みだが、公爵家の弱体化は避さけられないだろう。

「終わったな」

「……父上。学園への賠ばい償しょう金はどれぐらいになるでしょう」

　確か今回の戦いで発生しかかった費用は、公爵家が負担するはずだ。

　これ、天文学的な金額になるんじゃないか？

「……止めろ、今はそれを考えたくない」

　父上もそこにいる。腰こしを下ろして、魔法剣ダブルに手を掛かけている。

「父上、前から気になってたんですけど……父上が公爵になってから公爵家は財政難になったって聞きます。もしかして」

「こういうことだ。好き放題やってきた」

　そういうことか。呆あきれるぜ。

「終わった後にこんなこと言いたくないんですけど、本当に良かったんですか。錆がいなくなれば、公爵家は弱体化する。錆との関係が公爵家の強みでもあった筈はずです」

　大昔の公爵家当主が錆の頭目を倒し、従えた。

　そこから公爵家と錆の関係は始まり、公爵家は飛ひ躍やく的に力を伸のばした。

　錆は、公爵家にとって強力な手て駒ごまだ。

「かまわない。公爵家の弱体化は、あり得ないことだ」

「確かに奴やつ等らの大半はまだ生き残ってますけど、錆はマグナの命令しか聞かないとミントに聞きましたが……」

「あいつの悪いところは口が軽いところだな。それに、気に入った相手に感情移入しすぎるところだ。あいつの父親は、それはもう静かな男だったんだがな……」

「父上、問題ないっていうのはどういう……」

「マグナは、死んでいないからだ」
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「死んでるじゃないですか。身体を氷漬けにされて、頭を落とされて……」

「マグナ。悪あく趣しゅ味みだ。死んだ振りなど、やめろ」

　父上がマグナに声をかけた。死人に声をかけるなんて、何を考えているんだ。

　でも、目を疑ったんだ。氷漬けになったと思った身体、氷がいつの間にか解けていた。そして、マグナがひょっこりと上半身を起こしたからだ。

「二対一は卑ひ怯きょうだと思いますが、敗北です。面白かったですよ、バル」

　目を疑った。それはマグナの声だ。

　落とされた筈の頭が、口が動いている。

　それに、ギョロギョロした眼球。

「お前みたいな、可笑おかしな存在相手だ。二対一ぐらい、何が問題だ」

　あいつの首から根っこみたいなものが伸びている。それは触しょく手しゅだ。

　触手は、身体を探しているのか、うねうねと動き、首の落ちた身体を摑んだ。

　奇き妙みょうな光景だった。

　言葉も出なかった。き、気持ち悪い。な、なにこれ。

「マグナは人でない。正体は、意思を持ったマジックアイテムだ」

　マグナの首から伸びている触手が見事に、器用に身体と頭を結合させていく。

　目を逸そらしたくなるぐらい、グロテスクな光景だった。

「バルの息むす子こ。これは代々、歴代公爵のみに知らされる秘密です。あのエレノア・ダリスといえど知りませぬ。秘密にしてください。私は、騎き士し国家を愛する、ただの道具」

「……」

　淡たん々たんと、騎士国家への愛を語るマグナ。

　言いたいことは山ほどあった。だけど、ぐっと堪こらえる。

　そして一番聞きたいことを一つ。

「……つまり、父上とマグナはぐるだったと？」

「私は錆との関係を、断たち切りつもりはない。陛下の目を欺あざむく必要があった。そのために、死し闘とうを演じる必要があった。クルッシュ魔法学園を破壊するぐらいの規模でな。見ろ、スロウ。これだけ学園を破壊して、私達は生き残ったのだ。誰だれが、我々の勝利を疑う」

「……」

　なんだよそれ。

　俺はあてられたってわけか。

　父上は、それ以上、話してくることはなかった。

　身体からだを取り戻もどしたマグナが、サンサやコクトウがどのようにして暴れて、物もの見み塔とうを破壊したかと教えてくれる。

　何だよ、やけに呆あっ気けなく血酔水晶が破壊されたと思ったら、そういうことか。

「そういえば、スロウ。お前に一つ、聞いておくことがある」

　身構える。

　自分の手で、瞼まぶたを閉じた。どんなびっくり発言が飛び出してくるか。

　公爵になれ、とかかな。俺はマグナの秘密を知ってしまったから。

「お前は、自由に、なりたいか？」

　なんだその質問。

　抽ちゅう象しょう的で脈みゃく絡らくもない。

　自由……って、そんなの──決まってるだろ。

　もう俺は、あんた達に関わりたくないっての……。











終章　旅出









　学園生徒の一時帰き還かんが認められたのは、公爵家が学園を去ってから数日後のことだった。

　シューヤ・ニュケルンも学園に戻ってきた生徒の一人として、一部が瓦が礫れきの山と化した学園を見た。

「シューヤ……ねえ、教えて？　何がどうしたらこうなるのよ……」

「アリシア、そんなこと俺に聞かれてもな……答えられるわけがないだろ……」

　これから学園は再び、長い再建期間に入るらしい。

　寮りょう自体は被ひ害がいを免まぬがれたため、荷物の整理を行うために学生の帰還が許されたのだ。

「これ、モンスターが襲おそってきたあの時よりもひどくない？」

「だから、俺の顔を見るなって……俺だって何も知らないんだからさ……」

「はあ。使えないわね……でもやっぱり、この学園、呪のろわれてるんじゃない？　一年に二回も休校なんて普ふ通つうじゃないわよ。私、授業料返してもらおうかしら」

　アリシアとシューヤだけじゃなかった。

　学園の有様を見て、一時帰還を果たした誰もが言葉を出せない。

　真実は闇やみに葬ほうむられた。この場で何が起きたかを知る者は限りなく少ない。

　しかし、公爵家の当主が関わっている事案。あえて、探さぐろうとする者もいないのだ。

　公爵家の恐おそろしさは、貴族に生まれた者なら誰でも知っている。

「で、シューヤ。あんたが心なしか嬉うれしそうなのは憧あこがれのサンサ様に会えたから？」

「べ、別にニヤニヤなんかしてないって！」

「その大事に持ってる手紙は何よ。公爵家の刻印と綺麗なサイン！　あのサンサ・デニングがヨーレムの街に滞たい在ざいしていたってのは私だって知ってるわ」

「こ、これはだな……あ、アリシア！　あれを見ろよ！　すっげえことになってる！」

　ただ、学生の中でもただ一人。

　シューヤはそれとなく事情を知っていたりするのだ。

　ヨーレムの街で、サンサ・デニングの部下からサンサからの手紙を受け取っていた。

　──とても助かったと、何かの折に感謝を直接告げたいと書かれていた。

「……カチカチに固まってる。何がどうなれば、校舎が氷漬けになるんだろうなあ……」

　寮に向かう道中。道草をくっていたアリシアとシューヤの二人はそれを見上げる。

　学園の至る場所に戦いの余波、未いまだ消えることのない傷きず跡あとが残されている。

　中には氷漬けとなった校舎があって、大勢の学生が二人と同じように校舎を見上げていた。校舎を包み込む氷は、幾いくら熱を与あたえても解ける気配がないらしい。

　お陰かげで校舎の中に入ることが出来ないと学園関係者は嘆なげいていた。

　物は試ためしとばかりに、氷を解かすために魔ま法ほうを放つ生徒の姿が見られた。

　シューヤも彼らと同じように火の魔法を使ってみるが、結果は変わらず。

「アリシア…………これ、多分デニングの魔法だよな。何かそんな気がする」

　誰かが、これはスロウ・デニングの魔法に違ちがいないなんて言い出すと、同意の声が多数。

　不思議とその言葉には、見る者を納なっ得とくさせる説得力があった。




　寮に向かって歩き出す二人の前に、何やら盛り上がっている集団の姿が見えた。

　彼らは顔を突つき合わせて、数枚の紙を覗のぞき込んでいる。

「やった大勝ちだ……！　今の私なら、家も買えちゃうかも！」

　中には、浮うかれている平民の女の子の姿も見えた。

「はああ、神様、仏様、先せん輩ぱい……最高です……」

　誰かに聞けば、公爵家の争いがどこまで学園に被害をもたらすか、賭と博ばくのようなものが生徒の間に広がっていたらしい。事情を聴きいて、アリシアは頭を抱かかえた。

「うちの生徒、逞たくましすぎるでしょ……」

「よく考えたら、こういうのだってあいつがまともになってからだよな」

「……何がよ」

「退たい屈くつしなくなったっていうのかな。上手うまく言えないけど、お前なら分かるだろ」

「スロウがまともになってから学園が壊こわされていくって風にも言えるんじゃない？」

「そうとも言えるな。でも、そう思ってるのは俺だけじゃないみたいだ。ほら」

　一時的に荷物を取りに来た学生達。

　彼らもまた、シューヤやアリシアと似た話を繰くり返していた。

　スロウ・デニングがまともになってから、学園に偉えらい人がやってきたり、楽しい出来事が増えたと喜んでいる者もいるようだ。中には事情通を気取り、今回の戦いで、スロウ・デニングが責任を取らされて遠方へ飛ばされたと語る者もいた。

　男子寮四階に住むスロウ・デニングの部屋は、今やもぬけの殻かららしい。しかし、あのデニングの部屋に忍しのび込むなんて勇気ある奴やつもいたもんだとシューヤは心の中で賞賛。

「デニングが遠方にねえ……でも、どこに行っても、あいつなら楽しくやってるだろ」

「そうね、それだけは間違いないわ」
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　凍いてつくような風──それは、身体を芯しんから凍こおらせる冷たさを伴ともなっていた。

「ああああ！　さむいさむいさむい！　シャーロット、待って！　置いていかないで！」

　北方の冬は、南方とは比べ物にならないと聞いたことがあった。

　それでも、ここまで気候が違うのか。

　まだ冬に入りかけだというのに、既すでに南方の真冬を超こえた寒さを感じるんだ。

「……ぶひいい、ぶひいいいい」

　両りょう腕うでで服を幾いく重えにも着込んだ身体を抱だきしめる。

　俺とシャーロットは雪山の中を歩いている。

　一歩一歩が地面に降り積もった雪を踏ふみ締しめて、進んでいく。

　すると、俺の前を歩いていたシャーロットが呆あきれた顔で振ふり返って。

「ぶひいいい」

「スロウ様、変な声を上げないでくださいっ、獣けものか何かだと勘かん違ちがいしちゃいますから」

「シャーロットは何で平気なの……」

「私、もう慣れました！　それにスロウ様、これからもっと北上していくんですから、今から参ってたら話になりませんよ？」

「これ以上寒いって泣きたくなってくるんだけど……」

　帝てい都とで盛せい大だいな催もよおしが行われるとのことで、南方の大国が招待を受けたのだ。

　だが、招待主はあのドストル帝国である。何に巻き込まれるか分かったものじゃない。

　南方大国は、万が一があっても大だい丈じょう夫ぶな人選をしたという。

　そして騎士国家からは俺が選出された。されてしまった。

　いいや、押し付けられたとも言えるな。

「あの野や郎ろう……面めん倒どうな仕事を押しつけやがって……」

「公こう爵しゃく様は人選に人選を重ねたって言っておられましたよ！　私も同感です！」

「……シャーロットは前向きだなあ。俺は厄やっ介かい払ばらいされたとしか思えないけど」

　俺の仕事。

　それはデニング公爵の代わりに、帝国という国を知ることだ。

　帝国を探るべきだという、マグナの意思は達成されたわけだ。

「それでスロウ様、私達が向かう街って、どんなところなんでしょう」

「帝国の中でも最も南に近くて、雪男が住んでいるって噂うわさの街だよ……」

「雪男！　楽しみですね！」

　シャーロットの喜ぶポイントが分からないなあ……。

「はあ、旅の全てを記録しろって言われたし……面倒だよ……」

　だけど、クルッシュ魔法学園には帰れない。

　あれだけ学園を破は壊かいしたんだ。

　どんな顔をして、皆みなの前に戻ればいいんだよ。

　特に俺が氷こおり漬づけにしてしまったあの校舎。

　どれだけ熱を与えても氷が解けないし、学園関係者から恨うらまれていても可笑おかしくない。

　でも女王陛下をも欺あざむくには、あれだけの大がかりな仕し掛かけが必要だったらしい。

　今のところ、女王陛下は俺達がマグナを討とう伐ばつしたと信じ込んでいる……多分。

「もう少し時期が早ければ馬車もあったらしいのに……」

「いいじゃないですか、スロウ様！　私、雪好きですよ！」

「シャーロットは前向きだなあ」

　父上は奴等の思おも惑わく通り、錆さびの連中を北方へ送り込んだ。

　マグナの要求を飲んだわけだけど、一つだけ父上の意向が付け加えられている。

　奴等を自由にさせず、監かん視し役をつけること。

　その監視役が、俺というわけ。

　父上が俺を戦いに巻き込んだのは、俺と奴等の相あい性しょうを見るため。

　既に奴等の一部は、俺達が向かっている街に滞在して、情報を探っているらしい。

　父上の話じゃ、あいつらを管理するために、俺の手足となる人間も送り込んでいるらしいけど、誰だれだって話だよ。俺の手足なら、この山歩きで苦しんでいる今を助けに来いよ！

「ひどい話だ、ほんのちょっぴりの資金だけ与えられて、幾つもの山を越こえて帝国に行ってこいだなんて。これじゃあ、公爵家を放り出されたのと同じだ！」

「スロウ様なら問題ないって思われているんですよ。信しん頼らいの証あかしってやつです！」

「そうかなあ。俺は魔法学園クルッシュの復旧費用で金がなくなっただけだと思うけど……」

　学園を破壊した賠ばい償しょう金で公爵家の家計はかつかつらしい。

　だからって、これはないだろう……今、俺達は徒歩だぞ、徒歩。金があれば、馬車の代わりに雪道を進める移動手段だってあるのに……相当高いらしいけど……。

「はあ……結局、父上の掌てのひらの上だったか」

　ずっぽりと足が雪の深みにはまった。

　足元から身体からだに冷たさが昇のぼってきて、背筋も凍る。

「スロウ様、急に立ち止まってどうしたんですか？」

「いや、ちょっとね。考えごと」

　ずっと、解決策を探していた。

　俺がシャーロットと一いっ緒しょにいられて、俺が自由であり続けられる場所を。

　まさか父上から与えられるなんて、夢にも思っていなかったさ。

「ていうか、シャーロット、ありがとね」

「もう。急にどうしたんですか」

「俺が北方に送り込まれるなんて、夢にも思ってなかったでしょ」

　この遠い帝国で、俺の未来を切り開く。

　俺の役割は、誰も知らないこの場所で、帝国という国を知ること。

　父上が言っていた自由の意味。

　それは、俺を帝国に送り込むということだった。

　騎き士し国家での生活に未練がないと言ったら、ウソになるが。

　あっちにはもう立派に成長したシューヤもいるし、心配もいらないだろう。

「何を今いま更さらって話ですよ、スロウ様！　それよりあっちを見てください！　やっと街の明かりが見えてきましたよ！」

「え、ほんと？」

「ほら、スロウ様もこっちに来てください！」

　山道を降りてシャーロットの横に立つ、無数の光が小さく俺達を出で迎むかえてくれた。




　　　　●




　──ここ最近、母親の機き嫌げんが素す晴ばらしく良いことに、カリーナは薄うす々うす、気付いていた。

　鼻歌を歌いながら、王宮の中を歩くなんてカリーナの記き憶おくには一度もないことだ。

　本人は隠かくし切っていると自信満々だが、それは日ひ頃ごろから機嫌の変わりやすいエレノアの傍そばにいるカリーナには、バレバレであった。

　彼女はどうして母親の機嫌がいいのか、彼に聞くことにした。

「ああ、それはカリーナ。僕が説得したからね」

　いつものように、光の大精霊レクトライクルは本で壁かべが覆おおいつくされた神しん殿でんにいた。

「光の大精霊レクトライクル様が……説得？」

「そうさ。僕が説得した。僕も彼らと同意見だったからね」

　何も記されていない白紙の本をペラペラと捲めくりながら、少年は言葉を紡つむぐ。

「つまりは、騎士国家への愛なんだよ。僕は嬉うれしいね。彼らこそ、愛国者だよ」

　カリーナには大半が理解出来なかったが、この騎士国家を支える重じゅう鎮ちんがエレノア女王の意に反して、行動を起こした。光の大精霊レクトライクルの説得もあってか、エレノアは考えを改めたということだ。そして、そのような臣下の存在に、エレノアはご機嫌らしい。

「楽しみにしておこう、カリーナ。恐おそらく、二回りは大きくなって、彼は帰ってくるから」

　事情に疎うといカリーナでも、光の大精霊レクトライクルが言う彼が誰を指すのかは分かった。
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　やっと、やっとだ。長かった。

　雪山越えを見事に成功させた俺とシャーロット。じんわりと胸の中に達成感。

　自然と足が速くなる。前を歩くシャーロットも同じ気持ちのようだ。気持ちは分かる。変わりやすい天気の下、ずっと街に向かって歩いてきたんだ。

「スロウ様、急ぎましょう！」

　前を歩くシャーロットを追いかけて、雪で埋うまった山道を駆かけ降りる。

　すると、不意に視界が真っ白になった。

「ぶひいいいいいあああ！」

　また、こけた。

　それはもうはっきりと。ずぶりと雪の中に頭が埋まった。

「あれ、スロウ様！　どこにいるんですか!?」

　寒い、服の中にまで雪が入ってきて、泣きたい気持ちになった。

　父上から帝国に行けと命令されて、ちょっとは文句も言ったけど……自由にさせてやるとの言葉に釣つられて休みも程ほどほどに出発した。だけど、北方の冬を舐なめていた。

「スロウ様ー！　どこですかー！　またこけちゃったんですか!?　スロウ様！」

「……」

「スロウ様！　意地悪はしないでください！　どこですか!?　こんな雪山で埋まってたら死んじゃいますよ！」

　本当はさ、シャーロットも俺と同じ気持ちじゃないのかな。

　明るく振る舞まってるけど、本心はこの過か酷こくな環かん境きょうに辟へき易えきしているとか。

　北方は環境が過酷で、生きづらいってのが南方に生きる者達の常識。

　なのに俺達はいつ南方に帰れるのか、目め途どもついていない状じょう況きょうだ。

　やっぱりシューヤのことも心配だしな？　あいつが大きな事件を起こした時は、俺が助すけっ人と的立ち位置で助けてやるのもやぶさかじゃないしな……。

　よし、シャーロットに聞いてみるか？　聞いてみちゃうか？

　やっぱり南に帰らないって？

「……ぶひい」

　覚かく悟ごを決めて、そっと顔を上げたら……誰かと目があった。げえ。

「坊ぼっちゃん。何やってるんすか？」

　目の前にあいつがいた。

　シルバ、嘗かつての俺の騎士。暖かそうな上着を二重に羽織って、もふもふした耳当ても装着して……防寒対策はばっちりだぜって恰かっ好こうで、俺を見て笑ってやがる。

「何でお前がいるんだよ……俺は幻げん覚かくでも見ているのか……」

「そろそろ坊ちゃんとシャーロットちゃんが到とう着ちゃくするかなって、山に様子を見に来たんすよ。でも、まさか徒歩で山越えするなんて……いや、坊ちゃん。さすがです」

「……」

「それで何してるんすか？」

「べ……別に俺はこけたわけじゃ……」

「あ、分かった！　あれっすね！　雪男の真ま似ねだ！　ははっ、センスありますね、坊ちゃん！」

「……そ、そうだ。雪男の真似だ……シャーロットを笑わせようと思ってな……」

　錆との闘たたかいでは大いに奮戦してくれたシルバの姿を見て、ついつい強がってしまう。

「シャーロットちゃん！　クラウドの旦だん那な！　なんか坊ちゃんが顔を真っ白にして雪男の真似してくれるって！　こっちこっち！」

「あ、そんなところにいたんですね！　……ほら、スロウ様。私の手を摑つかんでください！」

「……ぶひいい」

　シャーロットに手を引っ張られて立ち上がる。

　クラウドが顔面が真っ白になっているだろう俺の姿を見て苦く笑しょうしていた。




　まさか、父上が言っていた俺の手足ってのはこいつらのことか？

「……シャーロット。えっと、その手に持ってるのは何？」

　どこか上気した肌はだのシャーロット。右手には、丸々と太った白いウサギを摑んでいる。

「ちょうど今、捕つかまえたんです！　街についたら捌さばいて食べましょう！」

「ぶっ」

[image: ]

　逞たくましい、逞しすぎるよシャーロット。だけど、そういう所も大好きです。

　山越えをしている最中に食しょく糧りょう事情や山小屋が見つからなかった時は、寝ね床どこの作り方までとても助けてもらいました。ありがとうと、改めて心の中で感謝を告げる。

「それよりスロウ様。クラウドさんの話じゃ、街まではもう一時間も掛かからないって！　さあ、最後の頑張りと行きましょう！　……もう！　どうして拗すねた顔してるんですか！」

「……す、拗ねてるわけじゃないって」

　ただ俺は、この感情をどう表現したらいいか分からないだけだよ。

「あっ、スロウ様！　どうして急に走り出すんですか！」

　シャーロットがいて、こいつらがいて。

　未来を切り開く感覚に、わくわくしていたあの頃ころと同じ自分がいて。




「……嬉しいだけだぶひ」

　どうやら俺は。

　いつの間にか、多くのものを取り戻もどしていたらしい。











あとがき






　豚ぶた公こう爵しゃくシリーズ最終巻になります。

　ここまで続けられたこと、感かん慨がい深ぶかいです。

　当初想定では３巻ぐらい、スロウが学園を守るための黒こく龍りゅう退治まで出版出来れば御おんの字じと考えていました。

　それが、まさかここまで豚公爵シリーズを続けることが出来るなんて（感無量）。

　特に10巻目でスロウの父親を出すことが出来たこと、物語として一区切りがつけられたこと。

　読者の皆みな様さまありがとうございます。皆様のお力ちから添ぞえのお陰かげです。




　元々趣しゅ味みで書き始めた豚公爵シリーズ、引き続きカクヨム様のサイトで更こう新しん予定になりますので、もしこの後のお話にご興味があるという方はＷＥＢ小説のほうも読んでみてください。

　更新も不定期ですが、カクヨム様の読者数が一人でも増えればと思います。




　また、ご協力頂きましたイラストレーターのnauribon様、担当編者様、関係の皆様方がたありがとうございます。

　９巻、10巻が思うようなスケジュールで執しっ筆ぴつ出来ず、ご迷めい惑わくをお掛かけしました。

　漫画版豚公爵は引き続き連載予定ですので、漫画版も是非お楽しみください！




　本10巻を世に出せたこと、関係者の皆様に大いなる感謝を。

　それでは、また。どこかで。





合あい田だ拍子りずむ
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